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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　世界が、黒い〈願い〉に浸食されていく。

「……ティア……レスティア！」

　叫びながら伸ばした手は、もう届かない。

　最強の称号なんていらない。

　彼女がそばにいて笑ってくれれば、それでよかった。

　なのに──僕は、彼女の願いを叶かなえてあげようとしただけなのに。

「カミト、ごめんなさい、ごめん……なさい……」

　蠢しゆん動どうする闇やみの中から、彼女の声が聞こえた。

　泣いているのかもしれない──

　そう思ったとき、僕は躊躇ためらわずに黒い〈願い〉の中に飛びこんだ。




　──三年前の、あの日。

　僕は、いったい何を願ってしまったんだろうか──？






第一章　一夜明けて






　チュンチュン……。

　森に響く小鳥の啼なき声。肌を刺すような早朝の冷たい空気。

　ちゅっ♪

　頬ほおのあたりに触れたやわらかい感触に──

　カミトはハッと目を覚ました。

　あたりはまだ薄暗い。テントの中に射さしこむ光もほんのわずかだ。

　寝ぼけたまま、簡易ベッドの上で身体からだを起こそうとすると──

「……っ!?」

　肋ろつ骨こつに鋭い痛みが走る。

「そういや、怪け我がしてるんだったな……」

　カミトは苦々しくつぶやいた。

　昨晩──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉初日の夜、ドラクニア竜公国代表〈竜皇騎士団〉のエース、レオノーラ・ランカスターと戦ったときに負った傷だ。

　ほんの数分間の短い戦闘ではあったが、〈竜の血ドラゴンブラツド〉の覚かく醒せいによって狂戦士と化したレオノーラに、カミトは瀕ひん死し状態になるまで追い込まれた。最強クラスの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉によって胸を深々と貫かれたのだ。

　そんな状態から逆転し、レオノーラを撃破することができたのは、復活した剣精霊エストのおかげだった。これまで、何度も危機を救ってくれた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉は、過去の悲劇に心を閉ざしながらも、最後はカミトの声に応こたえて戻ってきてくれたのだ。

「……ん？」

　ふと、カミトは違和感を覚えた。

　簡易ベッドから起き上がろうとするカミトの腕を──

　小さな冷たい手がぎゅっと握っていた。

「エ、エスト!?」

　カミトはドキッと硬直した。

　見れば、白銀の髪の美少女が、すぅすぅと穏やかな寝息をたてて眠っている。

　身体をまるめ、毛布にくるまって眠るその姿は、まるで小さな天使のようだ。

　ただ、問題なのは──

「……！」

　彼女の格好が、ほぼ全裸……ということだった。

　両脚を覆う黒のニーソックス以外は、なにも身に着けていない。

　輝く白銀の髪。搾りたてのミルクのようになめらかな肌。

　毛布の隙すき間まからわずかに覗のぞく、ふたつの小さな膨らみ。

　可愛かわいらしい寝息が腕にあたって、妙にこそばゆい。

「どうしたもんかな、これは……」

　カミトは困ったようにつぶやいた。

　エストの手はぎゅっとカミトの腕を掴つかんでいる。これでは起きあがることができない。

　せっかく気持ちよさそうに眠っているのだし、起こしてしまうのはかわいそうだ。

　それに……と、カミトは穏やかに眠るエストの寝顔を見つめながら、思う。

　彼女がこうしているのは、不安を感じているからなのかもしれない。

　普段は力の消耗を抑えるために剣の姿で眠っているのに、いまは少女の姿を維持しているのが、その証拠だ。

〈闇やみの烙らく印いん〉に蝕むしばまれたカミトを救うため、エストは自らを犠牲にして、この世界から消滅した。そのとき、彼女は失われていた過去の記憶を思い出してしまったのだ。

　エストの最初の契約者──〈救世の聖女セイクリツド・クイーン〉アレイシア・イドリースの命を、自らの呪いによって奪ってしまったことを。

　いまのエストは、本来の十分の一程度の力しかない不完全な状態だが、それでも、所有者の命を奪う魔剣としての性質は受け継いでいるはずだ。このままエストと契約を続けていれば、いずれカミトも、かつての契約者と同じ道をたどることになるだろう。

　だが、そんなエストにカミトは約束した。

　おまえの呪いも、魔剣としての運命も、俺おれは受け入れる──と。

（俺は、エストと一緒に〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜く──）

　エストの穏やかな寝顔を見下ろしながら、カミトは決意を新たにした。

〈精霊剣舞祭〉の優勝者にあたえられる精霊王の奇跡。

　あらゆる〈願い〉を叶かなえるその奇跡の力をもってすれば、エストの魔剣としての運命を変えることも不可能ではないはずだ。

「〈願い〉……か──」

　黒い革手袋に覆われた左手が疼うずく。

　革手袋の下には、かつての契約精霊の精霊刻印がある。

　三年前、最強の剣舞姫と呼ばれたカミトは、彼女の〈願い〉を叶えるために、精霊剣舞祭を勝ち抜いた。

（あのとき──俺は、彼女のために何を願ったんだろうな……）

　あの日の記憶は、なぜかほとんど失われていた。

　覚えているのは、断片的なイメージだけだ。

　黒い〈願い〉に呑のみ込まれる闇やみ精せい霊れいの姿。

　あれから三年が経たち──

　彼女はふたたびカミトの前にあらわれた。

　謎なぞに包まれたもう一人のレン・アッシュベルの配下として。

「カミ……ト……」

「ん？」

　もぞもぞと動く気配がして、カミトはエストを見下ろした。

　あいかわらず可愛かわいらしい寝息をたてている。

　……どうやら寝言でカミトの名前を呼んだらしい。

「私はあなたの剣……あなたの望むままに……」

　ちゅっ♪

「エ、エスト……!?」

　指先に触れるやわらかい唇くちびるの感触。

　ドキッとしたカミトはあわてて身体からだを離そうとするが──

「ん……カミト……す……き……」

　ちゅっちゅっ♪

　エストはカミトの腕を掴つかんだまま離さない。

「えっと……」

　どうしたものかと、カミトが困っていると──

　パキッ……テントの外で小枝の折れる音がした。

「……っ!?」

「……ね、ねえ、カミト。あ、あんた、な、なな、なにをしているの？」

　テントの入り口で、炎の鞭を手にした少女が、わなわなと肩を震わせていた。

　頭の両端でくくったツーテールの長い髪。燃える炎を宿した紅玉ルビーの瞳ひとみ。胸はやや小さいものの、均整のとれたプロポーションは女神の彫ちよう像ぞうのように美しい。

　クレア・ルージュ。名門エルステイン公爵家の元お嬢様。

　思わず見惚れてしまうほど可か憐れんな美少女だ。

　しかし──

「せ、せせ、せ、説明、してくれるかしら？」

　いまの彼女は、まさに荒ぶる炎精霊そのものだった。

「お、おい……テントに火が燃え移る！」

　カミトはあわてて叫ぶが──

「あ、あたし、あ、あんたのこと心配してたのに！」

　ツーテールの髪を逆さか立だて、クレアはズンズン歩いてくる。

「ち、違う、誤解だ！」

「……～っ、なによ、あんた、いつもそうやって言い訳するじゃない！」

　紅玉ルビーの瞳ひとみにうっすらと涙が浮かぶ。

　そのときだ──

「ふぁ……」

　ようやくエストが目を覚ました。

　可愛かわいらしいあくびをしながら、両手で目をこする。

　……まだちょっと寝ぼけているようだ。

「む……」

　クレアが立ち止まった、その瞬間。

　ちゅっ♪

「「なっ!?」」

　カミトとクレアは同時に声をあげた。

　エストがカミトの頬ほおに口づけしたのだ。

「エ、エスト!?」

「あ、ああ、あんた、な、なにしてるのよ！」

　クレアが顔を真まっ赤かにして叫ぶ。

「私はカミトの契約精霊。契約者マスターに目覚めの口づけをするのは当然の義務です」

「う、嘘うそっ、そんなの聞いたことないわよ!?」

　動揺して髪をパタパタさせるクレア。……それはたしかに初耳だ。

「嘘ではありません」

　ちゅっ♪

「……～っ、カミト、ま、またエストに変なことを教えたのね……」

「俺おれは知らないぞ！　っていうか、またってなんだ!?」

　テントを支える木の支柱がプスプスと煙をあげはじめる。

　……まずい。このままではテントごと消し炭にされてしまう。

　カミトはとっさに危機を脱する方法を考え──

「そ、そういえば、俺はおまえの契約精霊って扱いだったよな？」

「……？　そうよ、あんたはあたしの奴隷精霊なんだから」

　当然のようにうなずくクレア。……それはそれでひどいが、まあいい。

「なら、俺もご主人様に目覚めのキスをしてやらないとな」

「……え？」

　クレアはきょとんとして固まった。

　この場合、ご主人様──というのは、もちろんクレアのことだ。

「な、なな、なによそれ！　ふざけてるの？」

「ふざけてるわけないだろ」

「ぁんっ……」

　顎あごにそっと指を這はわせると、クレアは可愛かわいい悲鳴をあげた。

「あ、あんた、こんなことして、ただですむと……ふぁっ！」

「ほら、力抜けよ──」

　耳もとにふっと息を吹きかけると、クレアの身体からだはくてーっと脱力する。

　倒れかかったその背中を、カミトはあわてて支えてやった。

「も、もうっ、なにするのよ……！」

　むーっと顔を赤らめて怒るクレア。だが、不思議と抵抗らしい抵抗はしてこない。

　川で水浴びをしてきたのか、なめらかな肌からは石せつ鹸けんのいい香りがした。

「おまえ、耳弱いんだな」

「ふあっ、ち、違うもん……！」

　普段は強がっているクレアだが、意外と攻められると弱いことをカミトは知っている。

　凶暴な火ひ猫ねこ少女も、本当は初う心ぶで繊細なお嬢様なのだ。

　カミトは、力の抜けたクレアの身体をぐっと抱き寄せた。

「それじゃ、目覚めの口づけだ……ご主人様」

　そう耳もとで囁ささやくと、クレアの頬ほおにそっと唇くちびるを近づけ──

「……～っ！」

　ぼふんっ！

　瞬間、クレアの頭から湯気が噴き出した。

「ふあああんっ、カミトのばかーっ！」

　顔を真まっ赤かにしたクレアは、ツーテールの髪をパタパタさせて走っていった。

「……やれやれ、あいかわらず可愛いやつだな」

　カミトは肩をすくめて苦笑する。

　それにしても、さすがに、ちょっとからかいすぎたかもしれない。この方法は怒りを鎮めるには効果的だが、あとが恐こわいのが問題だ。

　……いまのうちに墓はか穴あなを掘っておいたほうがいいかもしれないな。

「──カミトは本当に夜の魔王です」

　エストが無表情に──しかし、微妙に不機嫌そうな声でつぶやいた。

　そんなエストの頭を撫なでながら、カミトは言う。

「エスト、もう少し寝てていいぞ。まだ力が戻ってないんだろ？」

「はい、カミト。あなたの剣となるため、力の回復に専念します」

　エストは律儀にうなずくと、こてんと眠ってしまった。

　あられもない裸身に毛布をかけてやり、カミトも制服を手にして着替える。

　テントの外に出ると、朝の清せい澄ちような空気を胸いっぱいに吸いこんだ。

　──と、テントの前になにかが落ちているのを発見した。

　くるくると不器用にまるまった包帯。それに木の実や果物の入ったバスケットだ。

「……あいつ、これを持ってきてくれたのか。……なんか悪いことしちまったな」

　頬ほおをかきながら、地面に落ちたそれらを拾い上げていると──

「ふふっ、さっきのオオカミっぽいカミト君、なんだか生き生きしていたわ」

　ガサガサ……茂みの向こうから一人の少女が姿をあらわした。

　腰まで伸ばした艶つややかな黒髪。可か憐れんな睫まつ毛げに縁ふち取どられた、薄うす闇やみ色いろの瞳ひとみ。

　胸もとの大胆に開いたドレス調の制服を着た、帝国の元王女様だ。

「……フィアナ!?　み、見てたのか!?」

「──俺おれもご主人様に目覚めのキスをしてやらないとな」

「ぐあああああ！」

　キリッとした表情でカミトの声真ま似ねをする王女様。

　カミトは頭をかかえてうずくまる。

「──それじゃ、目覚めの口づけだ……ご主人様」

「あああ……た、頼む、やめてくれ……やめてください」

「ふふっ、カミト君ってば可愛かわいい♪」

　羞しゆう恥ちに地面をのたうちまわるカミトを見て、フィアナはクスッと悪戯いたずらっぽく笑った。





　　　　◇






「……すごいな。俺が寝てるあいだに、もう〈拠点〉を構築したのか」

「いいえ、まだ半分といったところね。こんどはもっと強固な〈拠点〉を構築するわ。ドラクニアの〈竜皇騎士団〉でも突破できないくらいの要よう塞さい級のをね」

　静けさに満ちた森の中を、フィアナと並んで歩く。

　普通の人間にとってはただの森にしか見えないが、少しでも精霊使いの素養があれば、木々の間を縫って不可視の結界が張られていることに気付くはずだ。

　たったひと晩でこれほどの結界を構築するとは、さすが元精霊姫候補の姫ひめ巫み女こ。今ごろは他ほかの代表チームも〈拠点〉を構築している頃ころだろうが、おそらく、その強度は比べものになるまい。

　これだけ強固な〈拠点〉を前にしては、昨晩のレオノーラたちのように、強襲をかけてくるチームもなくなることだろう。

　多重の結界で守られた土地は、精霊使いにとって強固な城じよう砦さいのようなものだ。土地の精霊の加護によって神威カムイは増大し、大地の下を流れる地脈に干渉することによって、疲労回復など様々な祝福も得られるようになる。

「もちろん、侵入者用の迎撃機構も完かん璧ぺきよ♪」

「ああ。これだけの数の精霊をよく手て懐なずけられたもんだ」

　森の中を飛び交う小さな精霊たちを見回しながら、カミトは感心したようにうなずいた。

「ふふっ、他ほかのチームの精霊使いが罠わなにかかるのが楽しみだわ」

「……一国のお姫様としてその発言はどうかと思うぞ？」

　黒い微笑を浮かべるフィアナに、呆あきれたような視線を向け──

　ふいに、二人の足もとを何かが横切った。

「……っ!?」

　気付いたときにはもう遅い。地面がボコッと浮き上がったかと思うと、地中からあらわれた無数の植物の蔦つたが、フィアナの身体からだを宙ちゆう吊づりにした。

「……きゃっ！　な、なにをするのっ……無礼者！」

　蔦に掴つかまれたまま、ジタバタ暴れる王女様。だが、彼女がもがけばもがくほど、蔦はやわらかい胸やお尻しりに絡みついていく。

　どうやら、まだ土地の精霊をすべて支配下に置いたわけではないようだ。

「やっ、あんっ、くすぐったい……！」

　制服のスカートがまくれ、清せい楚そな白い下着がチラッと覗のぞく。

[image: ]

「きゃっ、カ、カミト君……み、見ないでっ！」

　あわててスカートを押さえようとするフィアナ。だが、宙ちゆう吊づりのままでは身体が思うように動かず、スカートはどんどんめくれあがっていく。

「……わ、悪い……うわっ！」

　狼ろう狽ばいするカミトの鼻先に、可愛かわいらしいお尻しりが突き出された。

　ふにゅっ。純白のパンティーでふさがる視界。

　蔦つたによって真上にひっぱられたパンティーは、お尻にキュッときつく食いこんでいる。

「あ、ぁんっ……痛いっ……ふぁんっ……た、助けて……！」

　瞳ひとみに涙を浮かべ、フィアナが苦しそうに喘あえぐ。

「ま、待ってろ！　いま蔦を切ってやるからな！」

　カミトが制服の胸ポケットから短剣を抜き放ち、蔦を切ろうとする──

　瞬間、今度はフィアナの片足が真上に引っぱられた。

　丈の短いスカートは完全にめくれ、白いパンティーがまる見えになる。

「……っ!?」

「い、いやあっ、カミト君の前でこんな格好──！」

　はしたない格好のまま、じたばたともがくフィアナ。

「フィアナ、お、落ち着け！　暴れたら手もとが──あ！」

　蔦を切ろうとしていたカミトの手が滑った。

　ぱつんっ！

　何か紐ひもの切れるような音がして、白い布きれが地面にパサッと落ちる。

「……」

「……」

　可愛かわいらしい刺し繍しゆうのほどこされた、高貴なお姫様のパンティーが。

「い、いやああああああああああああっ！」





　　　　◇






「もうっ、カミト君はえっちね！　朝の魔王ね！」

「だから悪かったって……」

　唇くちびるをとがらせて怒るフィアナに、カミトは何度も謝った。

「わ、わざとじゃないからな！」

「……ふーん、どうかしら？」

　じーっと疑わしげな眼まな差ざしを向けてくる王女様。下着を穿はいていないのが落ち着かないのか、スカートの両端をきゅっと押さえて足をもじもじさせている。

「ど、どうせ見られるなら、もっといい下着をつけていればよかったわ……」

「さっきのも十分可愛かわいかったけどな……あ、いや……」

「……～っ、カミト君！」

　ぽかぽかぽかっ。

　フィアナは顔を真まっ赤かにして背中を叩たたいてくる。

　いつも大胆にからかってくる彼女だが、本当は初う心ぶで清せい楚そなお姫様なのだ。

「も、もうっ、カミト君なんて知らないんだから！」

　ふいっとそっぽを向くと、ズンズン歩きだした。

「どこに行くんだ？」

「土地の精霊を躾しつけてくるわ。二度とさっきみたいなことにならないようにね！」

　フィアナは森の中の小道をはずれ、木こ立だちの奥へと進んでいった。

　……どうやら、お姫様の機嫌を損ねてしまったらしい。

「……まあ、結界の中なら危険もないか」

　カミトは嘆たん息そくすると、そのまま小道を進みはじめた。

　森を抜けると──そこは昨晩、カミトがレオノーラと剣けん舞ぶを舞った場所だった。

　もとはここも深い森だったはずだが、木々の多くは薙なぎ倒され、地面には抉えぐれた巨大な穴が無数にあいている。

　暴走したレオノーラによる破壊の痕こん跡せきだ。

（……二度と戦いたくない相手だが、決勝には間違いなく上がってくるだろうな）

　カミトはため息まじりにつぶやいた。

　今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉は前回以上に厳しい──それを痛感させられた戦いだった。

（だが、レン・アッシュベルのチームは、〈竜皇騎士団〉よりも遙はるかに強い……）

　舞踏会の会場でカミトをあしらった、もう一人のレン・アッシュベルだけではない──〈教きよう導どう院いん〉の怪物、ミュア・アレンスタール。魔精霊使いデモン・キヤスター、シェーラ・カーン。

　それに──

（あの黒騎士……）

　あれは、化け物揃ぞろいの〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の中でも、ひときわ不気味な気配を放っていた。

　精霊使いとしての直観で、何か人間離れした異質な存在──そんな感じがしたのだ。

「俺おれたちは勝てるのか？　あんな連中に──」

　グレイワースの手引きで学院に編入してから二ヶ月の間に、カミトの戦闘の勘はだいぶ戻ってきている。

　三年前、〈最強の剣舞姫〉と呼ばれていた頃ころの力を取り戻しつつあるのに加え、新たに契約したエストは最強クラスの剣精霊だ。

（だが、まだ足りない……）

　剣の技ぎ倆りようや肉体の強きよう靱じんさではない、もっと本質的な強さが──

「……ん？」

　ふいに、カミトは足をとめた。

　焼けた木の匂においとは違う、芳ほう醇じゆんな香りが鼻び孔こうをくすぐったのだ。

（……うまそうな匂いだな）

　ぐぅ。思い出したように腹の虫が鳴った。

　……そういえば、昨日の夕方からなにも食べていない。

　匂いにつられてふらふら歩いていくと、川沿いのキャンプスペースに、金髪のお嬢様のうしろ姿を発見した。

　ふんふんと楽しそうに鼻歌を口ずさみながら、鍋なべのスープを煮込んでいる。

　カミトはそっと忍び足で近づき──

「リンスレット、なにしてるんだ？」

「きゃあっ！　カ、カミトさん！」

　背後から声をかけると、リンスレットは可愛かわいい悲鳴をあげて振り向いた。

　朝の陽ひを浴びて燦さん然ぜんと輝くプラチナブロンドの髪。

　大きく見開かれた、綺き麗れいなエメラルドの瞳ひとみ。

　制服の上にエプロンを身に着け、両手にそれぞれお椀わんとおたまを持っていた。

　正直、お嬢様の彼女にはぜんぜん似合っていない格好なのだが、そのアンバランスさがなんだか妙に可愛らしい。

「もうっ、急に声をかけるから驚きましたわ！」

　むっと頬ほおを膨らませるリンスレット。

「……悪い。いい匂いがしたからつられてきたんだが、朝食を作ってたのか？」

「ええ。まだ下準備ですけど──」

　うなずくリンスレットの背後に目を向けると、そこには簡単な調理場ができていた。

　大きな切り株の台所。石を積んで造ったかまど。川で釣った魚を置いてある大きな氷塊は、彼女が得意な氷魔術で造ったものだろう。

「……ずいぶん本格的だな。貴族のお嬢様が、料理なんてどこで習ったんだ？」

　カミトもそこそこ料理はできるほうだが、リンスレットの腕は超一流のシェフ並みだ。

　上達の秘ひ訣けつを訊きいてみたかった。

「毎日、キャロルに料理をふるまっているうちに、自然と上達していきましたわ」

「お嬢様なのに、メイドのために料理を作ってたのか？」

「下しも々じもの者においしい手料理をふるまうのは貴族たる者のつとめ。高貴なる者の義務ノブレス・オブリージユなのだと、キャロルに教わりましたの」

「……うん、それはキャロルに騙だまされてるからな？」

　カミトは呆あきれて言った。

　……もっとも、リンスレットがお嬢様らしからぬ数々のスキルを身に着けているのは、ある意味、あのダメッ娘こメイドのおかげなのかもしれないが。

「ところでカミトさん、もう怪け我がは大丈夫ですの？」

「ああ、なんとかな……」

　気遣わしげに訊きいてくるリンスレットに、カミトは腕を回しながらうなずいた。

　昨晩、レオノーラの〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉によって胸を貫かれたカミトだが、肋ろつ骨こつが数本折れた程度ですんだのは幸運としか言いようがない。骨折した骨も、眠っているあいだにフィアナが繋つなげてくれたようだ。

　以前、フィアナに人間離れした回復力があると言われたことがあるが、おそらく、鋼はがねの属性を持つ剣精霊エストと契約したことによって、肉体が強化されているのだろう。

「……よかったですわ」

「といっても、さすがに疲労は残ってるけどな」

　そう言って苦笑すると──

「ええ。そうだと思って、いま滋じ養ようのある特製スープを作っていますのよ」

　リンスレットはふふっと微笑ほほえんだ。

　その魅力的な笑顔に、カミトは思わずドキッとして──

「そ、そうか、寒い日にスープは嬉うれしいな」

　動揺を隠すように、鍋なべのスープを覗のぞきこむ。

「このくらい、故郷では暖かいほうですわ」

「そりゃ、雪国のローレンフロストと比べたらなあ……」

　スープは琥こ珀はく色いろで、鶏とり肉にくや野菜を様々な香辛料と一緒に煮込んでいるようだ。

「うまそうだな……」

「……つまみ食いはだめですわよ」

　リンスレットがピシッと言った。

「……だめか？」

「誇り高き精霊使いとして、はしたないですわ。……そ、それともカミトさんは、そういう風ふうに、お、女の子もつまみ食いするんですの？」

「なんでそうなるんだよ！」

　むっと睨にらんでくるリンスレットに、カミトは言い返し──

　……ぐう。腹の虫が鳴った。

「……」

「もうっ、しかたありませんわね。……特別ですわよ？」

「……助かる」

　リンスレットは大きめのスプーンにスープをすくい、それをカミトの前に差し出した。

「……えっと、これは？」

「手を怪け我がしているんでしょう？　は、早く口を開いてくださいな……」

　頬ほおを赤らめて言うリンスレット。

　……どうやら、あーん、をしろということらしい。

「いや、こんなところで……」

「いらないんですの？」

　リンスレットはちょっと傷ついたような顔をした。

　カミトはあわてて首を横に振り──

「あ、いや……飲ませてくれ！」

　ちょっとドキドキしながら、スープをひと口飲んだ。

　とろとろになるまで煮込まれた鶏とり肉にくと野菜。芳ほう醇じゆんな味わいが舌の上にひろがる。

（あれ、このスープ……）

　ふとカミトは、アレイシア精霊学院に編入した日のことを思い出した。

　あのとき、馬小屋のような場所で腹を空すかせていたカミトに、リンスレットは温かいスープを持ってきてくれたのだ。

（たしか、キャロルが作りすぎて余ったからって言ってたが……）
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　いま思えば、あのダメッ娘こメイドが料理を作れるはずもないので、あれはリンスレットの照れ隠しだったに違いない。

　普段はツンツンしているため、高飛車なお嬢様と誤解されがちなリンスレットだが、本当は心根の優しい、とてもいい娘こなのだ。

「……リンスレットはいい娘だよな」

　カミトは思わずそう口に出していた。

「な、なんですのっ、突然！」

「あ、いや……」

「わ、わたくし、いい娘などではありませんっ、悪い娘なのですわっ！」

　あわあわと動揺して、わけのわからないことを口走るお嬢様。

　そんな素直じゃないところも、いまはなんだか可愛かわいく思えた。

「そういえば、エリスは？」

「騎士団長なら、河原で剣けん舞ぶを奉納していますわよ」

「……そっか。それじゃ、ちょっと顔を出してくるかな」

　これ以上、料理の邪魔をするのもよくない。

　リンスレットに手を振ると、カミトは河原のほうへ向かって歩いていった。
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　河原沿いにしばらく歩いていくと、切り立った崖がけが見えてきた。

　クレアたちが〈竜皇騎士団〉と剣を交えた場所だ。崖には竜精霊との戦闘でできた、すさまじい破壊の痕こん跡せきが残されていた。

「……せっかく作った露ろ天てん風ぶ呂ろも、完全に壊されちまったみたいだな」

　つぶやきながら、崖の裏側に歩いていくと──

「はっ！　ふっ──！」

　裂れつ帛ぱくの呼こ気きと共に、風を切るような音が聞こえてきた。

　崖から顔を出して覗のぞきこむと、ポニーテールの髪の少女が一人、剣を振るっていた。

　軽けい甲かつ冑ちゆうに包まれたしなやかな肢し体たい。凜りんとした鳶とび色いろの瞳ひとみ。

　風王騎士団シルフイードの騎士団長──エリス・ファーレンガルトだ。

「やっ、はあっ──！」

　彼女が力強い動作で剣を振るうたび、鋭い風切りの音が響く。

　剣の鍛錬ではない。川に棲すむ精霊に儀式剣舞を奉納しているのだ。

　その美しく流麗な剣舞に、カミトは思わず見惚れてしまう。

　彼女の凛り々りしい横顔は、とても綺き麗れいだった。

　やがて、エリスは剣を腰に収めると、川に向かって深く一礼した。

　水面に淡い輝きを放つ水精霊が集まり、くるくると踊る。

　精霊たちはエリスの剣けん舞ぶに満足したらしい。

　安あん堵どして汗をぬぐうエリスに、カミトは声をかける。

「よお、エリス」

「カ、カミトっ……見ていたのか!?」

　エリスは振り向き、鳶とび色いろの瞳ひとみを見開いた。

「悪い、覗のぞき見みするつもりはなかったんだが……」

　カミトは頭をかきながら、エリスのほうに歩いていった。

「エリスの剣舞、すごく綺き麗れいだったぞ」

「……っ!?　わ、私が……綺麗だと!?」

「いや、エリスの剣舞が……って、まあ、おまえも綺麗だけどさ」

　エリスの顔がカアッと紅こう潮ちようした。

「こ、この不ふ埒らち者ものっ！　そこになおれ、オニオングラタンにしてやる！」

　素早く剣を抜き、カミトの首筋に刃やいばを突きつける。

「なんだよ急に！」

「わ、私が綺麗だなどと、心にもないことを……！」

「いや、本当のことを言っただけなんだが……」

「うう～っ……」

　ますます顔を赤らめ、口をぱくぱくさせる騎士団長。

「き、君は、ここへなにをしにきたのだ！　……まさか、覗き!?」

「ばかっ、んなことするか！」

　カミトがあわてて否定すると──

「ふん、そうだろうな……わ、私の水浴びなど見てもしかたないからな！」

　エリスは拗すねたようにふいっと目を逸そらした。

　健全な男子としては、そんなことはないと思うのだが……それを言うと本当に斬きられそうなのであえて口にはしないでおく。

「朝の禊みそぎと鍛錬をしようと思ったんだよ。エリスがいるならちょうどいい、久々に稽けい古こにつきあってくれないか？」

「む……朝稽古か。いいだろう」

　剣を収め、こほんと咳せき払ばらいするエリス。

　学院にいた頃ころ、カミトはたまにエリスの朝稽古の相手をしていた。早朝には風王騎士団シルフイードのミーティングもあったし、授業前に身体からだをほぐすにはちょうどよかったのだ。

「しかし、君の怪け我がは大丈夫なのか？」

「ああ、できるだけ身体からだを動かしておきたいんだ。……寸止めで頼む」

「わかった」

　二人は距離をとると、互いに剣を抜いた。

　エリスは長剣。カミトは護身用の短剣だ。二人とも実際に使う精霊魔装エレメンタルヴアツフエとは異なる武装だが、身体を慣らすのが目的なのでこれで十分だ。

　剣を構えたエリスは、カミトを静かに見据えた。

「こいよ、エリス──」

　カミトが言った、瞬間──

「はっ──！」

　裂れつ帛ぱくの呼こ気きを吐き、エリスが踏み込んだ。

　足場の悪い河原ながら、凄すさまじい打ち込みだ。さすがに騎士団長の名は伊だ達てではない。

　鋭い剣撃をカミトは短剣で止め、激しく何度も打ち合った。

　飛び散る火花。甲かん高だかい金属音が鳴り響く。

　たがいに息の合った華麗な剣けん舞ぶ。

　だが、エリスは顔に不満をあらわにして──

「カミト、私に合わせるな。遊ばれているようで不愉快だ」

「そう言われてもな……〈教きよう導どう院いん〉仕込みの俺おれの剣と違って、エリスの剣は正統な騎士の剣だろ？　俺に合わせると変な癖がつくぞ」

「構わない。私の剣はまっすぐすぎるのだ。昨晩の剣舞でそれを痛感した。だから、君の剣を教えて欲しい。この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に勝利するために！」

「……っ！」

　上段から振り下ろされた重い一撃に、カミトは目を見はった。

　それは、強くなりたいという、エリスの想おもいの込められた一撃だった。

「……そういうことなら、わかったよ」

　洗練された彼女の剣技は、たしかに読まれ易やすい。

　少しくらいは、いわゆる邪剣の技を教えておくのもいいだろう。

　地面を蹴けってわずかに距離をとると、カミトは短剣を逆さか手てに持ち替えた。水平に剣を構え、果敢に突撃してくるエリス──彼女の得意な槍技の型だ。

　刹せつ那な。カミトはふっと身体を沈み込ませると、軽く足払いをかけた。

「きゃっ！」

　驚きに目を見開くエリス。転倒こそしなかったものの、バランスを崩した彼女の腕をカミトはつかみ、地面に仰あお向むけに押し倒した。

　そのまま素早く足を絡めて動きを封じる。エリスは懸命に抵抗しようとするが、関節をきめられているので脱出は不可能だ。

「くっ……ず、ずるいぞ、カミト！」

「相手が剣を持っているからといって、剣だけで戦うとは限らない。誇り高い騎士が相手ならともかく、こういう戦い方をしてくる精霊使いもいるってことだ」

「そ、それはそうだが……」

　エリスは納得のいかない顔でつぶやき──

　ハッと頬ほおを赤らめた。

「ん？」

「カ、カミト、この体勢は……」

「……っ!?」

　指摘されて初めて気付く。

　年とし頃ごろの女の子を押し倒し、足を絡めて密着しているという事実に。

　おまけにエリスのスカートがまくれ、黒い下着がチラッと覗のぞいていた。

「わ、悪い……！」

　カミトはあわてて立ち上がろうとするが──

「ま、待て！」

　その腕をエリスはぐっとつかんだ。

「も、もう少し、このままでもかまわないぞ……」

「……え？」

　エリスを押し倒した姿勢のまま、カミトは目を見開く。

　汗に濡ぬれた制服。呼吸にあわせて揺れる大きな胸。

　濡れた鳶とび色いろの瞳ひとみをわずかに逸そらし、エリスはかすかな吐息を洩もらした。

「せ、責任をとれといっているのだ……」

　エリスは拗ねるように唇をとがらせた。

「責任？」

「騎士だった私を、お、女にしたのは、君なのだからな……」

「なっ、ど、どういう意味だよ!?」

　カミトがドキッとした、そのとき──

「焼き尽くせ、灼しやく熱ねつの劫ごう火かよ──火炎球フアイアーボール！」

　精霊魔術の詠えい唱しようが聞こえ──直後、近くの地面が爆発した。

　爆風に吹っ飛ばされ、川に叩たたきこまれるカミト。

「な、なんだ!?　……って、熱っ！」

　川の水がぐつぐつと沸ふつ騰とうしていた。

「……ねえ、カミト？　いま、なにをしていたの？」

　振り向くと、炎の鞭フレイムタンを手にしたクレアが浅瀬を歩いてくるところだ。

「エリスを、押し倒していたように見えたんだけど？」

　……にっこり笑っている。とても恐こわい。

　命の危険を感じたカミトは、あわてて逃げだそうとするが──

　カキィィィィィン！

「なっ!?」

　突然、目の前に巨大な氷の壁が立ちはだかった。

　これは、リンスレットの得意とする〈絶対氷壁アイスウオール〉の精霊魔術──

「あら、カミトさん、どちらへ行くんですの？」

　クレアの反対側からあらわれたのは、リンスレットだ。

　穏やかな微笑を浮かべたまま、手には精霊魔装エレメンタルヴアツフエの魔弓を構えている。

「リ、リンスレット……！」

「乙女の敵には冷たき眠りを──ローレンフロスト家の家訓ですわ」

「……っ!?」

　逃げ場を失ったカミトは素早く向きを変え、対岸の森の中を目指して走った。

「あっ、おまちなさい！」

　ヒュンヒュンと背後から放たれた氷の矢弾が、背中をかすめていく。

　間一髪、カミトは森の茂みに飛びこむが──

　その瞬間、無数の植物の蔦つたに足を絡められて転倒してしまう。

「……これは、樹木の精霊ドリアード!?」

「ふふっ、カミト君、さっきの精霊をようやく躾しつけたのよ♪」

　茂みの奥からあらわれたのは、小悪魔っぽい微笑を浮かべるお姫様。

「フィアナ……！」

「カミト君も、ほかの女の子に悪さをしないように躾けておかないと、ね」

　身動きのとれないカミトのもとに、クレアとリンスレットもやってくる。

「は、はは……」

　カミトはひきつった笑いを浮かべた。
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　深い森の中、無数の足音と激しい剣けん戟げきの音が鳴り響く。

　木々の間を縫って走るのは、それぞれ精霊魔装を手にした少女たち──白地に赤で統一された騎士装束は、ロッソベル公国代表〈破烈の師団〉の制服だ。

　五人の少女は訓練された動きで獲物を追いたてる。

「──エシルとユステラは右に回って。目標をすみやかに包囲殲せん滅めつ」

　先頭を走るのは、ダークブラウンの髪をした幼い顔立ちの少女だ。

　ミラ・バセット──〈破烈の師団〉の師団長にして、今大会最年少の精霊使い。

　紺こん碧ぺきの右みぎ眼めと琥こ珀はく色いろの左ひだり眼め。

　少女の異なる色の瞳オツド・アイが獲物を冷れい徹てつに睨にらみ据える。

　追っているのは、闇やみ色いろのドレスを纏まとった、美しい黒髪の少女。

〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の闇やみ精せい霊れいだ。

「影すらも焼き尽くせ──暗黒の炎よイビルフレイム！」

　少女は踊るようにドレスをひるがえし、闇属性の高位魔術を詠えい唱しようした。

　指先から放たれた黒い劫ごう火かが、追っ手の少女たちめがけて襲いかかる──

　魔術の炎に舐なめ尽くされ、一瞬で消滅する森の木々。

　だが、ミラ・バセットは精霊魔術の剣を振るい、黒い炎を打ち払った。

「愚か。私たちの精霊は闇属性に対する耐性レジストを備えている」

「そうね。聖属性の精霊を使役するあなたたちは、とても鬱うつ陶とうしいわ」

　闇精霊の少女が軽やかに地面に降り立つ。

「──だから、ここで潰つぶしておくことにしたの」

「……っ!?」

　刹せつ那な、追っ手の少女たちの足が止まった。

　足もとの地面に、輝く魔術方陣があらわれたのだ。

「──これは、〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉!?」

〈破烈の師団〉の少女たちは、糸が切れた人形のようにその場に膝ひざをついた。

　地脈を断ち、精霊使いの神威カムイを大幅に弱める結界だ。

　通常の防御結界ではない──最高位の姫ひめ巫み女こが構築した、精霊使い殺しの罠わなだった。

「まさか、最初からここに誘いこむために？」

　ミラ・バセットがハッと顔を上げる。

　闇精霊の少女はくすっと可か憐れんな微笑を浮かべて言った。

「喜びなさい──〈ネペンテス・ロア〉の贄にえとなることを」

　森の奥から不気味な咆ほう哮こうが轟とどろいた。

　獣の雄お叫たけびでも人間の叫び声でもない。

　聞いただけで背筋が凍るような──もっとおぞましい異い形ぎようの声。

　そして──

　突如、彼方かなたから無数の黒い鎖が放たれ、倒れ伏す少女たちの手足に絡みつく。

　少女たちは悲鳴を上げる間もなく、一瞬で意識を失った。

「……なにをしたの？」

　ミラ・バセットは闇精霊の少女を睨む。

　彼女だけは不気味な気配を察知して、咄とつ嗟さに鎖を回避していたのだ。

「あら、貴女あなた、面白い〈眼め〉を持っているのね」

「……っ!?」

　ミラは反射的に髪で左ひだり眼めを隠した。

　足もとには、意識を失って倒れたチームメイトの少女たち。

　絶望的な状況の中で、彼女は生き残るための思考をめぐらせる。

　高位の闇やみ精せい霊れい相手に、たった一人で勝てるとは思えない。〈眼〉の力を解放するか──いや、〈破烈の師団〉の壊滅したこの状況では、あれを解放することは不可能だ。

　……ズゥ……ン……！

　大地が震動する──森の奥から、あの不気味な気配が近付いてくる。

　闇精霊の少女の契約者マスター──ネペンテス・ロアが。

「私は──〈破烈の師団〉は、ここで負けるわけにはいかない」

　迷っている時間はない。ミラは撤退を決意した。

　その手に精霊魔術の剣を生み出すと、〈封ふう絶ぜつ結けつ界かい〉の魔術方陣を素早く斬きり裂く。

「──逃がさないわ」

　闇精霊の少女がくすっと微笑ほほえみ、黒い炎を放つ──

　だが、ミラは軽やかな動きで炎を躱かわし、そのまま森の奥へと姿を消した。





　　　　◇






「兎うさぎの一匹くらい、放ほうっておいてもいいのだけど──」

　闇精霊の少女──レスティアは、黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみをわずかにすがめてつぶやいた。

「──あの〈眼〉は、さすがに捨て置くわけにはいかないわね」

　レスティアにとって、〈破烈の師団〉の殲せん滅めつはあくまでついでにすぎない。

　彼女の本来の目的は、〈ネペンテス・ロア〉に精霊使いの神威カムイを供給し、その力を取り戻させることにある。

　しかし、あの師団長の少女が〈眼〉を持っているとなれば話は別だ。放置しておけば、いずれ障害になるかもしれない。

「計画のために、万難は排しておきたいところね。……もう食事はすんだかしら？」

　その言葉に応こたえるように──

　魔術で編あまれた黒い鎖が、少女たちの肢し体たいからするすると引き戻される。

　いつのまにか、レスティアの背後には、禍まが々まがしい甲かつ冑ちゆうを身に着けた黒騎士が立っていた。

　闇の甲冑がギシギシと軋きしみを上げ、内側から弾はじけそうなほどに膨れあがる──

　精霊使いの神威を吸収し、その力を自らに取り込んでいるのだ。

「──もうすぐよ、カミト」

〈破烈の師団〉の〈魔ま石せき〉をついでに回収しながら、レスティアはくすっと微笑ほほえんだ。

〈教きよう導どう院いんの刺客〉ジオ・インザーギ、〈学院最強の精霊使い〉ヴェルサリア・イーヴァ・ファーレンガルト、〈怪物〉ミュア・アレンスタール、そして〈竜騎士〉レオノーラ・ランカスター……わずか二ヶ月の間に、カミトは数々の強敵と戦ってきた。

　その戦闘の経験は、彼の中に眠るものを呼び覚ましているはずだ。

「カミト、これは私からのご褒美よ。私が、あなたに最後の敵を用意してあげる──」

　ネペンテス・ロア──魔王の意志の体現者。

　禁断の秘術によって蘇よみがえった、闇やみの怪物。




　──もう一人の魔王の落とし仔ごを。






第二章　ロッソベル公国の密使






〈浮遊島ラグナ・イース〉を照らす太陽も高く昇ってきた頃ころ──

　カミトたちは河原のそばで朝食をとっていた。

「もうっ、剣の稽けい古こならそう言えばいいじゃない」

「そ、そうですわ！　わたくし、てっきり……」

「カミト君が、エリスを手込めにしようとしているんだと思ったわ」

「するか！　俺おれをなんだと思ってるんだ……」

　顔を赤らめる三人のお嬢様を、カミトは半はん眼がんで睨にらむ。

「その、わ、私は、覚悟はできていたのだが……」

　もじもじと指を絡めながら、小声でつぶやくエリス。

「エリス？」

「な、なんでもないっ！」

　カミトが眉まゆをひそめると、エリスは顔をカアッと赤らめた。

「……まあいいか。とりあえず、冷める前に早く食べようぜ」

「賛成です、カミト」

　カミトの横に座るエストがこくこくとうなずく。

　切り株で作ったテーブルの上には、温かい朝食が並んでいた。

　ほどよく焦げ目のついた焼きたてのパン。塩を振って味付けした川魚の串くし焼やき。野草のサラダにバターとキノコの炒いため物。そして、生姜しようがと香辛料をたっぷり効かせたローレンフロスト家特製の鶏とり肉にくのスープ──どれも本当に美お味いしそうだ。

「さあ、召し上がれ。どれも自慢の一品ですのよ」

　リンスレットがふふんと胸を張った。

「……いや、本当に豪華だな。食材とかはどうしたんだ？」

　持ちこんだ缶詰だけでは、とてもこんな料理は作れまい。

「カミトが寝てるあいだに、あたしとスカーレットで採ってきたの」

「聖域の森は食材の宝庫なのですわ」

「学院の〈精霊の森〉と似たようなもんか。……っていうか、ここはなんだか異世界って感じがしないよな」

　精霊が多く棲すんでいる以外は、生態系なども、大陸とそう変わらない気がする。

「カミト君、それはこの〈浮遊島ラグナ・イース〉が精霊王直轄の聖域だからよ。ここには大勢の姫ひめ巫み女こが仕えているのだから、彼女たちが生活できなくては困るでしょ？」

　数年前は〈神しん儀ぎ院いん〉の姫巫女だったフィアナが言った。

　……なるほど。ここは〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の中でも特異な場所らしい。

「夕食には大きなイノシシを狩ってきますわ」

　リンスレットが弓を引く動作をしながら言う。

　本来、精霊王の領地である〈聖域〉での狩りは禁じられているのだが、精霊剣舞祭ブレイドダンスの間は狩猟が解禁されているのだ。

「あたしもつきあうわ。料理は苦手だけど、狩りは得意だもの」

「わ、私は狩りは苦手だな。可愛かわいくてモフモフした動物を射るなんて……」

　エリスが眉まゆをひそめ、魚を食べていたスカーレットをぎゅっと抱きしめた。

「ニャッ!?　ニャニャー！」

　ジタバタと迷惑そうに暴れるスカーレット。

「エリス、やめてあげなさいよ。嫌がってるわよ」

「む、そ、そんなことはないぞ！　ほら、私とスカーレットはこんなに仲よしだ！」

「ニャーニャー！」

　そんな二人に苦笑しながら、カミトは特製のスープを飲む。

　まるごとすった生姜が効いている。身体からだの芯しんから温まるようだ。

「リンスレットのご飯は大変美味です」

　かたわらのエストが無表情に賛辞を口にした。

「ふふっ、エストさん、たくさん食べて大きくおなりなさい」

「いや、エストは精霊だから大きくはならないだろ……」

　エストの頭を撫なでるリンスレットに、ツッコむカミト。

「ま、あたしも、あんたの料理の腕だけは認めてあげるわ。エルステイン家を再興したらメイドとして雇ってあげてもいいわよ」

「……え？　ほ、本当に？」

　リンスレットはちょっと嬉うれしそうな顔をして、

「……って、なんでわたくしが、あなたのメイドにならなきゃいけないんですのっ！」

「意外と似合うかもしれないわよ、メイド服」

「な、なにを言いますのっ！　あなたのほうがずっと似合いますわっ！」

　ぷんぷんと怒るリンスレット。

（……なんか怒るポイントが微妙にズレてないか？）

　言い争う幼おさな馴な染じみ二人のあいだで、カミトは首をひねった。





　　　　◇






　朝食のあとは、今後の方針を決める会議が始まった。

　リンスレットの淹いれてくれた紅茶を飲みながら、テーブルの上の地図を睨にらむ。

　土地の精霊に周辺を探索させ、その情報をもとに描いた地図だ。クレアにはちょっとした絵の才能があるらしく、地図はとても見み易やすく描かれていた。

　もっとも、結界で囲まれた〈拠点〉の周辺以外は、ほとんどが空白だ。

　フィールド全体がどの程度の広さなのかも、まだ把握できていない。

「さて、まずは手もとにある情報を整理するわよ」

　ティーカップを静かに置くと、クレアは現状の説明を始めた。

　精霊剣舞祭ブレイドダンス本戦──〈嵐の如き乱舞テンペスト〉に参戦しているチームは全部で二十四組。偵察に放った風の精霊の報告によると、初日で敗退の決まったチームもあるらしい。

　また、クイナ帝国の〈四神スーシン〉、神聖ルギア王国の〈聖霊騎士団〉など、強豪チームの多くは、すでに強固な〈拠点〉を構築しているようだ。

　優勝候補の一角、ドラクニア竜公国の〈竜皇騎士団〉は、初日の夜襲が失敗したため、一歩出遅れた形になっている。──もっとも、彼女たちの実力なら、それもたいしたハンデではないだろう。

「一番欲しいのは〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の情報だけど、〈拠点〉の場所はまだ掴つかめていないわ」

「どうやら諜ちよう報ほう術に優れた精霊使いがいるようだ。偵察用に放った風の精霊はすべて撃ち落とされてしまった」

　エリスが悔しそうにつぶやいた。

「諜ちよう報ほう術に優れた精霊使い、か……」

　ふとカミトの脳裏に思い浮かんだのは、開会の儀のときに見た、翡ひ翠すい色いろの髪の少女だ。

　顔は頭衣に隠れて見えなかったが、あの鋭く尖とがった耳は、間違いなくエルフィム種族のものだろう。エルフィム種族は生まれつき高い隠おん密みつのスキルを備えているため、精霊使いの中でも諜報活動に従事する者が多いのだ。

「だが、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉に関しては、ひとつ気になる情報を入手した」

「……？」

　エリスの言葉に全員が注目した。

「開会の儀のときに姿をあらわした、不気味な黒騎士のことを覚えているか？」

「忘れるわけがないわ……」

　クレアが神妙な表情でうなずいた。ほかの少女たちもこくこくとうなずく。

　あの黒騎士の不気味さを感じとったのは、カミトだけではないようだ。

「その黒騎士がどうしたんだ？」

「ああ。どうやらあの黒騎士は〈煉獄の使徒〉を離れて単独で行動しているらしいのだ。先ほど、初日で敗退の決まったチームがあると言ったが──」

「まさか……！」

「ああ。そのまさか、だ。敗退したのはウォルス王国代表チームだが──彼女たちは、たった一人の黒騎士に壊滅させられたらしい」

「たった一人で、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の代表チームを壊滅、か……」

　カミトは重々しくつぶやいた。……本当だとするなら、途と轍てつもない化け物だ。

「黒騎士の使役する契約精霊は？　属性がわかれば対抗策がとれるかもしれないわ」

「ああ、それが……」

　クレアの問いかけに、エリスは言葉を濁し──

「人間の少女の姿をした闇やみ精せい霊れい──らしい」

「……っ!?」

　全員が息を呑のみ、カミトは目を見開いた。

「……レスティア!?」

　思わず、彼女の名前を口にしてしまう。

「闇精霊の少女って、たしか──」

「カミト君の昔の契約精霊……よね？」

　クレアとフィアナが遠慮がちにつぶやいた。

　エリスとリンスレットも気まずそうに顔を見合わせる。二人はレスティアと直接会ったことはないのだが、あの鉱山都市での任務のあとで、ある程度事情を話していたので、彼女がカミトにとって大切な存在であることは知っていた。

　カミトは革手袋に覆われた左手に目を落とした。

（レスティア……いったい、何が目的なんだ？）

　この〈浮遊島ラグナ・イース〉に来てから、彼女は二度もカミトに接触してきた。

　一度目は城館の庭園で。二度目はつい昨晩、レオノーラが襲撃してくる直前だ。

　彼女はカミトに何かをさせたがっている──それは間違いない。

　しかし、いったい何をさせたがっているのだろうか……？

　カミトが沈んだ表情をしていると──

「えっと……と、とにかくっ！」

　おもむろにクレアが口を開いた。

「黒騎士と闇やみ精せい霊れいの動きは気になるけど、情報の少ない今の段階では、警戒していてもしかたないわ。ずっとこの〈拠点〉に篭こもってるわけにもいかないしね」

「そうだな。敵を警戒しすぎて身動きがとれないのでは、本ほん末まつ転てん倒とうだ」

　エリスがうなずく。

　そう、決勝に進むために必要な〈魔ま石せき〉の数は限られているのだ。こちらから打って出なくては、決して勝利を掴つかむことはできない。

　現在、チーム・スカーレットの獲得している〈魔石〉は、バルスタン王国代表から奪った二個しかない。たとえチームの全員が七日目の最終日まで生き残っていたとしても、〈魔石〉の数が少なければ決勝には進めないのだ。

　序盤である程度〈魔石〉を集めたチームは、〈拠点〉に篭もって防御を固めてしまうため、他ほかのチームがつぶし合うのを待ってから〈魔石〉を奪う──という戦術も机上の空論だろう。拠点に篭もった精霊使いを攻めるのは、寡兵で城攻めをするに等しい愚策だ。

「どのチームも、まだ〈拠点〉の構築が不完全なうちに仕掛けるべきね──」

　クレアがつぶやいた、そのとき──

「……っ!?　何かが結界にかかったわ！」

　フィアナが叫び、全員の顔に緊張が走った。

「あれを見て──！」

　クレアが上空を指差した。

　見ると、木々の上を羽の生えた兎うさぎが飛んでいた。

　普通の生き物ではない。明らかに精霊だ。

「敵チームの放った偵察用の精霊か？」

「ふっ、わたくしが撃ち落としてみせますわ！」

　リンスレットが精霊語の展開式レリーズを唱え、精霊魔装エレメンタルヴアツフエの魔弓を展開──

「ちょっと、やめなさい！」

　スコーン！

　クレアがスープのおたまでリンスレットの頭をはたいた。

「きゃんっ、い、痛いですわっ……なにをしますのっ！」

　頭のてっぺんを押さえながら、涙目で叫ぶリンスレット。

「あんたが考えなしに撃ち落とそうとするからよ」

　クレアは呆あきれたように肩をすくめ──

「……よく見なさい。あれは使者よ」

「使者？」

　リンスレットが眉まゆをひそめ、カミトたちも目をこらす。

　精霊はカミトたちの上空を大きく旋回すると、口にくわえていた何かを落としてきた。

　ひらひらと舞いながら、テーブルの上に落ちてきたのは、一通の便びん箋せんだった。

　クレアは便箋が罠わなでないことを注意深くたしかめると、封を解いて中身を読む。

「いったい、なんですの？」

「同盟の提案よ」

「同盟？」

　全員が顔を見合わせた。





　　　　◇






　手紙は、ロッソベル公国代表〈破烈の師団〉からのものだった。

　文末には師団長の署名とロッソベル公国の紋章印が捺なつ印いんされている。

「どうやら、紋章印は本物のようね。偽造ではないと思うわ」

　公文書にくわしいフィアナが手紙をそっとテーブルに置いた。

「ロッソベル公国か……」

　カミトは神妙な顔でつぶやいた。

　ロッソベル公国は、神聖ルギア王国内の急進派が独立して興おこした新しん興こうの小国だ。

　国家としての歴史はまだ浅く、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に出場するのはまだ二度目だが、高位の聖精霊を使役する彼女たちは、今大会のダークホースと目されている。

「中でも注目されているのが、エースのミラ・バセットよ」

「……たしか、十三歳で出場した、今大会最年少の精霊使いだよな？」

　カミトが訊きくと、クレアはむっと頬ほおを膨らませた。

「なんでそんなことは覚えてるのよ、この変態」

「人聞きの悪いことを言うな。おまえが覚えとけって言ったんだぞ」

「カミトさん、言い訳がましいですわよ」

「……まったく、君は油断も隙すきもないな！」

「さすが、夜の魔王はターゲットの年齢層が広いわね」

「お、おまえらな……」

「カミトは小さい女の子が好きなのですか？」

「エ、エスト、おまえまでなに言ってるんだ!?」

　お嬢様たちにじーっと睨にらまれ、カミトの顔がひきつった。

「そ、それにしても、こんな初しよっ端ぱなから同盟を申し出てくるチームがいるとはな」

　カミトはこほんと咳せき払ばらいして話題を変えた。

「そうね。……たしかにおかしいわ」

　クレアがこくっとうなずく。

〈嵐の如き乱舞テンペスト〉のルールにおいて、チーム同士が同盟を組むことは禁じられていない。

　しかし、それは普通、壊滅しかけたチーム同士が生き残るための最後の選択肢だ。そう簡単に成立するものではない。いくら共闘といったところで、最終的に残るのが上位四チームしかないことを考えれば当然のことだ。

　実際、過去の精霊剣舞祭ブレイドダンスにおける〈嵐の如き乱舞〉の演目では、序盤にチーム同士の同盟が成立した例はほぼ皆無といっていい。

「罠わなの可能性が高いわね……」

「ええ。交渉の場にきたところを、待ち伏せしているに決まっていますわ」

　フィアナの意見にリンスレットが同意する。

「でも、ちょっと引っかかるわね。罠にしては露骨すぎるもの。なにか、あたしたちの知らない事情があるのかもしれないわ」

　こういうとき、クレアの勘がよくあたるのをカミトは知っている。

　代々多くの〈精霊姫〉を輩出してきたエルステイン家の血筋だけあって、彼女もまた、生まれつきの直観力に優れているのかもしれない。

「これが罠でないとすれば、乗ってみるのも手かもしれないな。共闘するかどうかはともかく、情報の共有というだけでも価値はある」

　エリスはさすが武門の家柄の騎士というべきか、考え方が現実的だ。

「それに、〈破烈の師団〉の精霊使いは、全員が強力な聖精霊の使い手だと聞く。もし同盟が成立すれば、例の闇やみ精せい霊れいと対抗する上で頼もしい援軍になるだろうな」

　カミトは思わず左手に目を落とした。

　三年前のカミトも聖属性の精霊には苦戦を強しいられた。聖精霊の使い手のみで構成されたチームと共闘することができれば、それはたしかに、暗躍するレスティアに対して最も有効な対抗策になるに違いない。

「カミトはどう思う？」

　クレアが訊きくと、全員の視線がカミトに集中した。

「たしかに、罠わなの可能性は高い。けど、交渉に応じてみる価値はあるんじゃないか。どのみち俺おれたちの方針も決まってないし──罠なら罠で、また動きようも出てくるだろ」

「カミトさんがそう仰おつしやるのでしたら、わたくしも反対しませんわ」

　リンスレットが言う。エリスとフィアナもこくっとうなずいた。

「それじゃ、〈破烈の師団〉と同盟の交渉をすることは決定ね」

　クレアはうなずき、手紙の末尾に捺なつ印いんされた公国の紋章印に手をかざした。

　精霊語の呪じゆ文もんを口ずさむと──紋章印が燃え、小さな炎の精に姿を変える。

　紋章印に封じられていた導きの精霊ガイドスピリツトを解き放ったのだ。

　精霊の中では最下級のため、道案内などの簡単なことしかできないが、便利なので精霊使い同士の連絡ではよく使われている。

「交渉の場所は、ここから歩いて二時間くらいだそうよ」

「人数の指定は？」

「……特にないわ。でも、五人全員で向かうわけにはいかないわね」

「そりゃそうだな……」

〈拠点〉を手薄にしているあいだにほかのチームに攻め込まれたら、目もあてられない。

　森の中を隊列を組んで歩けば目立つし、交渉相手の警戒心を煽あおるだけだろう。

「普通に考えて、二人が妥当でしょうね」

「なら、俺おれとエストで十分だな──」

　カミトはエストの頭にぽんと手をのせた。

「はい、カミト。私がカミトを守ります」

「ちょっと、なんであんたが行くのが当然みたいになってるのよ！」

「そうよ、カミト君の怪け我が、まだ完全に治ってはいないのよ！」

　クレアとフィアナが怒鳴ってくる。

「女の子を危険なところに行かせて、俺だけ安全な場所にってわけにはいかないだろ」

「お、女の子って……」

　クレアはわずかに顔を赤らめ──

「だ、だめよ！　あんた一人だけ行かせるなんて、絶対だめ！」

　すぐに首をぶんぶん横に振る。

「カミトが強いのは知っているが、もう少し私たちのことを信頼して欲しいな」

「反省するべきですわ！」

　お嬢様たち全員に叱しかられ、カミトはたじたじとなった。

「……わ、わかった。すまん」

　……たしかに、反省すべきかもしれない。

（俺おれは、つい一人で戦ってた頃ころの感覚で動いちまうからな……）

　三年前とは違う。いまのカミトには、一緒に戦う仲間がいるのだ。

「だいたい、男のあんたが一人で行っても警戒されるだけよ。あんたの悪名は諸外国にまで広く知れわたっているんだから」

「まあ、それもそうだな……って、なんだその悪名って！」

「聞きたいの？」

「……いや、なんとなくわかった」

　カミトは喉のどの奥でうめいた。

「そ、それにあんたのことだから、い、いつのまにか〈破烈の師団〉の女の子を籠ろう絡らくしてるかもしれないし……さすがに、十三歳に手を出すのは犯罪よ？」

「……なんでそうなるんだよ」

　カミトは半はん眼がんで文句を言うが──

「あるわね」「……ですわね」「目に浮かぶようだ」

　ほかの三人もこくこくとクレアに同意した。

「……なあ、おまえらの中で俺はいったいどんな風ふうに思われてるんだ？」

「本当に聞きたいの？」

「ぐっ……」

「カミトは夜の魔王です」

「エ、エストまで……」

　カミトの顔がひきつった。

　……誤解を解くには、地道な信頼回復が必要なようだ。

「──とはいえ、カミトが強いのは確かだし、罠わなだったときのことを考えると、一緒に来てくれたほうが、その、用心棒として心強いわね」

　クレアがこほんと咳せき払ばらいした。

「……だ、だから、カミトは交渉役のあたしについてきなさい！」

「まて、なぜそうなるのだ」

　エリスが鋭く文句を挟んだ。

「抜け駆けはずるいですわよ！」

「抜け駆けってなによ！」

　クレアは真まっ赤かになって言い返す。

「私は、ここに残らなきゃだめなのよね……」

　フィアナがむーっとひとさし指をくわえて、残念そうに言った。

「……〈拠点〉の構築はフィアナにしかできないからな」

　頭をかきながら、うなずくカミト。

　元王女だけに、交渉役としては最も適任なのだろうが──たとえ〈拠点〉のことがなかったとしても、さすがに、学院での野外訓練を受けていない彼女を連れていくには不安があった。この交渉が罠わなだった場合、あるいは道中で襲撃されたとき、彼女を護衛しながら戦うのは難しい。

「で、では、私が付き添おう。カミトとは騎士団でパートナーを組んでいるからな」

　エリスがこほんと咳払いして、カミトの腕をぐいっと引っぱった。

　ふよんっ。エリスの大きな胸が大胆に押しつけられ、カミトは顔を赤くした。

「ちょっと、カミトはあたしの奴隷精霊よ！　あたしに所有権があるわ！」

　こんどはクレアが反対側の腕を引っぱった。こちらはずいぶん小さいものの、わずかながら感じられる、ほどよくやわらかな感触に妙にドキドキしてしまう。

「クレアのものは、すなわち、わたくしのものですわね！」

「どういう理屈よ！」

　三人のお嬢様のあいだにバチバチと火花が散る。

「いや、俺おれはだれのものでもないからな？」

　抗議の声を上げるカミトを無視して──

「ならば誰だれがカミトと一緒に行くか、剣けん舞ぶで決着をつけるか──」

　エリスがカミトの腕を離し、精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈風翼の槍レイ・ホーク〉をその手に展開した。

「ふっ、わたくしは構いませんわよ！」

「望むところよ、──来たれ、燃え盛る炉ろの番人よ！」

　リンスレットは〈氷の魔弓〉を、クレアは炎を纏まとった火猫ヘルキヤツトをそれぞれ召喚する。

「ま、まて、せっかく作った〈拠点〉を壊す気か!?」

　カミトがあわてて叫んだ。

（……やれやれ、このお嬢様たちは、どうしてこうも好戦的なんだ？）

　胸中でため息をつきながら──

「……あー、ちょっと俺の意見も聞いてくれるか？」

　手を挙げて発言する。

「なによ？」

「……俺は、一緒に行くのはクレアがいいと思うんだが」

「そうよ。一緒に行くのはあたしに決まって……え？」

　クレアはぽかんと口をあけた。

「……な、なんだと!?」

「どうしてですのっ！」

「いや、それはだな……」

　詰め寄るエリスとリンスレット。

　カミトが困ったようにあとずさると──

「ちょっと、二人ともやめなさいよ。カミトが困ってるじゃない」

　クレアはカミトをかばうように立ちふさがった。

「聞いたでしょ？　カミトはあたしと一緒がいいのよ。ま、まあ、カミト一人じゃ不安だし、どうしてもっていうなら、つ、つきあってあげてもいいわ」

　ふふん、と余裕の表情でツーテールの髪をかきあげる。

「……～っ、カ、カミト、どういうことだ！」

「ずるいですわっ、わたくしたちではだめですの？」

　むーっと唇くちびるをとがらせ、涙目で抗議する二人。

「いや、その、総合的に考えて、クレアが一番適任だと思ったんだが──」

　カミトは頭をかきながら理由を説明した。

　総合的に成績優秀なクレアだが、その最も優れたスキルは隠おん密みつのスキルだ。こういった任務には最も向いている。

　一方、騎士道精神の塊かたまりであるエリスはこそこそした隠密行動が苦手だ。事実、実技では成績優秀な彼女も隠密の成績だけはＣランクだった。

　遠方からの射撃を得意とするリンスレットも、この任務には向いていない。むしろ〈拠点〉にいて防衛を担当してもらうほうが、その真価を発揮できるはずだ。

　そんなカミトの説明に──

「むっ、そう言われると……」

「理にはかなっていますわね……」

　まだ不満そうながら、二人は一応、納得してくれたようだ。

「な、なんだ……そういう理由なのね……」

　クレアは、なぜか拗すねたように唇をとがらせた。

（まあ、理由はもうひとつあるんだけどな……）

　それは最も重要な──交渉役としての向き不向きだ。

　リンスレットは根は素直ないい娘こなのだが、相手かまわず傲ごう岸がん不ふ遜そんな態度をとってしまう癖があるため、交渉そのものを破談にしかねない。

　普段から正々堂々を信条とするエリスも、交渉には向いていない。それは彼女の美徳でもあるのだが──相手しだいでは、その素直さにつけこまれ、こちらに不利な結果を招きかねない危うさがある。

　そんな二人に比べると、クレアはそつなくこなしてくれそうだ。

　カミトにはツンツンした態度をとっている彼女だが、その気になれば、名門貴族の令嬢らしい振る舞いをすることもできる。頭の回転も速く、〈災禍の精霊姫カラミテイ・クイーン〉の妹として迫害されてきたせいか、したたかさもそなえているため、交渉には適任というわけだ。

「そんなわけで──よろしく頼むな、クレア」

「……ま、まあいいわ。あたしを選んだことは褒めてあげる」

　クレアは顔を赤らめ、照れたように目を逸そらした。

　紅あかいツーテールの髪がピョンと跳ねている。……ものすごく上機嫌のときの反応だ。

「カ、カミトと二人だけで組むのって、すごいひさしぶりよねっ！」

「……ん？　ああ、そういえばそうだな」

　思えば、最初は〈チーム・スカーレット〉のメンバーも二人だった。

　学院に来た最初の頃ころは、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のエントリーに必要な五人が集まるかどうかさえ危うかったのだ。

　……ほんの二ヶ月前のことだが、なんだか感慨深い。

「──一応、私もいるのですが」

　テーブルの隅すみっこで、エストが無表情につぶやいた。






第三章　ネペンテス・ロア






　カミトたちは簡単な準備をすませると、すぐに出発した。

　持っていく荷物は最小限に抑え、エストも剣の姿で腰に差している。意識を完全に遮断した休眠モード。カミトが神威カムイを込めなければ、自発的に目覚めることはない。

　二人の行く先には、浮遊する小さな炎──導きの精霊ガイドスピリツトがふわふわと漂っている。

　これについていけば、森の中でも道に迷うことはないはずだ。

「ね、ねえ、カミト……」

「うん？」

　前を歩くカミトに、クレアは声をかけた。

「えっと……な、なんでもないわ……」

「ん、そうか……」

　そこで会話が途切れる。

　……これで何度目だろう。さっきから、ずっとこんな調子だ。

（……～っ、もうっ、なんなのよ！）

　その原因がクレア自身にあることはわかっていた。カミトと二人きりであることを妙に意識してしまい、いつものように気軽に喋しやべれなくなってしまったのだ。

（……カミト、変に思ってないかしら？）

　チラッと前を歩く背中に目を向けるが──

　カミトは平然としている。……それはそれでなんだか腹立たしい。

（でも、カミトと二人だけで組むのって、本当に久しぶり……）

　じつはカミトがクレアだけのものであったのは、出会ってから最初の数日間だけだ。

　契約精霊のエストはともかくとして、女子寮の同じ部屋にはすぐにフィアナが転がりこんできたし、カミトが〈風王騎士団シルフイード〉にスカウトされてからは、早朝のミーティングだの、騎士団の仕事だので、一緒にいる時間が少なくなった。

　また、夕食時になると、リンスレットが毎日のように、間違って余分に作ってしまったご飯を持って部屋にやってくるのだ。

　──〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉が始まってからは、ますます二人になる時間は減ってしまった。

（け、けど、いまだけは違うわ……）

　それに、合理的な理由とはいえ、カミトは一緒に連れて行くメンバーにクレアを選んでくれたのだ。……そのことが、とても嬉うれしかった。

（あたし、も、もう少し、素直になったほうがいいのかしら……）

　歩きながら、カミトの背中をぽーっと見つめていると──

「──きゃっ！」

　足に何かぬめっとしたものが絡みついた。

「……クレア!?」

　カミトがハッと振り向く。

　足もとにいたのは、一匹の小さな蛇へびだった。

　カミトは素早く屈かがむと、蛇の頭をつかんで茂みの向こうに投げ捨てた。

「大丈夫か？　噛かまれなかったか？」

「う、うん……ちょっと驚いただけよ」

　安あん堵どしたクレアは脱力してその場に座りこむ。

「……蛇、苦手なのか？」

「に、苦手じゃないわ。……嫌いなだけよ」

　クレアは頬ほおを赤くして目を逸そらした。

「……ほとんど同じことだろ。ほら、立てるか？」

　カミトは倒れたクレアの手をつかみ、立ち上がらせた。

「あ、う、うん……ありがと」

　心臓がドキドキした。顔が熱く火ほ照てっているのがわかる。

　……なんだか恥ずかしくて、まともにカミトの顔を見られない。

「じゃ、行くか──」

　カミトが手を離して、歩きだそうとすると──

「あ、ま、待ちなさいっ！」

　クレアは追いかけるように腕をつかみ、ぎゅっと握った。

「……クレア？」

「……こ、このままでいいわ」

「え？」

「……このままでいいって言ったの。ご主人様をエスコートするのが奴隷の義務よ」

「お、おい……！」

　クレアはカミトの手を引いてずんずん歩きだした。

　カミトはあわててついてくる。

（ふああっ、あたしってば、なにしてるのかしら！）

　思わず大胆な行動をとってしまったクレアの顔は、真まっ赤かになっていた。





　　　　◇






　短い休憩をはさみながら森の中を歩き続け、カミトたちは目的地に到達した。

　先導していた火の精が、朽ちはてた遺跡の前で旋回しだしたのだ。

　かつて、大陸と〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉がひとつだった伝説の時代──神話時代に造られたと思われる祭殿の遺跡だ。壁のほとんどは崩れ落ち、かろうじて原形をとどめているのは、なかば地中に埋もれた数本の石柱くらいのものだった。

　遺跡の向こうは崖がけになっていて、轟ごう々ごうと川の流れる音が響いている。

「ここが交渉の場所みたいね──」

「古代の祭殿の遺跡か。近くに川もあるし、〈拠点〉にするには最適の場所だな」

「見て、こっちに結界を構築したあとがあるわ」

　クレアの指差すほうに目を向けると、石柱に紋章のようなものが刻まれていた。

「……ロッソベル公国の聖印。まだ新しいわね」

　クレアが神妙な顔でつぶやいた。

「でも、俺おれたちが入って来たとき、結界が発動した様子はなかったよな？」

「……ええ。結界は破壊されているわ。ここは〈拠点〉としての機能を失っている」

「どういうことだ？」

　──〈破烈の師団〉はこの〈拠点〉を捨てたのか？

　それとも──

「ん？」

　カミトの額ひたいに冷たい水滴が落ちてきた。

「雨だ……」

　手をかざして見上げると、空がいつのまにか曇っていた。

　パラパラと降りはじめた雨は、たちまち激しい豪雨になる。

「きゃあっ！」

「どこか雨宿りできる場所はないか？」

　クレアの頭に制服の上着をかけ、キョロキョロと周囲を見回すと、遺跡から少し離れた崖に洞どう窟くつがあった。天然の洞窟ではなく、誰だれかが精霊の力で掘ったもののようだ。

「あそこだ、走るぞ！」

「う、うん……」

　二人は洞窟めがけてパタパタと駆け込んだ。

　洞窟の中は思っていたよりも深く、真っ暗だった。クレアが精霊語の呪じゆ文もんを唱え、指先に小さな火を灯ともすと、ごつごつした岩壁が照らしだされる。

　洞窟の中には薪たきぎのあとが残っていた。

「〈破烈の師団〉はここで焚たき火びをしていたみたいね」

「……せっかくだし、使わせてもらうか」

　二人は薪のそばに腰をおろした。

　クレアが指先の火を近付けると、薪たきぎは勢いよく燃えあがる。

「ここにも雨が降るんだな」

〈浮遊島ラグナ・イース〉は雲の上にあるので、雨は降らないと思っていたのだが──

　考えてみれば、雨が降らないのに植物が生い茂っているのはおかしい。それに、ここには湖や川もあるのだ。

「〈浮遊島〉はずっと雲の上にあるわけじゃないわ。上にいるあたしたちは気付かないけど、一定の周期で移動してるのよ。いまは雲の下にいるんだと思う」

「……なるほどな」

　降りはじめた雨はいっこうに止やむ気配がない。

　カミトもクレアも全身ずぶ濡ぬれだった。

「……はあ。交渉相手がいないんじゃ、どうしようもないわね」

　ツーテールをくくるリボンをほどきながら、クレアがため息をつく。

「いっそ罠わなだったほうがましだったかもな」

「……それにしても、〈拠点〉を捨ててどこへ行ったのかしら？」

　リボンをほどいて髪をおろしたクレアに──

「……っ!?」

　カミトは不覚にもドキッとした。

（……こ、こいつ、無防備すぎだろ!?）

　色っぽく濡れそぼった紅あかい髪。

　焚たき火びの炎に照らされた、しなやかな肢し体たい。

　濡れた制服がぺたっと肌にはりついて、下着のレース模様が薄く透けている。

「……カミト、どうしたの？」

　きょとん、と小首をかしげるクレア。

　自分が蠱こ惑わく的てきな格好をしていることに気付いていないようだ。

「あー……その、なんつーか……」

　どうやって指摘するべきか、カミトが困っていると──

「……ふぁっ!?」

　ようやく気付いたクレアは、あわてて濡れた身体からだをぎゅっと抱きしめた。

「あ、う、あ……」

　いつもなら炎の鞭が飛んでくる場面だが、これはべつにカミトが悪いわけではないので、顔を真まっ赤かにしてあたふたするしかない。

「──っしゅん」

　クレアは可愛かわいらしいくしゃみをした。

「濡れたままだと風邪ひくぞ」

「わ、わかってるわよ！　カミト、あっち向いてなさい！」

「あ、ああ……」

　カミトはくるっと壁のほうを向き、目を閉じた。

　するするする……ぱさっ。

　激しい雨音にまじって、艶なまめかしい衣きぬ擦ずれの音が妙に響く。

　……いまのは何を脱いだ音だろう。

　目を閉じているせいで、よけいに想像がかきたてられる。

「も、もういいわよ……」

　許しが出たので、カミトはクレアのほうに向きなおった。

「目も開けていいか？」

「……」

「クレア？」

「い、いいわ……」

　ちょっと躊躇ためらうような返事。

　カミトが目を開くと──

「……なっ!?」

　目の前にあったのは、年とし頃ごろの男子には刺激的すぎる光景だった。

　制服を脱いだクレアは下着姿になっていた。

　穿はいているのは薄いレースのパンティーだけ。ほとんど素すっ裸ぱだかに近い格好だ。

　白くなめらかな肌に濡ぬれた赤い髪が絡みつき、扇情的な姿を晒さらしている。

　唯一の救いは、燃える火猫を抱いて胸もとを隠していることだった。

「おまえ、その格好……」

「ス、スカーレットガードよ！」

　クレアはう～っと恥ずかしそうに目を逸そらした。

「あたしはいいから、あんたも脱ぎなさいよねっ！」

「……俺おれ？」

「あたしだけに恥ずかしい格好をさせるの？」

「あ、ああ、わかった……！」

　キッと睨にらまれたカミトは、こくこくとうなずいた。

　魅惑的なクレアの姿に、頭がぽーっとしていたのかもしれない。

　カミトが濡れたシャツを脱ぐと、クレアの頬ほおがカアッと赤く染まった。

　そのまま、ズボンを脱ごうとして──

「きゃっ──」

　……小さく悲鳴をあげられる。

「お、おまえが脱げって言ったんだぞ！」

「う、うん……ごめん」

　ズボンの下は水着にもなるハーフパンツだ。湖で禊みそぎをしたときもこれだったから、いまさら驚くことはない……はずなのだが。

「……」

「……」

　しばらく、お互い無言になった。

　パチパチと焚たき火びのはぜる音だけが響く。

（な、なんだ、この気まずい雰囲気は……！）

　ゴクリと息を呑のみ、カミトは視線をチラッとクレアに向けた。

　リボンをほどき、髪をおろしたクレアは、いつもよりちょっと大人びた魅力がある。

　細く色っぽいうなじ。処女雪のようにやわらかく、指先で触れた瞬間に溶けてしまいそうなほど華きや奢しやな肢し体たい。ニーソックスを脱いだふとももが目にまぶしい。

　パンティーは生地が薄いらしく、濡ぬれて肌の色がわずかに透けていた。

「……っ!?」

　ドキッとして目を逸そらすと──

「ねえ……」

「ん？」

「……なんか、面白い話しなさいよ」

「無む茶ちや言うなよ……面白い話って、漠然としすぎてるだろ」

　カミトは呆あきれて言った。

　幼い頃ころから徹底して戦闘の技術だけを教えこまれてきたカミトだ。女の子を喜ばせられるような話など、できるわけがない。

「なんでもいいわよ。面白いかどうかはあたしが決めるから」

「……そう言われてもな。あ、このあいだエリスと学院を警備してたら──」

「ほかの女の子の話はだめよ。ぜんぜん面白くないわ」

　……なにが気に入らなかったのか、途中でさえぎられてしまった。

「……わがままなお嬢様だな」

　カミトは腕を組んで頭をめぐらせる。

（面白い話、ね……）

　そして──ふと、思い出した。

　昔、カミトがまだ少年だった頃──

　彼女が寝物語に聞かせてくれたおとぎ話を。

　それは、遠い砂漠の国に伝わる、千せん夜や一いち夜やの物語。

　彼女が毎晩聞かせてくれるその物語は、少年時代のカミトにとって、唯一の楽しみだったと言っていい。カミトがお気に入りの話をせがむと、彼女は何度でも聞かせてくれたので、いくつかの話はいまでもそらで暗あん誦しようできるほどだ。

（俺おれにできる話なんて、これくらいしかないからな……）

　カミトは咳せき払ばらいすると、おもむろに話しはじめた。

「昔々、あるところにランプに封印された精霊が──」

「ねえ、カミト……」

「……なんだ？」

「悪いけど、その話は知ってるわ。大陸中で有名な物語よ」

「そうか……」

　そういえば、クレアは読書好きなのだ。……知っていて当然だった。

　とっておきの話を封じられたカミトは、いよいよ話すことがなくなってしまった。

〈教きよう導どう院いん〉を出て、彼女と旅をしていた頃ころの話をすれば興味を引くだろうが、それを話せば必然、三年前のことに触れなければならなくなる。

「……すまん。ネタ切れだ」

　カミトは素直に謝った。

　だが、クレアはとくに機嫌を悪くした様子もなく、くすっと微笑ほほえむ。

「話の退屈な男はだめよ。つぎのデートまでにがんばってきなさい」

「デート？」

「……っ、ち、違うわっ！　い、いい間違えただけよっ！」

　むぎゅーっと抱きしめられたスカーレットが悲鳴をあげた。

「……雨、止やまないな」

「そうね……」

　クレアは小さくため息をつく。

「ロッソベル公国のチームは、ここを放棄してどこに行ったんだろうな？」

「すでにどこかの勢力に壊滅させられた──とか？」

「実力者揃ぞろいの〈破烈の師団〉が、こんな早くに全滅したっていうのか？」

「でも、そう考えるとしたら、この同盟の話も辻つじ褄つまが合うわ。全滅とはいかないまでも、チームが半壊して、同盟を要請せざるを得ないような状況だとしたら──」

「まさか、な……」

　ふと、カミトが脳裏に思い浮かべたのは──

　今朝の会議で話題にされた、〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の黒騎士の姿だった。

　そして、黒騎士と行動を共にしているという、闇やみ精せい霊れいの少女。

（レスティア……）

　左手に目を落とすカミトを、クレアは鋭く見み咎とがめた。

「ねえ、カミト──」

「なんだ？」

「あの娘このこと、聞いてもいい？」

「あの娘？」

「あんたの昔の契約精霊──あの闇やみ精せい霊れいの娘」

「ほかの女の子の話はだめなんじゃなかったか？」

「いまだけ許してあげるわ」

　カミトは短いため息をついた。

　焚たき火びの炎に照らされるクレアの裸身から、わずかに目を逸そらし──

「彼女──レスティアは、〈教きよう導どう院いん〉時代、俺おれの教育係だったんだ」

「教育……戦闘技術の？」

「いや、彼女は俺にすべてを教えてくれた。──なにもかも、な」

　そう、彼女が教えてくれたのは戦闘の技能だけではない。

　彼女は、あの頃ころのカミトが失っていた大切なものを、ふたたび与えてくれたのだ。

「本当に、それだけ？」

　クレアは上目遣いに訊きいてくる。

「どういう意味だ？」

「えっと、その……」

　カミトが訊き返すと、クレアは言いにくそうに口ごもり──

　意を決したように、口を開いた。

「あ、あんた……キ、キスしてたわよね、あの闇精霊の娘と」

「……は？」

　カミトの顔がひきつった。

「おまえ、まさか……み、見てたのか!?」

　あれはたしか、〈浮遊島ラグナ・イース〉の城館で舞踏会が催された日の夕方のこと。

　喧けん嘩か別れしたクレアを探していたとき、庭園にレスティアが姿をあらわしたのだ。

「あたしだって、べつに覗のぞくつもりはなかったのよ！　ぐ、偶然、中庭で見ちゃっただけなんだから……」

「変な誤解するなよ？　あれは不意打ちだからな？」

　カミトは念押しするように言った。……言い訳がましく聞こえるのはなぜだろう。

「……でも、あんた、ずいぶんあの娘にこだわってるじゃない」

「それは、当然だろ。あいつは俺の大切な契約精霊だからな」

「……」

　──違う。それはカミト自身がよくわかっている。

　精霊使いならば、契約精霊を大切に想おもうのは当然だが──

　カミトにとって、レスティアが特別な存在なのは、彼女が契約精霊だからではない。

（彼女は俺おれに光をくれた──いや、あの頃ころの俺にとって、光そのものだったんだ）

　クレアはカミトの返答に満足しなかったようだ。

　可か憐れんな唇くちびるをむっととがらせて、

「その、何回くらいしたの？」

「え？」

「……キ、キスに決まってるじゃない。何回したのよ？」

「な、なんでそんなこと訊きくんだよ！」

「ご主人様として、奴隷のことは知っておく必要があるわ」

　クレアは顔を真まっ赤かにして言った。

「……正直に答えなさい。あれは何度目のキス？」

「……さあな」

　カミトはぶっきらぼうに答えた。

「なによ、誤ご魔ま化かすの？」

「なんでそんなこと答えなきゃならないんだよ」

「そ、それは……なによ、もしかして、怒ってるの？」

「べつに怒ってない」

「……怒ってるじゃない」

　クレアは拗すねたように唇をとがらせた。

　どうやら、お嬢様の機嫌を損ねてしまったらしい。

　それにしても、彼女がレスティアのことで突っかかってくる理由がよくわからない。

　さっきまでは上機嫌だったのに──まるでこの〈浮遊島ラグナ・イース〉の天候のようだ。

　カミトはため息をつき、洞どう窟くつの外に目をやった。

　雨はすでに嵐あらしになっている。激しい風が吹き荒れ、遠く雷の音も聞こえてくる。

「……雷？」

　カミトはハッと顔をあげた。

（──違う、これは雷の音なんかじゃない！）

　耳をすませば、轟ごう音おんの中に交じって聞こえる剣けん戟げきの音。

「──剣けん舞ぶだ」

「なんですって!?」

「〈破烈の師団〉が交戦中なのかもしれない。──急ぐぞ！」

　カミトは生乾きの制服を素早く羽織ると、洞窟の壁にたてかけた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手に駆けだした。





　　　　◇






　二人は森の中を、それぞれの精霊魔装エレメンタルヴアツフエを手に駆け抜けた。

　激しい嵐あらしの中、打ち鳴らされる剣けん戟げきの音が近づいてくる。

　カミトが目の前の木を薙なぎ払った瞬間、一気に視界が開けた。

　森の中の開けた場所に──

「……っ!?」

　地面に倒れ伏した精霊使いの少女たちがいた。

　三人とも見覚えのある格好──アレイシア精霊学院の制服だ。

「あれは、〈チーム・ワイヴァーン〉!?」

　追いついてきたクレアが声をあげた。

　同じアレイシア精霊学院代表。成績優秀な上級生のみで構成されたチームだ。

　ヴェルサリアが抜けた時点で、学院のランキング第一位。

　オルデシア帝国の期待を最も背負っている強豪チームである。

　それが、三人も倒されているという異常事態。

　カミトはすぐに上級生の少女に駆け寄った。

「……おい、どうしたんだ。いったい誰だれにやられた」

「くっ……おまえは、レイヴン教室の、男の精霊使い……」

　少女の唇くちびるがわずかに動く。意識はあるようだ。

「森の向こうで、仲間がまだ戦って──」

　──ふいに、背筋に凍えるような震えが走った。

　少女の指差した木こ立だちの向こうに──禍まが々まがしい不気味な気配を感じたのだ。

「カミト……」

「ああ」

　カミトは短くうなずく。

（……間違いない。あいつの気配だ！）

　木立の向こうで鳴り響く剣戟の音。

「いくぞ──エスト！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の力を一気に解放。

　その刃やいばが、まばゆい白銀の輝きを放つ。

　立ち塞ふさがる木々を斬きりはらい、森を抜けた先──

　視界に入ったのは、黒い剣を手に少女に襲いかかる騎士の姿だった。

　無む貌ぼうの面に紅あかい眼光を煌きらめかせる、漆しつ黒こくの騎士──ネペンテス・ロア。

　カミトは迷わずに走り抜け、黒騎士めがけて渾こん身しんの一撃を見舞った。

　甲かん高だかい金属音。弾はじける火花。

　一瞬、よろめいた黒騎士の剣は、少女からわずかに逸それて地面に突き刺さった。

　黒騎士の眼めが紅い残光を描いてこちらを見据える。

（……やはり、普通の精霊使いじゃない！）

　倒れた少女を庇かばうように、カミトは両手に剣を構える。

　黒騎士を挟んで反対側には、もう一人、同じ学院の制服を着た少女が倒れていた。

（……エース級の精霊使いを五人、こいつ一人で圧倒したのか!?）

〈チーム・ワイヴァーン〉の少女たちは、学院でもトップクラスの精霊使いだ。

　その実力は決してクレアたちにも劣らないはず──

「カミト、勝手に行かないで！」

　森の木々を炎の鞭で焼き払い、クレアも戦場にあらわれた。黒騎士の姿にハッと身を竦すくませるが、すぐに状況を理解して、挟みこむような位置に回りこむ。

「くっ……男の精霊使い、それに災禍の精霊姫カラミテイ・クイーンの妹か……」

　背後で、カミトが庇った上級生の少女が苦々しげにうめいた。

　こちらが助けたというのに、剣けん呑のんな視線を二人に向けてくる。

「学院代表のよしみだ。助すけ太だ刀ちするぜ、先輩」

　カミトは眼前の黒騎士を睨にらみ据えたまま、ぶっきらぼうに言った。

　同じオルデシア帝国代表とはいえ、べつに彼女たちは仲間というわけではない。

　それでも、学院生が一方的に蹂じゆう躙りんされる光景を見逃すわけにはいかなかった。

「おまえたちの手助けなどいらない！」

「……そうかよ。まあ、俺おれたちは勝手に剣けん舞ぶを舞わせてもらうけどな」

　黒騎士と対たい峙じしながら、カミトは冷静に周囲の地形を把握した。

　右側はカミトが出てきた森。左側は大きな崖がけになっている。

　崖の下の川からは轟ごう々ごうと瀑ばく布ふの音が聞こえてくる。この位置からでは見えないが、落ちて助かるほどの高さでないのは明白だ。

（……崖っぷちでの打ち合いになったら、俺が不利だな）

　精妙な剣技を得意とするカミトだが、膂りよ力りよくはそれほど高いわけではない。

　真正面から剣をかわせば、そのまま押し切られてしまうだろう。

（なら、一撃で勝負をつける──！）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に神威カムイを込め、雨でぬかるんだ地面を蹴けった。

「頼むぜ、エスト！」

　カミトが駆け出すと同時──

「消し炭になりなさいっ！」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを放つ。

　学院での訓練の中で、クレアとの連携の精度は格段に上がっていた。

　灼しやく熱ねつの劫ごう火かを宿す炎の鞭が、剣を振り上げた黒騎士の腕に絡みつく。

　だが、黒騎士はおぞましい咆ほう哮こうをあげると、炎の鞭をいともたやすく引きちぎった。

　第一級の軍用精霊さえ捕らえることのできるクレアの精霊魔装エレメンタルヴアツフエだが、この豪雨の中では炎属性の精霊は本来の力を発揮できないのだ。

　無論、クレアもそのことはわかっていて、今回はカミトの支援に徹するようだ。

　ほんのわずかな空くう隙げき。だが、それを見逃すカミトではない。

　地面を踏みこんで加速。〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を振り下ろす──！

　最大の神威カムイを込めた聖剣の一撃は、篭手などで防ぎきれるものではない。

（──もらった！）

　カミトが勝利を確信した、瞬間。

　黒騎士の姿が消えた。汚泥に四肢を沈めたかと思うと、信じられないほどの距離を一瞬で跳躍したのだ。

「……なっ!?」

　カミトは瞠どう目もくした。重じゆう甲かつ冑ちゆうを着た騎士の動きではない。

（……嘘うそだろ!?　人間にはあんな動き、絶対に不可能──）

　黒騎士が咆哮をあげ、突進してきた。風圧で地面の土砂が舞い上がる。

　カミトは剣を構え直すと、素早く思考をめぐらせた。

　最強クラスの精霊魔装〈テルミヌス・エスト〉にも弱点はある。

　それは圧倒的な燃費の悪さ──莫ばく大だいな神威を消耗するということだ。

　契約したての頃ころに比べれば、ずいぶん制御できるようになったほうだが、それでも、解放状態を維持できるのはもって数分間といったところだ。

（おまけに、この嵐あらしだ……）

　刹せつ那なの動きが明暗を分ける剣けん舞ぶにおいて、強風の影響は無視できない。風の加護を受けた精霊使いでもなければ、精妙な剣技を振るうことはできないだろう。

　雨を吸った制服が重く肌にまとわりつき、ぬかるんだ地面はバランスを狂わせる。

　さっき、カミトの一撃を躱かわした黒騎士の動きは、尋常なものではなかった。

　正統な騎士の剣技でも、変幻自在の暗殺者の剣技でもない。

　カミトの知らない動きだ。

（この一撃は回避できる──だが、次の動きがまったく予測できない！）

　すさまじい剣圧をともなった、漆しつ黒こくの大剣が眼前に迫る。

（──それなら、もう一度、真正面から叩たたき伏せる！）

　カミトは覚悟を決めた。最高の相棒であるエストの力を信じると。

「──冷れい徹てつなる鋼はがねの女王よ、眼前の敵を打ち砕け！」

「カミト、なにやってるのよ！　早く避よけなさい！」

　クレアが悲鳴じみた叫びを上げるが、カミトはあえて前に踏みこんだ。

「おおおおおおおおおおおっ！」

　真上に構えた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を、漆しつ黒こくの大剣に叩たたきつける。

　ほとばしる閃せん光こう。衝撃が波動となって大気を震わせる。

　刹せつ那な、激しい火花を散らし、漆黒の大剣が粉々に砕け散った。

　大剣は精霊魔装エレメンタルヴアツフエではなく、精霊魔術で具現化した剣のようだ。そんなものが、最強の剣精霊と打ち合って耐えられるはずがない。

「〈魔王殺しの聖剣〉の銘めいは伊だ達てじゃないんだよ！」

　眼前の黒騎士は得え体たいの知れない使い手だ。

　だが、カミトは確信した。

（……いける！　いまの俺おれなら、負ける相手じゃない！）

　そのまま剣を突き込む──寸前。

　漆黒の甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから、無数の黒い鎖が生まれ、カミトめがけて襲いかかった。

「くっ!?」

　カミトは即座に反応。地面に身を伏せて回避する。

「カミトっ！」

　クレアが炎の鞭フレイムタンを振るった。紅ぐ蓮れんの斬ざん閃せんが鎖を斬きり裂く──

　だが、闇やみの鎖はすぐに再生、カミトの背後にいた少女に襲いかかった。

「……しまった！」

　カミトが舌打ちする。──狙ねらいはカミトではなかったのだ。

　鎖に捕らわれた少女が短い悲鳴を上げる。

　全身を激しく痙けい攣れんさせたかと思うと、脱力したように意識を失った。

（魔術で編あまれた鎖──さっきの連中も、あの鎖にやられたのか!?）

　闇の鎖はするすると黒騎士の中に戻っていき──

　そして、つぎの瞬間、甲冑の隙間から黒い霧が勢いよく噴き出した。

「……なっ!?」

　カミトは皮膚の粟あわ立だつような感覚を覚えた。

　黒騎士から放たれる得体の知れない圧迫感が、一気に膨れあがったのだ。

「まさか、神威カムイを吸収ドレインしたっていうの……？」

　クレアが驚きよう愕がくに声を震わせた、そのときだ。

「──あら、兎うさぎを追いかけていたら、狼おおかみに出会ってしまったみたいね」

「……っ!?」

　虚空から聞こえた、その声に──

　カミトの表情が凍りつく。

　黒騎士のかたわらに、濃密な闇やみが舞い降りた。

　類い稀まれなる美しさをそなえた黒こく翼よくの天使。

　艶つややかな黒髪に、憂うれいを含んだ黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみをした、闇やみ精せい霊れいの少女が。

「レスティア……！」

　カミトは剣を構えるのも忘れ、かつての契約精霊の名前を呼んだ。

「こんなところで逢あえるとは思わなかったわ、カミト」

　闇精霊の少女は、カミトに向かってくすっと微笑ほほえみかける。

　幼い頃ころに向けてくれたのと変わらない無む垢くな微笑で。

「……俺おれは、こんな場面では逢いたくなかったよ」

　カミトは静かに首を振った。

　彼女の存在を失念していたわけではない。

　今朝の会議で、彼女が黒騎士と行動を共にしていることは聞いていたのだ。

　だが、それを信じたくないという気持ちがどこかにあった。

　自分以外の精霊使いが、彼女と共に剣けん舞ぶを舞う光景など──

　胸の奥がズキッと疼うずく。

（……ああ、嫉しつ妬としてるのか、俺は）

　冷静に認め、カミトは胸中で苦笑した。

　そんな子供じみた感情を抱いてしまう自分自身に。

「──そいつが、おまえの新しい契約者か？」

　隠しようのない苛いら立だちを含んだ口調で訊きく。

「冗談はやめて。私はいつだってカミトのものよ、あなたが望みさえすればね」

「……」

　カミトは革手袋に覆われた左手を強く握りしめた。

「これは〈ネペンテス・ロア〉──かつての魔王の後継者よ」

　そんなカミトの反応を愉たのしむように、レスティアはくすっと微笑む。

「……魔王の後継者？」

「あるいは、魔王の意志──と言うべきかしら。とはいえ、さすがにいまの状態では力不足のようね。もう少し贄にえが必要だわ」

「……いったいなにを言ってるの？」

　クレアが鋭く口を挟んだ。

「あら、火ひ猫ねこのお嬢さん、こんにちは。先日の庭園ではご挨あい拶さつできなかったわね」

「あ、あんた、知ってたのねっ！」

　ツーテールの髪がぴょんと跳ねる。

「レスティア、おまえの目的は何だ？　……何な故ぜ、この〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に参戦した？」

　カミトは冷たい声で訊きいた。

　すると、レスティアは黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみをそっと伏せ──

「──私には、叶かなえなければならない〈願い〉があるの」

「〈願い〉？　おまえの〈願い〉は、三年前に俺おれが──」

　言いかけて──カミトは口をつぐんだ。

　ここにはクレアがいる。三年前のことを聞かれるわけにはいかない。

「いい加減にしなさいよ、闇やみ精せい霊れい。カミトの契約精霊だかなんだかしらないけど、いま、こいつは〈チーム・スカーレット〉の仲間で、あたしの奴隷精霊なんだからっ、あんたに勝手なことはさせないわ！」

「あら、私をどうしようというの？　火ひ猫ねこのお嬢さん」

　レスティアの瞳がクレアを冷酷に見据える。

　ひとさし指をすっと立て、まっすぐにクレアの胸を指差した。

　可か憐れんな唇くちびるが精霊語の呪じゆ文もんを詠えい唱しようする──

（あれは……！）

　カミトはハッと気付いて駆けだした。

　レスティアの指先に小さな黒い雷らい球きゆうが生み出される。

「クレア・ルージュ、貴女あなたにだけは手を出すなと彼女に言われていたけど──」

　黒こく翼よくの天使は酷こく薄はくな微笑を浮かべ──

「貴女は、きっと彼の覚かく醒せいの邪魔になる。──だから、ここで消えて」

　指先で膨れあがった雷球を放った。

〈闇魔閃雷ヘルブラスト〉──闇属性では最強クラスの精霊魔術だ。

　生身の人間はおろか、中級クラスの精霊でさえ、触れるだけで一瞬で消滅する。

「クレア──！」

「カミト!?」

　目を見開くクレア。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に最大の神威カムイを込め、カミトは雷球の前に飛び込んだ。

　テルミヌス・エストの高い対魔術特性に賭かけ、巨大化した雷球を刃やいばで受けとめる。

「あああああああああああああっ！」

　全身を襲う激痛。耐えられたのはほんの一瞬、半秒ともたずに意識が飛ぶ。

　ほとばしる雷らい閃せんに吹き飛ばされ、カミトの身体からだは滝たき壺つぼへ落下した。

「──カミトっ！」






第四章　ミラ・バセット






　冷たく薄暗い、檻のような部屋に、一人の少年が立っていた。

　まだ幼いが、端正な顔立ちをした、黒髪の少年だ。

　虚無を宿したその瞳ひとみには、一切の光が映っていなかった。

　少年の足もとには、倒れてうめく屈強な男たちが何人も転がっていた。

「──終わったよ。次は何の訓練？」

　涼すずやかな声は年相応の子供のものだ。

　だが、そこには自然な感情というものが決定的に欠けている。

　部屋の外で、少年の力を目にした〈教きよう導どう師し〉の老人たちがどよめく。

「間違いない。彼こそ約束の子供だ」

「魔王の力を受け継ぐ者に相違あるまい」

　床に倒れた男たちは、裏では名の通った、いずれ劣らぬ暗殺者だった。

　それを、たった一人の少年が、数分のうちに叩たたき伏せたのだ。

　少年は呼吸ひとつ乱していない。

「次は何の訓練？」

　少年はふたたび訊きいた。

「次の相手は人間ではない──」

「……じゃあ、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉の魔獣？　それとも、精霊？」

　少年にはもはや、恐怖という感情はなかった。かつて、彼の中に確かにあったはずの人間らしい感情は、とうの昔に破壊されていた。

「──精霊だ」

「わかった。そいつも、こいつらみたいに壊せばいいんだね」

「……そうだ」

　老人たちはうなずいた。

「それで、その精霊とやらはどこにいるんだ？」

　少年は、巨大な魔獣のような姿の精霊を想像していた。

　だが──

「ここよ」

　少年の前に進み出たのは──可愛かわいらしい少女だった。

　少年よりもわずかに背が高い。

　腰まで伸びた艶つややかな黒髪に、吸いこまれそうな黄昏たそがれ色いろの瞳。

　少年は驚きに目を見開いた。

　彼が驚きの表情を浮かべるのは、めったにないことだ。

「……女の子？」

「──はじめまして、カミト」

　少女は闇やみ色いろのドレスをつまみ、腰をかがめてお辞儀した。

「闇やみ精せい霊れいレスティア──かの魔王が使役したとされる、最高位の精霊だ」

「こいつが、精霊なのか……？」

　少年が不審を抱いたのも無理はない。

　これまで、彼は人の姿をした精霊など見たことがなかったのだ。

「最高位の精霊の中には人の姿をとる者もいる」

「彼女はおまえをさらなる高みに導くだろう」

　老人たちの声が檻の中の部屋に殷いん々いんと響く。

　しかし、少年はその声をほとんど聞いていなかった。

　信じられないことだが──

　見惚れていたのだ──この美しい闇精霊の少女に。

「よろしく、カミト」

　闇精霊の少女は、はにかむように微笑ほほえみ、少年に手を差し出した。

　少年はハッとしてその手を振りはらう。
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「僕に触れるな。おまえも壊してやる、そこに転がってる連中と同じように」

「──そう、それは楽しみね」

　ちょっと傷ついたような彼女の表情に──

　少年は胸の奥がざわつくのを感じた。





　　　　◇






「ぐっ……ああっ……あああああっ！」

　焼けるようなすさまじい激痛の中で、カミトは目を覚ました。

「はあっ、はあっ、はあっ……かはっ……」

　両手の爪つめを皮膚に食いこませ、胸をかきむしる。

　しばらく、地面にうずくまって痛みに耐え──ようやく、息が落ち着いた。

「ここ……は……？」

　顔を上げて周囲を見回す。

　遠くで響く雨音。明かりはほとんどなく、何も見えない。

　どうやら洞どう窟くつの中のようだ。ぴちゃぴちゃと滴したたる水音も聞こえてくる。

　冷たい水滴が額ひたいに落ちた途端、明めい晰せきな思考力が戻ってきた。

（そうだ。俺おれはレスティアの雷撃を浴びて崖がけから落ちたんだ──）

　まともに浴びれば、即死しているレベルの雷撃だ。強力な対魔術特性を持つ〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉で守っていなければ、川に落ちる前に肉体が消滅していただろう。

「そうだ──エストは!?」

　あわてて周囲を探るが、洞窟の中は薄暗くてよく見えない。

（まさか、川に落としちまったのか!?）

　その可能性に思いあたり、蒼そう白はくになる。

　エストとカミトの契約は不完全な状態なので、カミトはほかの精霊使いのように、離れた場所にいる彼女を意のままに召喚することはできないのだ。

　制服のポケットから、照明用の精霊鉱石をとりだそうとして──

「──目が覚めた？　カゼハヤ・カミト」

「……っ!?」

　暗くら闇やみの奥から冷たい声が聞こえた。

　瞬間、まばゆい明かりが洞窟の中を照らしだす。

　そこに、輝く照明用の精霊鉱石を持った少女がいた。

　白地に赤のラインをあしらった騎士の制服。ゆるく波打つダークブラウンの髪。

　もっとも目を惹ひくのは──端正な顔立ちに嵌はめこまれた、煌きらめく宝石のような双そう眸ぼうだ。

　紺こん碧ぺきの右みぎ眼めと琥こ珀はく色いろの左ひだり眼め──左右で異なる色の瞳ひとみ。

　謎なぞめいたオッド・アイの美少女の姿に、カミトは地面に倒れたまま目を瞬いた。

「目は覚めた──と、訊きいたのだけれど？」

　少女はカミトの前に屈かがみこんできた。

　あやうくスカートの中が見えそうになる。カミトはあわてて目を逸そらした。

「……おまえが、俺おれを助けてくれたのか？」

　少女はこくっとうなずいた。

「川辺で意識を失っていた。私の探知結界にかかったのは運がよかった」

「……そうか。助かった。ありがとな」

　カミトはふらふらと立ち上がり、少女に頭を下げた。

　少女は顔を上げ、訝いぶかしげに眉まゆをひそめる。

「警戒しないの？　ここは精霊剣舞祭ブレイドダンスの舞台で、私は敵チームの精霊使いなのに」

「命の恩人を警戒するなんて、そんな失礼なことはできないからな」

「なにか企たくらみがあって助けたのかもしれない」

「それでも、助けてくれたってことに変わりはないだろ。それに──」

　カミトは肩をすくめて言った。

「おまえは悪い奴やつに見えないぜ。俺の直感はあたるんだ」

「……」

　オッド・アイの少女は呆あきれたようにため息をついた。

　幼い顔立ちの割に、大人びた口調。

　白地に赤のラインの入った制服は、どこの国の代表だったか──

　そのとき、少女の背後の壁に、一振りの剣が立て掛けられているのに気付いた。

「……エスト！」

　間違いない。カミトの相棒だ。

「あなたの剣。川底に落ちていたのを引き上げて──」

　言葉の途中で、カミトはすぐに駆け寄ろうとして──

「ぐああっ！」

　すさまじい激痛に襲われ、地面に倒れこむ。

　……どうやら、いろいろな部分の骨が折れているらしい。

「動いてはだめ。カゼハヤ・カミト、あなたの身体からだはまだ壊れている」

「そうみたいだな……って、おまえ、なんで俺の名前なんて知ってるんだ？」

「〈精霊剣舞祭〉の代表選手の名前くらい、全員覚えていて当然。それに、男の精霊使いはあなた一人だけだから」

「……なるほど」

　代表全員の名前を覚えているのは普通にすごいと思うが──

　と、そこで──カミトはハッと気付く。

「思い出した、その制服……ロッソベル公国の代表か！」

「ええ、〈破烈の師団〉師団長──ミラ・バセット」

　オッド・アイの少女は抑揚のない口調でそう名乗った。





　　　　◇






　カミトは少女と向かい合うようにして、洞どう窟くつの地面にあぐらをかいた。

　ミラ・バセット──〈破烈の師団〉の師団長にして、今大会最年少の精霊使い。

　あらためて自己紹介されても、カミトはいまひとつピンとこなかった。

　なにしろ見た目は幼い顔立ちの美少女だ。彼女からは、ヴェルサリアやレオノーラのような、エース級の精霊使いにあった風格をまったく感じない。

　むしろ無条件に守ってあげたくなるような、儚はかない印象さえ覚えてしまうのだ。

（……まあ、精霊使いを印象で判断するのは危険だけどな）

　カミトは胸中でつぶやくと、目の前に座る少女に向かって口を開いた。

「俺おれたちは〈破烈の師団〉との同盟交渉に来たんだが、おまえたちは指定された場所にいなかった。どういうことか、説明してもらえるか？」

「それについては謝罪する。まさか、あの黒騎士が〈拠点〉の中まで追ってくるとは思わなかったから」

「黒騎士──〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の精霊使いか？」

「ええ。〈破烈の師団〉は、あの黒騎士に壊滅させられた」

「壊滅……あいつ一人に？」

　たしかに、あの黒騎士──ネペンテス・ロアは尋常ならざる精霊使いだ。

　だが、強豪と名高い〈破烈の師団〉までもが壊滅させられるとは──

　崖がけの上で交戦していた〈チーム・ワイヴァーン〉も含めれば、これで三つのチームがあの化け物に壊滅させられたことになる。

「しかも、あの黒騎士は精霊使いの神威カムイを吸収して、どんどん力を増している」

「ああ。それは俺もこの目で見た」

　どんな異能かは知らないが、奴やつはたしかに、闇やみの鎖で捕らえた精霊使いの神威を吸収ドレインしていた。先ほどはカミトでもなんとか戦えたが、あのまま神威の吸収を続けていけば、やがて、手が付けられなくなるに違いない。

「けれど、いまなら、まだ対処できるかもしれない」

「──そこで同盟ってわけか」

「ええ。期限はあの黒騎士を倒すまで。詳しい性能は教えられないけれど、私の契約している聖属性の精霊はとても強大。きっとあなたたちの力になれる」

　彼女の提案はじつにシンプルだ。

〈チーム・スカーレット〉と共闘して、あのネペンテス・ロアを狩ろうというのだ。

「……少し考えさせてくれ」

「かまわない」

　壊滅寸前のチームから持ちかけられた同盟の提案。

　その意味をカミトは考える──

　ミラ・バセットが求めているのは、じつのところ共闘という名の庇ひ護ごだろう。

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉のルール上、チームの一人でも残っていれば、決勝戦には全員が出場できることになっているが、実際、四人か三人ならまだしも、たった一人で〈魔ま石せき〉を集め、勝ち抜くことは不可能だ。

（だから、彼女は俺おれたちという味方を求めた……）

　そして、彼女の提示してきた〈チーム・スカーレット〉が同盟を組むメリット。

　それは、ミラ・バセットが契約しているという聖属性の精霊の存在だ。

　闇やみ属性の精霊にきわめて強い聖属性の精霊は、レスティアと組んでいるネペンテス・ロアへの最終的な切り札になるに違いない。

（……筋は通ってるな。この期ごに及んで罠わなということもありえない）

　罠にかけるつもりあれば、そもそもカミトを助けたりなどしないだろうし、カミトが意識を失っているあいだに〈魔石〉を奪うこともできたはずだ。

　それに、ネペンテス・ロアが、あのまま力を増大させていけば、いずれカミトたちにとって最大の脅威になるのは間違いない。

（……そのとき、俺は奴やつに勝てるのか？）

　冷静に顧かえりみる。

　三年前の最強の剣舞姫レン・アツシユベルではない──衰えてしまった、いまの自分の実力を。

　クレア、エリス、フィアナ、リンスレット……四人のお嬢様たちの顔が思い浮かぶ。

（俺の力だけで、大切なチームメイトを守れるのか？）

　革手袋に覆われた左手、剣の〈精霊刻印〉の刻まれた右手を交互に見つめ──

　カミトはようやく答えを出した。

「同盟の期限は、あの黒騎士──ネペンテス・ロアを倒すまででいいんだな？」

「かまわない。ただし、同盟中の〈魔石〉の分配は公平にしてもらう」

「ああ、わかった」

　お互い異存はない。

　あらかじめ同盟の期限を設けるのは当然の措置だ。最終的に決勝に進めるのが四チームしかないとわかっている以上、最後まで同盟を組んで戦うというのは机上の空論にしかならないからだ。

「ひとつ訊ききたいことがある」

「なに？」

「どうして俺おれたちに同盟を持ちかけた？」

　何か企たくらみを疑っているのではなく──それは、素朴な疑問だった。

「……どういうこと？」

「〈チーム・スカーレット〉は学院代表の中でも三番手の枠だ。もっとランクの高いチーム──たとえば、〈チーム・ワイヴァーン〉の拠点のほうが近くにあっただろ？」

「ランクなんて、そんなのは学院の成績の話」

　ミラは抑揚のない声で言った。

「カゼハヤ・カミト──あなたは、とても強い精霊使い」

「そんなことは──」

「誤ご魔ま化かしてもだめ。昨晩のレオノーラ・ランカスターとの剣けん舞ぶ──」

「見てたのかよ……」

　カミトは苦虫を噛かんだ顔でうめいた。

　そういえば、あのとき、結界は破壊されて全く機能していなかった。精霊使いと視界を共有する偵察用の精霊も、なんなく〈拠点〉に侵入できたに違いない。

「あのとき、〈破烈の師団〉の全員が、〈チーム・スカーレット〉は初日で敗退すると予想をたてた。けれど、あなたはあのレオノーラに勝った」

「──勝ったわけじゃない。よくて引き分けってとこだ」

　カミトは肩をすくめてみせた。

「それに──あなたにはある種の交渉術が有効」

　ミラは冷たい目でカミトを見つめた。

「は？」

「ロッソベル公国の諜ちよう報ほう部は、あなたが無類の幼女好きだという情報をつかんでいる」

「なんだよその情報は！」

「隠さなくても大丈夫」

「隠してない！」

「あなたは、ベッドに裸の幼女をはべらせていると聞いた」

「……！」

　……それはある意味、事実だ。

「は、裸じゃないぞ……エストは、裸ニーソだ」

「……大丈夫。その性せい癖へきも把握している」

「性せい癖へきじゃない！　って、ある意味すごいな、ロッソベル公国の諜ちよう報ほう部……」

　アレイシア精霊学院の学院生の中には、他国の諜報部員がスパイとして紛れているらしいという噂うわさは聞いていたが、どうやら本当だったようだ。

「裸ニーソは、決して俺おれの趣味じゃないからな」

「安心して。私も靴下は穿はいたままにするから」

「……はい？」

　戸惑うカミトを無視して──

　ミラは制服を脱ぎはじめた。

「こういうのは初めてだから、うまくできるか、わからないけれど……」

　たどたどしい手つきで、ボタンをひとつひとつ外していく。

　スカートの留め金に手をかけたところで──

「ま、待て、何をするつもりだ！」

　カミトはあわてて、華きや奢しやな彼女の腕をつかんだ。

　ミラはきょとんとしている。

「……男の人は、こういうので喜ぶのではないの？」

「い、いや、だからな……」

　はだけたシャツの隙すき間まからチラチラ覗のぞく、可愛かわいらしい下着が目に毒だ。

　ミラは抑揚のない声で──

「それとも、十三歳の肢体カラダでは不服？」

「だああああああっ、ま、まず服を着直せ、話はそれからだ！」

　カミトは叫んで立ち上がると、脱ぎ捨てた制服の上着を素早くかけてやった。

「……着たままのほうが好み？」

「違う！　つーか、意味がわからん。俺たちは同盟の交渉をしてたんじゃないのか？」

「……えっちなことをして殿方を籠ろう絡らくするのは、とても有効な交渉術」

「おまえな、そういうことかよ……」

　カミトは大きなため息をついた。

　……なるほど。男だから、簡単に籠絡できると思ったのか。

「そんなことしなくても、同盟は組むって」

「……本当？」

　ミラは左右で色の違う瞳ひとみをパチパチさせた。

「ああ。だからそんな風ふうに、自分の身体からだを道具みたいに使うのはやめろ」

「……」

　ハッとする少女の頭に、カミトはそっと手をのせた。

「〈チーム・スカーレット〉は〈破烈の師団〉と同盟を締結する」

「そう……それなら、いい」

　ミラはほっと安あん堵どしたように息をつく。

　──正直、チーム・スカーレットにとって、同盟のメリットはそれほど大きくない。

　聖属性の精霊はたしかに頼もしいが、絶対に必要というわけではない。

　けれど、この少女はカミトの命を助けてくれた恩人だ。

　それに、チームメイトを失い、たった一人残された小さな彼女を見ていて、なんとなく、放ほうっておけない感じがしたのだ。

（……どうも捨て猫に弱いみたいだな、俺おれは）

　頭の隅すみにツーテールの火ひ猫ねこ少女の姿を思い浮かべながら、カミトは苦笑した。

　……クレアのことも心配だ。そう簡単にやられる彼女ではないと思うが──

　ふと、ミラがじーっとカミトを見上げているのに気が付いた。

「ん、どうした？」

「カゼハヤ・カミト、あなたが腰をかがめないと、同盟締結の〈誓約ゲツシユ〉を交わせない」

「ああ、そうか……」

〈誓約ゲツシユ〉とは、精霊使い同士で交わされる誓いの儀式だ。

　こういった重要な取り決めを交わすときによく用いられる。

　もし、交わした〈誓約ゲツシユ〉をたがえることがあれば、その精霊使いは大きなペナルティを負うことになる。長期にわたって地脈の恩恵を断たれたり、精霊に敵意を向けられたり、場合によっては、契約精霊を召喚する力を失ってしまうことさえあるのだ。

　カミトはミラの背の高さまで腰をかがめると、右手の親指をたてた。

　ミラも同じように親指をたてると、カミトの指に合わせて押しつける。

「我は精霊王の名にかけて誓約する。たとえ、地が裂け、天が落ちようとも──」

「我と汝なんじの交わしたこの契り、決してたがえることはない。さもなくば──」

「我が身は永と久わの劫ごう火かに焼かれ、その影までも灰にならん──」

　精霊語で紡がれる、誓約の言葉。

　その最後に──

　ちゅっ。

「……っ!?」

　ミラ・バセットはちょっと背伸びして、カミトの頬ほおに口づけした。

「……なっ!?　お、おまえっ、い、いま──」

「〈誓約ゲツシユ〉の成立には口づけが必要。知らないわけではないでしょう？」

　ミラは抑揚のない口調で言った。

「そ、それはそうだが……」

　カミトは困ったように頭をかいた。

　……女の子に口づけというのは、どうにも気恥ずかしい。

　まあ、口づけする場所は唇くちびるでなくてもいい──というのが唯一の救いだが。

　カミトはしばらく迷ってから──

　そっとミラの手をとって口づけした。

「これでいいか？」

「……驚いた。意外と紳士」

「意外とは余計だ……」

　憮ぶ然ぜんとして言うと、カミトは壁にたてかけてあったエストを手に取った。

　身体からだはまだボロボロの状態だが、歩けないほどではない。

「仲間と合流したいんだが、いますぐここを出られるか？」

「私も同意する。ここも結界はあるけど、安全とは言い難い」

　二人して洞どう窟くつの外に出ると、空はもう暗くなっていた。

　さっきのような嵐あらしではないが、雨はまだパラパラと降っている。

　落ちてきた崖がけを見上げて、カミトは嘆たん息そくした。

　……あそこから落ちて、よく助かったものだ。

（クレアも無事だといいが……）





　　　　◇






　その頃ころ、森の中の〈拠点〉では、エリスとリンスレットが料理の腕を振るっていた。

　川辺に置かれた石のかまどの中では、炎精霊を封じた精霊鉱石が赤々と輝いている。

　雨は降っていたが、エリスの張った風の結界のおかげで、料理が雨に濡ぬれる心配はない。

「……ずいぶん暗くなってきましたわね」

　鍋なべのシチューをかき混ぜながら、リンスレットが不安そうにつぶやいた。

「クレアもカミトさんも、大丈夫ですかしら？」

「心配なのか？」

「そ、そんなことありませんわっ……熱っ！」

　あわてたリンスレットの指にスープがかかった。

「あの二人なら心配するようなことはあるまい。学院の実技訓練ではトップクラスの成績の二人だぞ」

　エリスが川魚のブツ切りを鍋に放ほうりこむ。

「それはそうですけど……」

　リンスレットはちゅっとやけどした指先を舐なめながら──

「なにしろ、夜の魔王の異名で呼ばれるカミトさんのことですから、交渉相手の女の子を籠ろう絡らくしていないか心配で……」

「む……」

　エリスはハッとして魚をさばく手を止めた。

「た、たしかに、それは心配だな。もちろん、あ、相手の女の子が、だぞ」

「え、ええ、わたくしも、相手の女の子が心配なのですわ！」

「し、しかし、いくら淫いん王おうと呼ばれるカミトでも、さすがに十三歳には手を出すまい」

「でも、カミトさん、たしか、前にわたくしと九歳の妹のミレーユを、し、姉妹サンドイッチにして食べたいと仰おつしやっていましたわ！」

　……そんな事実はないのだが、リンスレットの中ではそういうことになっていた。

「な、なんだと!?　うらやまし……け、けしからん！」

　エリスは包ほう丁ちようを力強くまな板に叩たたきつけた。

「……まったく。カミトはなんというか、あれだな、天然の──」

「天然の女の子の敵、ですわ！」

「そ、そうだ、あいつは不意にドキッとするような台詞せりふを吐くからな」

「ええ！　む、胸がキュンとして、お、おかしくなってしまいますわ！」

「う、うむ、カミトの言葉は心臓に悪い。……ゆえにあいつは女の子の敵なのだ！」

　意気投合して、こくこくとうなずきあう二人。

　……本人がいないあいだに、さんざんな言いようだ。

　だが、不思議と本気で怒っているような感じはしなかった。

「あら、おいしそうな匂におい」

　そこへフィアナがやってきて、ぐつぐつと煮えるスープの鍋なべを覗のぞきこんだ。

「よかったら、私も手伝うわよ？」

「手は足りていますわ！」

「王女殿下は休んでいてくれ」

　リンスレットとエリスはぶんぶん首を振った。

　二人とも、フィアナの料理の腕の恐ろしさを知っているのだ。

「なによ……私だけ仲間外れはいやよ」

　フィアナがむっと頬ほおを膨らませた、そのとき。

　ガサガサッ──遠くの茂みが激しく揺れた。

「……っ!?」

　三人は訝いぶかしげに顔を見合わせた。

　敵意のある存在なら、結界に足を踏み入れた瞬間に、感知されているはずだが──

　はたして、茂みの向こうからあらわれたのは、弱々しい炎を纏まとった火ひ猫ねこ精せい霊れいだった。

　雨に打たれてだいぶ弱っているようだ。

「スカーレット!?」

「クレアたちが帰ってきましたの？」

　三人はいまにも消えそうな火ひ猫ねこ精せい霊れいのそばに駆け寄った。

　スカーレットは最後の力を使い、燃えるしっぽで茂みの奥を指すと、そのまま力尽きたように実体化を解いて虚空に消滅した。

　三人があわてて茂みをかきわけると、そこに──

「クレア!?」

　雨に濡ぬれ、泥まみれになって倒れるクレアの姿があった。

　自慢のツーテールは無惨にほつれ、なめらかな肌は傷だらけだ。

「……いったい、なにがありましたの!?」

「……っ、う……」

　クレアの唇くちびるから、かすかな吐息が洩もれる。

「──意識はあるわね。治癒の魔術をかけるから、儀式の道具を用意して！」

　フィアナが緊迫した顔で指示を出した。

「あたしは、大丈夫、だから……」

　苦しそうに息を吐きながら、クレアは懸命に唇を震わせた。

「カミ……ト……カミトを、助けにいかないと……！」






第五章　それぞれの夜






　少年が闇やみ精せい霊れいの少女と出で逢あってから、数日が過ぎた。

　少年は心身ともに完全に打ちのめされていた。

「ぐっ……あっ……」

　これまで、死を覚悟するほどの過酷な教練を耐え抜いてきた自負はあった。

　事実、彼と同じように連れてこられた子供の多くが、幼い命を散らしていたのだ。

　その死には、哀悼も同情も名誉もあたえられない。〈教きよう導どう院いん〉の老人たちは、それらの子供を資格なき者と呼び、壊れた道具のように無惨にうち棄すてていた。

　少年は、その地獄を生き残ってきた。

　素手で手て練だれの暗殺者の集団を倒すほどの力を手に入れた。

　だが、そんなものは児じ戯ぎにも等しい技だったのだ。

　少年はわずか数日で、それを思い知らされた。

「……大丈夫、カミト？」

　闇精霊の少女が、倒れたカミトの顔を心配そうに覗のぞきこんだ。

「……僕に……触るな……！」

「……えっと、ごめんなさい」

　少女は傷ついたような顔をして手をひいた。

「怒らないでね。あなたを強くするのが、私に与えられた役目だから」

「……怒る？」

　少年は少女を睨にらんだ。

「侮辱してるのか？　──僕に感情はない。僕は、殺すための道具だ」

　少年は傷だらけの身体からだで立ち上がった。

　告げる言葉とは裏腹に、胸がかき乱されるような衝動を覚える。

　怒りでも、憎しみではない、もっと別の──感情が。

　だから、消さなくてはならない。絶対に。

　完全な殺人のための道具となるために。

「おまえを殺すのが、僕に与えられた命令。だから──それを遂行するだけだ」

「──ええ、そうよ。私を殺してみなさい、カミト」





　　　　◇






　洞どう窟くつを出たカミトたちは、夜の森を歩いていた。

　あたりはもうすっかり暗く、精霊鉱石の灯あかりがなければ足もともおぼつかない。

　森では不気味な夜の精霊が活動をはじめ、魔獣の遠とお吠ぼえが響きはじめていた。

「カミト」

「……ん？」

　くいくいと袖そでをひっぱられ、カミトは振り向いた。

「もう夜になった。これ以上の強行軍は危険」

　たしかに、夜は魔獣やおぞましい魔精霊の活動が活発になる時間帯だ。

　わざわざ森の中を歩くのは賢明ではない。

「大丈夫だよ。俺おれは夜の剣けん舞ぶには慣れてるからな」

　カミトは安心させるように言った。

　実際、〈教きよう導どう院いん〉にいた頃ころは無視界空間での戦闘訓練も受けていた。職業暗殺者の基本的な戦闘技能のひとつだ。

「夜の剣舞……」

　ミラがじーっと軽けい蔑べつしたような視線を向けてくる。

「待て！　そんな夜の運動会的なニュアンスじゃないからな！」

「誰だれもそんなこと言ってない」

　ミラは呆あきれたようにつぶやいた。

「もう少しだけ歩こう。さすがにこんな森の中で夜営はできないからな」

「わかった」

　こくっとうなずくミラ。

「怖いか？　……なんなら、手でも繋つなぐか？」

「暗い森の中で女の子の手を繋ぐ……完全に誘拐犯の図」

「おまえな……」

　カミトは半はん眼がんでうめき──

「伏せろ！」

　ふと首筋にいやな気配を感じ、彼女を草むらに押し倒した。

「……カミト？」

「静かに」

　カミトはミラの耳もとで囁ささやいた。

　二人の頭上に、飛行する青白い火の玉があらわれた。

　ゆらゆらと形を変えながら、木々のあいだをなめ回すように旋回している。

　おそらく、どこかのチームの放った偵察用の精霊だろう。……見つかったら厄介だ。

　精霊はしばらく周囲をめぐってから、やがて森の奥に消え去った。

「ふう……」

　カミトは額ひたいの汗をぬぐった。偵察用の精霊などたやすく駆く逐ちくできるが、そんなことをすれば、精霊と視覚を共有しているであろう精霊使いに居場所を教えることになる。

　崖がけから落ちたときの怪け我がもかかえているし、肉体の疲労も蓄積している。

　この状態で襲われるのは、正直、避けたいところだ。

「カミト──」

「うん？」

「そろそろどいて欲しい」

「……っ、わ、悪い!?」

　ちょうど胸のところに手をのせていたようだ。

　カミトはあわてて起き上がる。……やわらかい感触がまだ手に残っていた。

「緊急の状況ならしかたない」

　彼女は気にしている様子はない。スカートの埃ほこりをはらって立ち上がる。

　いくら十三歳といっても、羞しゆう恥ち心しんはないのだろうか──？

　二人は警戒を強めながら、ふたたび森の中を歩きだした。

「ところで──」

　雨でぬかるんだ地面を歩きながら、カミトは訊きく。

「ミラが契約してるのは、どんなタイプの精霊なんだ？」

　ひとくちに聖属性の精霊といっても、その種類は千差万別だ。傾向としては、フィアナの騎士精霊〈ゲオルギウス〉のように、防御に長たけた精霊が多いらしいが、それはあくまで傾向でしかない。

　精霊のタイプがわかれば、その運用の仕方も大きく変わってくるはずだ。

　だが、ミラは静かに首を降った。

「たとえ同盟者でも、それは教えられない。私の精霊は国家機密だから」

「そうか……」

　仕方なしに、カミトは別の質問をする。

「──おまえ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で叶かなえたい〈願い〉はあるのか？」

　普通に考えれば、愚かな質問だ。

〈願い〉を持たずに〈精霊剣舞祭〉にのぞむ精霊使いなど、いるわけがない。

　だが、このミラ・バセットという少女は──

　不思議と、そういう動機が希薄な気がしたのだ。

　だから興味があった。

　しかし。

「──ない」

　と、ミラは言った。

「ない？　〈願い〉がないなら、なんで──」

　他ほかのチームに同盟を求めてまで、必死に勝ち残ろうとするのか──

「私は道具として生まれた存在だから。道具としての使命を全うするだけ」

「……道具？」

　カミトは訝いぶかしげに眉まゆをひそめた。

　騎士の忠誠心といえば聞こえはいいが──それとは、違う気がする。

　むしろ、ただ目的を遂行するために生きているような──それこそ、道具という言葉が比ひ喩ゆでもなんでもなく、そのままの意味であるような、そんな印象を受けた。

（こいつは……）

　この少女に似た少年を、カミトは知っていた。

　あらゆるを希望を失い、やがて絶望することさえ忘れてしまった少年。

　人間であることを捨てさせられ、一個の道具として育てられた少年を。

（そうか、こいつは、〈教きよう導どう院いん〉の孤児──昔の俺に似てるんだ）

　どこか放ほうっておけない感じがしたのも、それが理由かもしれない。

「……」

「……それがなにか？」

　左右で異なる色の瞳ひとみが、カミトを冷たく見つめていた。

　あらゆる感情を捨てた目は、レスティアと出で逢あう前のカミトの目とよく似ていた。

「いや、なんでもない。……急ごう」

　カミトは静かに首を振ると、ふたたびぬかるみの上を歩きだした。





　　　　◇






「はぁ、はぁ……カミ、ト……カミトが……」

　クレアは、テントの中にあるベッドに寝かせられていた。

　全身に汗をかき、苦しそうな表情で、カミトの名前を呼んでいる。

　意識が朦もう朧ろうとしているのか、その瞳ひとみにはまるで生気がなかった。

「クレアの様子はどうですの？」

　温かいスープを持ってきたリンスレットが、心配そうに訊きいた。

「ひどい熱があるわ。……あの雨の中をずっと走ってきたみたい」

　フィアナは静かに首を振る。

　なめらかな肌は木々の枝に引っかかれ、生傷だらけになっていた。

「身体からだの傷はなんとかなるけど、この高熱はどうしようもないわね……」

「……カミトを……助けにいかないと……」

「いま、騎士団長が風の精霊たちを集めて探させていますわ。朝になれば、わたくしたちも捜索に参加できるのですけど」

「……さすがに、夜の森は危険すぎるわね」

　フィアナは悔しそうに唇くちびるを噛かみしめた。

　テントに運びこまれたクレアは、朦もう朧ろうとした状態の中で、いきさつを話してくれた。

　森の中で〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉の黒騎士──ネペンテス・ロアと遭遇し、交戦したこと。

　戦闘の最中、カミトがクレアをかばって滝に落ちたこと。

　その後、なんとか闇やみ精せい霊れいと黒騎士の追跡を逃れ、カミトを探そうとしたが、いつしか体力が限界を迎えて意識を失い、気が付けばここにいた──ということだ。

　スカーレットは力尽きたご主人様を、自分の判断でここまで運んできたのだ。

「早く、行かないと……カミトが……」

「ちょっと、なにしてるの！　動ける身体からだじゃないでしょ！」

　ベッドから起きようとするクレアに、フィアナがめずらしく怒声を上げた。

「でも、カミトは、あたしを守って滝に……」

　いつも強気なクレアの瞳から、ぽたっと涙がこぼれた。

　制服の袖そででごしごしと目もとをぬぐう。

「やれやれ、昔の泣き虫クレアに戻ってしまいましたわね」

「……ち、違うわっ、あたしは泣き虫じゃない！」

　クレアはむっとしてリンスレットに言い返した。

「そんな身体からだで夜の森を歩いたら、すぐに魔獣の餌え食じきですわよ。それとも、あなたを守ったカミトさんの気持ちを無駄にするんですの？」

　リンスレットがピシャッと言うと、クレアは口をつぐんだ。

「でも……」

「明日の朝、みんなで探しにいくわ。いまは休んで体力をつけなさい」

　フィアナがクレアの頭を優しく叩たたく。

「特製の甘い薬やく膳ぜんスープですわ。あ、あなたの好きな桃も入っていますのよ！」

　リンスレットが、湯気のたつ温かいスープを差し出した。

「……あ、ありがと」

　クレアはめずらしく素直にうなずくと、スープのカップに口をつけた。

「おいしい……」

「カミトさんは、きっと戻ってきますわ」

「ええ、そうね……」

　──テントを出たフィアナとリンスレットは、お互い無言で目を見交わした。

　テントの中からは、クレアのすすり泣く声が聞こえてくる。

　温かいスープを飲んで、緊張が一気に解けたのかもしれない。

　そこへ、厳しい表情のエリスがやってきた。

「クレアの様子はどうだ？」

「きちんと養生すれば、明日には回復していると思うわ。でも、カミト君が目の前で滝に落ちたのを見て、相当まいっているみたい」

「そうか……」

「カミトさんの探索のほうはどうですの？」

「周辺に風の精霊を放ってはいるが、まだそれらしき情報はないようだ」

　エリスは悔しそうに唇くちびるを噛かみしめる。

「カミト君……」

「……大丈夫、ですわよね？」

　沈黙する三人。

　三人とも、カミトを心配する気持ちはクレアと変わらないのだ。

　冷たい夜風に、木々がざわっと揺れた。





　　　　◇






　夜よ闇やみに激しい火花が舞い散る。

「このっ、化け物めっ！」

　ハルバードの精霊魔装エレメンタルヴアツフエを構えた騎士が叫んだ。

　ドラクニア竜公国代表〈竜皇騎士団〉の副団長、ユーリ・エルシッドだ。

　初日に大規模な戦闘行動をしたせいで〈拠点〉の構築が遅れた〈竜皇騎士団〉は、いまだに森の中をさまよっていた。

　拠点を持たないチームは格好の獲物とみなされる。行軍中に何度となく襲われたが、彼女たちは無謀な襲撃者をことごとく返り討ちにしていた。

　だが、三度目に襲ってきたのは、これまでの連中とは格が違った。

「レオノーラ様、こいつ、普通の精霊使いではありません！」

「黒い鎖に気をつけなさい、あれは神威カムイを吸収ドレインするようです！」

　大剣を構えたレオノーラ・ランカスターが、部下に指示を出しながら駆け抜ける。

　四人の竜騎士が夜の闇に溶けこむ黒騎士を取り囲み、レオノーラが果敢に斬きり込む。

　甲かん高だかい剣けん戟げきの音が鳴り響いた。

　激しく刃やいばを交える、黒騎士と竜騎士。

「驚きました。まさか、最強の剣舞姫レン・アツシユベル以外に、これほどの使い手がいたとは──」

　レオノーラが驚きよう愕がくの声を上げる。

　精霊魔装〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉──名実共に最強クラスの精霊魔装のはずだった。

　だが、彼女の振り下ろした剣は、黒い魔剣によってことごとく弾はじかれるのだ。

　しかも、打ち合うたびに剣の切れ味は落ちていく──

「闇やみ属性の魔剣ですね。竜精霊の抗魔力レジストを貫通するとは……！」

　黒い魔剣の一撃を受け止めながら──

「しかし、これはどうです？」

　レオノーラは精霊魔術の攻撃を放った。

「──竜の咆ほう哮こうを聞け〈竜火閃ドラグ・レイ〉！」

　真しん紅くの熱ねつ閃せんが黒騎士の兜かぶとに直撃する──

「いまだ、突撃！」

　副団長の号令のもと、竜騎士たちがいっせいに殺到した。

　レオノーラには及ばぬものの、それぞれが一いつ騎き当とう千せんの騎士たちだ。

　四方から放たれた精霊魔装の刃やいばが、黒騎士の甲かつ冑ちゆうを同時に貫く──！

「やったか──！」

　ユーリが快かい哉さいの声を上げた、刹せつ那な。

　甲冑の隙すき間まから、無数の闇の鎖が触手のように飛びだした。

「……か……はっ……！」

　闇やみの鎖に胸を貫かれ、そのまま、地面に薙なぎ倒される竜騎士たち。

　ネペンテス・ロアが歓喜に震えるような不気味な咆哮をあげた。

　彼女たちの莫ばく大だいな神威カムイを吸収しているのだ。

「ばか……な……！」

「我らの精霊魔装エレメンタルヴアツフエは、たしかに甲冑を貫いたはず……！」

　鎖に捕らわれた竜騎士の少女が意識を失う──

「おのれ、化け物──」

　レオノーラの〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉が、闇やみの鎖をまとめて断ち切った。

「レオノーラ様！」

「ドラクニアの竜を、甘くみないでくださいっ……！」

　精霊魔装に渾こん身しんの神威を込め、レオノーラは突撃した。

　黒騎士の巨きよ躯くを一人で抑えこみながら、背後の副団長に向かって叫ぶ。

「ユーリ、撤退の準備を──これは普通の存在ではない」

「しかし、誇り高きドラクニアの竜騎士が、たった一人の精霊使いに撤退など──」

「急ぎなさい！　全滅したいのですか！」

「は、はいっ──」

　竜の姫ひめ巫み女こであるレオノーラは、さすがに直観力が優れていた。数回剣を打ち合わせただけで、目の前の黒騎士が尋常な存在でないことを、肌で感じとったのだ。

　ネペンテス・ロアが鎧よろいの奥で咆哮した。

　黒騎士は、先ほどよりも明らかに強大な気配を纏まとっていた。

　ユーリの火竜精霊〈リンドヴルム〉が、意識を失った仲間を背に乗せた。意識のある二人もそれぞれ竜精霊にまたがる。

　それを見たレオノーラは、〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉を黒竜〈ニーズヘッグ〉の姿に戻し、彼女もまたその背に素早く飛び乗った。

　ネペンテス・ロアの薙ないだ魔剣の尖せん端たんから、黒い雷らい閃せんが放たれる──

「──撤退！」

　レオノーラの号令一喝、〈竜皇騎士団〉は規律のとれた動きで同時に走る。

　直後。黒い雷閃が弾はじけ、森の木々が消し飛んだ。

　──だが、そこにレオノーラたちの姿はすでにない。

　ドラクニア騎士団の厳しい訓練によって培つちかわれた、みごとな撤退だった。

「……」

　夜の森に、紅あかい眼めを煌こう々こうと輝かせるネペンテス・ロア。

　その手に握った魔剣が、夜よ闇やみに溶けるように消滅した。

　虚空からあらわれ、軽やかに地面に降り立ったのは、可か憐れんな黒こく翼よくの天使だ。

　闇やみ精せい霊れいレスティアは、みずからの意志で精霊魔装エレメンタルヴアツフエとして顕現していたのだった。

「さすがはレオノーラ・ランカスター、手て強ごわいわね」

　レスティアは濡ぬれた唇くちびるに指をあて、くすっと微笑ほほえむ。

「とはいえ、あの最強の呼び名も高い〈竜皇騎士団〉を圧倒すれば、戦果としては十分ね。──完成の刻は近いわ」

　禁断の呪法で蘇よみがえった、魔王の意志──ネペンテス・ロア。数多あまたの精霊使いの神威カムイを吸収したこの化け物は、いまや彼と同等の力を備えているはずだ。

「──カミト、待っていて。いま、私が本当のあなたを解放してあげるから」

　レスティアは黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみで、星ほし屑くずを散りばめた夜空を見上げた。

「もうすぐ、教えてあげられる。私とあなたが出会った本当の意味を──」

　三年前、彼女を呑のみこんだ〈願い〉の中で、バラバラに刻まれた過去の記憶。

　いまの彼女は、もはや、かつてのレスティアとは違う存在になってしまったが──

　それでも、宝物のようにそっと輝く大切な想おもい出でだけは残っていた。

　甘く胸が疼うずくような感覚。

　おそらくは、人が恋と呼ぶもの。

　あの日の想い出だけは、誰だれにも穢けがさせない。




「──できることなら、カミト、私はあなたに殺されたいわ」
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　地面に埋めた火の精霊鉱石が赤々と輝いている。

　カミトたちは手て頃ごろな岩陰を見つけ、暖をとっていた。火の精霊を封じた精霊鉱石は焚たき火びと違って炎も煙も出ないので、目立ちにくいのが便利なところだ。

　本当は一刻も早くクレアたちと合流したいところだが、さすがに、危険な夜の森で強行軍を続けるわけにはいかなかった。

　カミトだけならまだしも、いまは十三歳の女の子を連れているのだ。

「カミト、寒くはないですか？」

　少女の姿に戻ったエストが、ぎゅっと腕に抱きついてきた。

「ああ、俺おれは大丈夫だ」

　カミトが頭を撫なでてやると、エストは気持ちよさそうに目を細めた。

　いつもと同じ無表情。だが、ずっと剣の姿のままにしていたせいか、いまのエストはなんだか甘えたがっているようだ。

「カミト、あたたかいです……」

　やわらかい頬ほおを、すりすりとカミトの腕にこすりつけるエスト。
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　向かいに座るミラが、カミトに冷たい目を向けてくる。

「いつも契約精霊にそんなことをさせているの？」

「いや、そういうわけじゃ──」

「私はカミトの剣、カミトの望むままに」

　エストが無表情にうなずくと、

「なるほど。いたいけな精霊を望むままに……」

　ミラの視線がますます冷気を帯びた。

　……だめだ。誤解がどんどん深まっていく。

「な、なあ、二人とも、お腹なかすかないか？　よかったら、俺おれがなんか作るぞ」

　カミトは誤ご魔ま化かすように口を開いた。

「はい。私はお腹がすきました」

「悪くない提案」

　こくこくと揃そろってうなずく二人。

（……この二人、なんだかテンションが似てるよな）

　カミトは心の中でこっそり苦笑した。

　それから、数分後──

　岩陰には、食欲をそそるいい匂においが漂っていた。

　ミラの持ってきた硬いパンのような保存食にスライスした燻くん製せい肉をのせ、火で炙あぶって調味料で軽く味付けしただけの単純な料理だ。

　それでも、空腹のカミトたちにとってはご馳ち走そうだった。

「……カミト、食べさせてください」

「しかたないな、エストは……」

　カミトは苦笑しながら、パンを細かくちぎってエストの口に入れる。

「おいしいです、カミト」

　無表情にパンを咀そ嚼しやくするエスト。……小動物みたいで可愛かわいらしい。

「精霊に餌え付づけ」

　ミラが冷たい目で睨にらんでくる。

「ほら、おまえも遠慮しないで食べろよ」

　カミトは熱々のパンを目の前に差しだした。

「……私は餌付けされない」

「餌付けじゃないって。怪け我がを治してくれた礼だよ」

「……」

　ミラは無言でパンを受けとると、可愛らしくはしっこをかじった。

「……美味」

「そいつはよかった」

　カミトは苦笑しながら言った。

　二人の美少女が無表情にパンを食べている光景は、なんだかシュールだ。

「あなたの傷──」

「うん？」

　パンを呑のみこんだミラが、おもむろに口を開いた。

「回復したのはあなた自身の治癒力のおかげ。私の精霊魔術はほとんど効かなかった」

「ああ、俺おれは聖属性の精霊魔術を受けつけにくい体質らしいんだ」

　原因はよくわからないのだが、フィアナによると、どうもそうらしい。

「……？　それなら、いつもどうやって治癒しているの？」

　怪け訝げんそうに訊たずねるミラ。カミトは誤ご魔ま化かすように頭をかいた。

「あー、なんというか、仲間の姫ひめ巫み女こが、その、魔術を直接身体からだに送る感じで……」

「……もういい。だいたい理解した」

　ミラは軽けい蔑べつしきった目でカミトを睨にらんだ。

「カミトがチームメイトに肉体奉仕をさせているという情報は本当だった」

「待て、誤解するな！」

「カミト、肉体奉仕とはなんですか？」

　エストが無表情に首をかしげる。

「エスト、そんな言葉は覚えなくていいからな！」

「言葉ではなく肉体で覚えろと？」

「ミラ、なに言ってんだおまえ！」

　ますます視線をけわしくするミラに、カミトは頭をかかえた。





　　　　◇






「ふあ……」

「夕食も食べたし、エストはそろそろ寝る時間だな」

　カミトはエストの頭を撫なでてやった。

　エストはいつもこのくらいの時間に眠りにつくのだ。

「はい、カミト。休眠モードで待機します。おやすみなさい」

　エストは甘えるようにカミトの膝ひざの上に頭をのせた。

　その姿が光の粒子となって虚空に消え、美しい剣の姿に変化する。

　カミトは眠りについた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を、そっと岩壁にたてかけた。

「ミラは寝ないのか？」

「子供扱い？」

「そういうわけじゃない。今日はいろいろ疲れただろ」

「どう考えても、あなたのほうが疲れているでしょう」

「女の子が起きてるのに、俺おれだけ先に寝るわけにはいかないだろ」

「……女の子？」

　ミラはきょとんと首をかしげる。

「カミト」

「うん？」

「眠らないのなら、なにか面白い話をして」

　……なんだか、最近、無む茶ちやなリクエストをされることが多い気がする。

「悪いな。俺は面白い話ができない男なんだ」

　カミトは肩をすくめてみせた。

　話が面白くないことに関しては、クレアのお墨付きだ。

「かまわない。面白いかどうかは私が決める」

「……わかったよ」

　カミトはやれやれと嘆たん息そくし──

「昔々、あるところにランプに封印された精霊が──」

　クレアにせがまれたときとおなじように、レスティアが聞かせてくれた寝物語を暗あん誦しようしはじめると、たちまちミラの瞳ひとみが興味深そうに見開かれた。

「……えっと、こういう話、退屈じゃないか？」

「ううん、続けて」

　ミラが首を振ったので、カミトはかまわずに話を続けた。

　正直、話し方は下へ手たくそだ。それでも、幼い頃ころにレスティアが話してくれたときの口調や手振りを思い出しながら、カミトは話し続けた。

　やがて──

「ふふっ……」

「……!?」

　カミトは驚いて話を中断した。

　……信じられないことに、ミラは笑いを噛かみ殺しているようだ。

「おまえ……」

「……なに？」

　カミトの視線に気付いたミラは、あわてて目を逸そらす。

「笑うとめちゃくちゃ可愛かわいいな」

「な、なにを言うの！」

　さっと顔を隠すようにうつむく。

（……ひょっとして、照れてるのか？）

　ふと、カミトは気になっていたことを訊きいてみた。

「なあ、おまえ、さっき森の中で自分のこと道具って言ったよな？」

「……それがなにか？」

　ミラはまたもとの冷たい顔に戻ってしまう。

「あれは、どういう意味なんだ？」

「そのままの意味。それが精霊使いというものだから」

「精霊使いは道具じゃないぞ。少なくとも、俺おれが通ってた学院ではな」

「それはあなたの価値観。私はこの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜くために育てられた道具。それだけが私の価値のすべて」

　ミラ・バセットは──まだ十三歳のこの少女は、すべてを達観した表情でそう言った。

　それは、幼い頃ころの少年と同じ表情。

　彼女が故国でどのような扱いを受けていたのか、だいたい想像がついた。

（〈精霊剣舞祭〉を勝ち抜くために育てられた少女、か……）

　残酷だな──と、吐き捨てるようにカミトはつぶやく。

　彼女の故国は、神聖ルギア王国から独立して間もない小国だ。軍事力も経済力も、周辺の国家に比べれば大きく劣る。だからこそ、〈精霊剣舞祭〉において華々しい戦果を披露し、国家の威信を高める必要に迫られているのだろう。

　ミラ・バセットは、その目的のためだけに育てられてきた道具なのだ。

　──そう信じこまされ、しだいに人間らしい感情も削そぎ落とされていった。

　それはまるで、レスティアと出で逢あう以前の──

（俺には彼女がいてくれた。けど、こいつには──）

　カミトは思わず口に出していた。

「本当に、そう思ってるのか？」

「……？」

「〈精霊剣舞祭〉に勝ち抜くことだけが、おまえの価値だって」

「私はそれ以外の生き方を知らない」

　ミラが首を振った、そのとき──

　ふいに、カミトは空気がざわめくのを感じた。

「カミト？」

「……やれやれ、こんな夜更けにお客さんみたいだ」

　カミトの言葉で、ミラもようやく気付いたようだ。

　警戒するように周囲を見回すと──

「驚いたわ。気配は完全に遮断していたのに」

　岩場の陰から少女の声がした。

「三番枠とはいえ、さすがはアレイシア精霊学院の代表といったところか」

　反対側からも同時に声がする。こちらの足音は二人だ。

（偶然の遭遇──ってわけじゃなさそうだな）

　カミトは唇くちびるを舐なめながら、壁にたてかけたエストを手にとった。

　おそらく、火の玉のような偵察精霊を放っていたチームだろう。

　右から一人、左から二人、両側から挟むように距離をつめてくる。

「──勇猛なる王の騎士たちよ、我に勝利の光輝を与えよ！」

　ミラが精霊語の呪じゆ文もんを唱えると、その手に精霊魔術の剣があらわれた。

　彼女と背中合わせに立ちながら、カミトは訊きく。

「契約精霊を召喚しないのか？」

「私の契約精霊を召喚するには特別な儀式が必要。ここでは無理」

「……儀式召喚タイプの精霊か」

　強大な精霊の中には召喚に儀式を必要とするものもいる。たとえば、〈チーム・ケルンノス〉の獣群精霊などがそうだが、ミラの契約精霊もそのタイプのようだ。強大さとひき替えに、運用に莫ばく大だいな手間がかかるため、対個人の剣けん舞ぶには向いていない。

　ミラのかかげた剣の光に照らされ、敵の姿があらわになった。

　二人を取り囲む少女たちは、ミラの制服によく似た制服を着ていた。赤地に白のラインは、ちょうど〈破烈の師団〉の制服を反転させたようなデザインだ。

「神聖ルギア王国の〈聖霊騎士団〉──」

　ミラがハッと目を見開く。

　なるほど、ロッソベル公国は神聖ルギア王国から独立した国家だ。となれば、チームの制服が似ているのも当然か。

（〈聖霊騎士団〉といえば、聖騎士ルミナリスのチームだったな……）

　ルミナリスは、三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で決勝まで進んだエース級の精霊使いだ。

　聖属性の精霊を使役する彼女は、決勝戦でカミトを大いに苦しめた。

　彼女はここにいないようだが、〈聖霊騎士団〉といえば大陸でも有数の強豪チームだ。

　満まん身しん創そう痍いに近いいまの状態で、ミラを庇かばいながら戦うのは、少し分が悪い。

「──なあ、退ひく気はないか？　いまなら見逃してやってもいいぜ」

「戯ざれ言ごとを。こんな好機をふいにすると思うか？」

　騎士たちはなぶるように嘲あざ笑わらった。

　おそらく、〈破烈の師団〉が壊滅したことは、すでに知っているのだろう。

　ミラ・バセットの仲間が、弱小チームに所属する男の精霊使いしかいないことも。

　それに、神聖ルギア王国とロッソベル公国は犬猿の仲だ。国家間の政治的な因縁が〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉に持ちこまれるのは比較的よくあることだった。

（……やるしかない、か）

　カミトは面倒くさそうに剣を構える。

「貴方あなたこそ、ミラ・バセットの〈眼め〉を渡せば見逃してやらなくもないわよ」

「ミラの眼？」

「あら、知らずに彼女と組んだの？」

「……」

　ミラのほうをチラッと見ると、彼女は無言で目の前の騎士たちを睨にらんでいた。

「ミラ・バセットの〈眼〉は本来、我が国の財産。我々はそれを回収するだけだ」

「いったい、なんのことだ？」

「これから敗退する貴様が知る必要はない」

　カミトはやれやれと肩をすくめた。……話し合いの余地はないようだ。

　ザッ──三人の騎士が距離を詰めてくる。

「ミラ、俺おれのそばを離れるな」

「甘く見ないで。これでも〈破烈の師団〉の師団長」

「……わかった。背中はまかせる」

　刹せつ那な。三人の騎士が同時に動いた。

　鳴り響く剣響。夜よ闇やみに激しい火花が散る。

　重い戦せん斧ぷの一撃を、カミトはテルミヌス・エストで受け止めた。

「……くっ！」

　腕に鋭い痛みが走る。崖がけから落ちたときの傷がふたたび開いたのだ。

（──さすがに手て練だれだな。舐なめてかかるわけにはいかないか！）

　真横に跳びながら、カミトは剣を片手に持ちかえた。

「逃がさない──」

「……っ!?」

　風を裂いて巨大な戦斧が飛来する──

　予想外の攻撃に、カミトの反応が一瞬遅れた。

「──群れなす夜の眷けん属ぞくよ、汝なんじの敵を屠ほふれ！」

　瞬間。飛来する戦斧は空中で、その姿を無数の蝙こう蝠もりの群れに変化させる。

「……っ、こいつは、軍団精霊レギオンか！」

〈軍団精霊レギオン〉タイプは、複数の精霊の集合体で構成される契約精霊だ。細かい命令を下すには向いていないが、対集団戦の苦手な相手には、大きな効果を発揮する。

　カミトのテルミヌス・エストは、対集団戦に不向きな剣タイプの精霊魔装エレメンタルヴアツフエだ。

　黒い積せき乱らん雲うんのような精霊の群れに向かって、カミトは剣を振るった。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉の斬ざん閃せんは、押し寄せる精霊の群れを一瞬にして消滅させる──

　だが、消滅したのはあくまで群れの一部にすぎない。蝙こう蝠もりのような精霊の群れは、耳みみ障ざわりな金切り声を上げながら、カミトめがけて殺到した。

　鋭い爪つめで全身を切り刻まれる。浅く切った肌から赤い血が流れ落ちた。

「くっ……」

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉において精霊使いを殺すことは許されていないが、それは逆に、命を奪わなければ、肉体的に痛めつけてもかまわないということだ。

　徐々に体力を奪うのが相手の狙ねらいなのだろう。

（クレアの炎の鞭フレイムタンなら、まとめて焼き払えるんだけどな……）

　カミトは広範囲殲せん滅めつ用の精霊魔術を使えない。精霊の群れに視界を塞ふさがれて確認できないが、おそらくミラもほかの精霊使いと交戦中だ。

（こいつらを一匹ずつ潰つぶしてたらキリがない……！）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を構えると、積乱雲のような群れの中にあえて飛びこんだ。

　ダメージを負うことを覚悟で突破し、相手の精霊使いを直接叩たたく──！

「──そうはさせないわ、不義なる者を捕らえよ、〈咎人の足枷ギルテイ・スナツチ〉！」

「……っ!?」

　突如、虚空から出現した輝く枷かせが、カミトの脚に嵌はめられた。

　猛たけり狂う精霊の群れの中で、カミトの動きが止まる。

「軍団精霊レギオンから逃れようしたところを〈咎人の足枷〉で捕らえる。聖霊騎士団の連携に隙すきはないわ」

　もう一人の騎士が勝ち誇った声で嘲あざ笑わらった。

（なるほど、さすがに強豪チームだな──）

　カミトは内心で舌を巻いた。軍団精霊は視界を隠すカモフラージュとして使い、捕縛系の精霊魔装エレメンタルヴアツフエである〈咎人の足枷〉を忍ばせる──契約精霊どうしの相性を考えた、コンビネーション攻撃だ。

　動きの止まったカミトに、軍団精霊が容赦なく襲いかかる──

「……作戦は悪くない。けどな、俺おれのエストを甘く見すぎだ！」

　カミトは叫び、〈魔王殺しの聖剣〉に神威カムイを込めた。

「──なんだと!?」

　二人の騎士が驚きよう愕がくの声を上げる。

　激しい閃せん光こうが爆はぜ、両脚を縛いましめていた精霊魔装の枷を断ち切った。

　圧倒的な輝きを放つ聖剣を構え、カミトは突進する。

　群がる軍団精霊は、テルミヌス・エストの放つ剣気に触れるだけで消滅した。

「くっ……戻れ！」

　眼前の騎士が、あわてて軍団精霊レギオンを戦せん斧ぷに戻そうとする──が、遅い。

　カミトは一瞬で間合いを詰め、騎士の胴を薙ないだ。

「があっ──！」

　ほとばしるような叫びを上げ、その場に倒れこむ騎士。もっとも、〈元素精霊界アストラル・ゼロ〉において、物質収斂マテリアライズさせていない精霊魔装エレメンタルヴアツフエのダメージは精神ダメージに変換されるため、少女は一時的に意識を失っただけだ。

　同時に、黒雲のような軍団精霊も光の粒子となって消滅した。

「はあっ、はあっ……」

　輝きを失った剣を地面に突きたて、カミトは肩で息をつく。

（さすがに、きついな……）

　テルミヌス・エストは最強クラスの精霊魔装だ。

　ゆえに、いまのような使い方をすれば、神威カムイを一気に消耗してしまう。

　一対一では勝てないと判断したのか、〈枷かせ〉使いの騎士は舌打ちして後退した。

　岩場の向こうでは、ミラと細身の剣を持った騎士が戦っている。

　激しく散る火花。執しつ拗ように打ち下ろされる剣を、ミラが光の剣で弾はじく。

　ミラの剣技は決して悪くない。学院なら上位の成績を得られるに違いない。

　だが、一流の精霊使いの集まる〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台においては、少々力不足だ。

　精霊使いとしての技量は、相手のほうが明らかに上だった。

　カミトはふらつきながら、剣を構えた。

　しかし、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉は弱々しい光を放つだけだ。

「力を使いはたしたようね、男の精霊使い」

「そいつは、どうかな……！」

　よろめきながら、カミトはミラを援護するために走る──

「──させないわっ、〈咎人の足枷ギルテイ・スナツチ〉よ！」

　騎士の手から鎖付きの枷が放たれる。カミトは地面を蹴けって回避──が、その枷は囮おとりだ。反対側から放たれたもうひとつの枷が、カミトの右腕に喰くらいつく。

「もう〈枷〉を解く力は残っていないでしょう！」

　カミトの動きが止まった、その瞬間──

　ミラと戦っていたもう一人の騎士が向かってくる。

「──カミト！」

「片手だけで十分だ」

　声を上げるミラに向かって笑いかけると、カミトは剣を左手に持ちかえた。

　黒い革手袋に覆われた左手。闇やみ精せい霊れいの精霊刻印が鈍く疼うずく。

「──残念だったな、俺は両方とも利き腕なんだ」

　片腕を〈枷かせ〉に捕らわれたまま、カミトは地を蹴けった。

　軸足を回して身体からだ全体を回転、相手の突進に合わせてカウンターの刺し突とつを放つ。

　突き込まれた剣が頬ほおをかすめる──

　だが、同時にカミトの剣は、相手の心臓を深々と貫いていた。

「がっ……！」

　叩たたきこまれた精神ダメージによって意識を失い、倒れこむ騎士。

　カミトは無理な動きで痛めた肩を押さえながら、背後の〈枷〉使いに向かって訊きく。

「──で、あとはおまえ一人になったわけだが……どうする？」

「……っ！」

　騎士は悔しそうに唇くちびるを噛かむと、

「覚えておきなさい、ルミナリス様がおまえを叩きのめしてくださるからっ」

　そんな捨すて台詞ぜりふを残して、森の奥へ消えていった。

　同時に、カミトを縛いましめていた〈枷〉も消滅する。

（あのレベルの精霊使いが三人──三年前の俺おれなら、数秒もかからなかっただろうな）

　胸中で自じ嘲ちようするように独りごちると、カミトは喀かつ血けつした。

　もともと、テルミヌス・エストを全開で使える体調ではなかったのだ。

（……けど、いまじゃこのざまだ）

　ふらっとよろめき、力尽きたようにその場に倒れ伏す。

「──カミト、カミト！」

　遠のいていく意識の向こうで、ミラの声が聞こえた。





　　　　◇






「──な、なんだ、あれは！」

「まさか、軍用精霊!?」

　立ちはだかる巨大な影が、森の木々をまとめて押し潰つぶす。

〈拠点〉を破壊された小国のチームは、悲鳴をあげながら森の中を逃げまどった。

　獣の姿をした精霊たちが、〈巨像〉に向かっていっせいに襲いかかるが、巨像は重い拳こぶしを振り上げ、有象無象の精霊たちを一撃で蹂じゆう躙りんする。

「あははっ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の代表といっても、この程度？」

　巨像──戦術級軍用精霊〈コロッサス〉の肩に座るのは、暗灰色アツシユグレイの髪の少女。

〈教きよう導どう院いん〉第二位の〈怪物〉──ミュア・アレンスタールだ。

　たなびく黒煙、燃え上がる炎の中──

　紅ぐ蓮れんの仮面の少女は、破壊の様子を無感動に眺めていた。

　小国の精霊使いたちは、いまだに抵抗を続けているが、ミュアの力なら、数時間とたたずに〈拠点〉ごと殲せん滅めつできるだろう。

「レン・アッシュベル様、あのままでは、ミュアは精霊を使い潰つぶしてしまいます！」

　側近のリリィ・フレイムが跪ひざまずき、焦った様子で言った。

「問題ない。廃棄寸前の軍用精霊一体で〈拠点〉を落とせるなら、それで十分だ」

「しかし、あの〈コロッサス〉はアルファス教国の軍部から提供されたもの──」

「どのみち連中には扱いきれぬ精霊だ。〈愚者の万力ジエスターズ・バイス〉で使い潰してしまったほうが、廃棄の手間もはぶけるだろう」

　レン・アッシュベルは肩をすくめると、リリィに向きなおった。

「それより、あの闇やみ精せい霊れいとネペンテス・ロアの行方はわかったのか？」

「そ、それは……申し訳ありません。いまだ……」

　リリィは悔しげに唇くちびるを噛かんだ。

　あの闇精霊は、許可もなくネペンテス・ロアを連れ出し、精霊使いの神威カムイを無差別に奪わせている──レン・アッシュベルに対する明確な裏切り行為だった。

「そうか。では引き続き捜索を続けろ」

「はっ──」

「もっとも、あの闇精霊が何を目もく論ろんでいようと、私の計画に変更はないがな」

「レン・アッシュベル様、ひとつ、お尋ねしてもよろしいでしょうか……？」

　リリィは顔を上げ、遠慮がちに訊たずねた。

「なんだ？」

「あのネペンテス・ロアとは、いったい何者ですか？」

　あの黒騎士の化け物が、普通の人間でないことは、彼女にもわかっていた。

　あれは、目の前の主人が禁断の呪法で蘇よみがえらせた、この世ならざる存在だ。

　しかし、いったい何者なのか──？

　紅蓮の仮面の奥で、燃えるような真しん紅くの瞳ひとみがリリィを射い貫ぬいた。

「さ、差し出がましいことを申し上げました！」

　リリィはたちまち後悔して、その場に平伏した。

　視線だけで、心臓を鷲わしづかみにされたような感覚になる。

「──あれは、かつての魔王の後継者だ」

「魔王の後継者……？」

「あるいは、古いにしえの時代に葬られし〈闇の精霊王レン・アツシユドール〉の意志そのもの──」

　彼女の焔ほのおのような瞳が昏くらく燃えた。

「──私や彼と同じ存在だよ」






第七章　帰還






　不思議と心をかき乱す、闇やみ精せい霊れいの少女を殺そうと躍起になるうちに──

　少年は信じられないほどの速度で成長していた。

　それは、彼を少女とひきあわせた〈教きよう導どう院いん〉の老人たちでさえ、予想もしていなかったことだった。いまや、彼と同じ〈教導院〉で訓練を受けた位階クラス持ちの精霊使いの中にも、彼と戦える者は数えるほどしかいない。

「私を殺してくれるんじゃなかったの？」

「殺してやるさ──いつか、絶対にな」

　数時間にもおよぶ、殺し合いのような教練の中で──

　いつしか、それが二人の口癖のようになっていた。

　殺し合いのあとで、少年は彼女とよく話をした。

　闇精霊の少女は、少年の知らない、この世界の様々なことを教えてくれた。

　この世界に満ちている──悲しみ、喜び、数多くの美しいもののことを。

　そして眠る少年のかたわらで、少女は毎晩、優しく寝物語を聞かせた。

　──はたから見れば、それはとても奇妙な関係だった。

「そして、王様はランプの精霊をふたたび封印したの──」

「……続きは？」

　少女の膝ひざに頭をのせたまま、少年は話の続きをねだった。

　彼女はいつも、すごくいいところで話を終わらせてしまうのだ。

「続きはまた明日よ」

　少年の黒髪を優しく撫なでて微笑ほほえむ少女。

　その指先は、ついさっきまで、少年に容赦のない魔術攻撃を放っていたのだが。

「いま話してよ。明日は僕の命があるかどうかわからない」

「ああ、明日は、大祭殿の破壊任務があるのね──」

　少年はわずか十二歳にして、〈教導院〉の仕事を任せられるようになっていた。

「破壊活動をするのはミュアだよ。僕とリリィは彼女の援護だ。〈大祭殿〉には、精鋭の精霊騎士が八人も護衛についてる」

「生きて帰れるかしらね？」

「さあね。僕は道具だ──命令通りに任務を遂行するだけだよ」

「でも、死んだら話の続きは聞けないわよ」

　少年は閉じかけていた目をハッと開いた。

「……それは嫌だな」

「話の続きが聞きたければ、生きて帰ってきなさい」

「……うん、そうだな……わかったよ」

　少年は素直にうなずいた。

「それに、約束だからな──」

「約束？」

「おまえを殺すのは僕だ」

「ふふっ、そうね」

　死ぬことは怖くない。けれど、いまは生きよう──と、少年は思った。

　彼女との約束をはたすために──
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「う、ん……」

　後頭部に心地のよいやわらかさを感じて、カミトは目を覚ました。

　まぶたを開くと、目の前に可愛かわいらしい少女の顔があった。

「……ミラ!?」

「まだ寝ていなくてはだめ」

　ふよっ。ミラ・バセットはカミトの頭をふとももに押しつける。

　すべすべの肌に頬ほおが触れ、カミトは不覚にもドキッとした。

　しかたなしに、カミトはそのまま横になる。

　空はまだ薄暗い。夜が明けたばかりのようだ。

　……女の子に膝ひざ枕まくらされる感覚は、なんだかとても懐かしい感じがした。

（あの頃ころは、よく彼女の膝で眠ったな……）

　目を開けたまま、少しぼーっとしていると──

「眠らないの？」

「ああ。俺おれはそれほど睡眠をとらなくても大丈夫な身体からだなんだ」

「そう……私と同じなのね」

「ミラも？」

「私はそういう風ふうに調教されてきたから」

　カミトはハッとしてうめいた。

　……そうだ。彼女はカミトと同じように、道具として育てられてきたのだ。

（やってることは〈教きよう導どう院いん〉の連中と変わらないじゃねーか……！）

　ミラを育てたロッソベル公国の騎士団に、激しい憤りを感じる。

　しかも、彼女には、カミトにとってのレスティアのような存在がいなかったのだ。

　ミラの膝ひざからゆっくりと起きあがったカミトに、

「これ、あなたの──」

　ミラはふたつの〈魔ま石せき〉を差し出した。

「ん？　ああ……」

〈聖霊騎士団〉の二人が持っていた〈魔石〉を回収したのだろう。

　カミトはひとつを手にとると、もうひとつを残してミラに握らせた。

「……？」

「それは〈破烈の師団〉のものだ。〈魔石〉は公平に分配するって誓約しただろ？」

　ミラは首を横に振る。

「彼女たちを倒したのはカミト」

「俺おれたちは同盟者だからな」

　強引にミラに〈魔石〉を握らせて、カミトは立ち上がった。

　ミラはしばらく、手の中の〈魔石〉を見つめていたが──

　やがて小さくうなずくと、制服のポケットにしまった。

「カミト……」

「うん？」

　ミラがカミトを見上げた。

　紺こん碧ぺきの右みぎ眼めと琥こ珀はく色いろの左ひだり眼め、左右で色の異なる瞳ひとみがカミトを見つめる。

「私の〈眼〉のことを、訊きかないの？」

「……眼？」

　──そういえば、〈聖霊騎士団〉の連中が、ミラの〈眼〉がどうとか言っていた。

「訊いてほしいのか？」

「……」

「ミラが話したくなったら、そのときは聞いてやるよ」

　カミトが肩をすくめた、そのとき──

　頭上で、鳥が翼をはためかせる音が聞こえた。

「なんだ？」

　二人揃そろって空に目を向けると、大きな翼を広げた魔鳥が上空を旋回していた。

「あれは……エリスの〈シムルグ〉！」

　遠目だが間違いない。エリスの契約している魔風精霊だった。

「知っているの？」

「ああ。どうやら、仲間が俺を捜してくれてたみたいだ」

　やがて、魔風精霊はゆっくりとカミトたちの前に舞い降りてきた。

　翼をたたんだ魔鳥に向かって、カミトは真っ先に訊たずねる。

「クレアは無事なのか？」

　シムルグはうなずきながら短く鳴いた。

　……どうやら無事らしい。

「そうか……よかった」

　カミトはほっと安あん堵どの息をつく。

「みんなに伝えてくれ。俺おれは無事だ。もうすぐ戻るってな」

　シムルグはひと声鳴くと、朝焼けの空に飛び立っていった。

「行くぞ、ミラ……出発だ！」

　二人は夜営道具を急いで片付けはじめた。

（クレアのやつ、怒ってるだろうな……）
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　クレアは毛布をかぶってうずくまっていた。

　身体からだがだるい。まだ熱があるようだ。

「カミト……」

　その名前をつぶやくのは、もう何度めかわからない。

　クレアはぎゅっと毛布の端っこを握りしめた。

　ぼんやりと、寝床の横に立てかけてある小さな鏡に目を向ける。

「ひどい顔ね……」

　自慢の髪はほつれ、目はひと晩泣きはらしたせいで赤くなっていた。

「──姉様がいなくなったあの日から、もう絶対に泣かないって決めたのに」

　小さなテーブルの上には、布で覆いをかけられた朝食のお膳ぜんがあった。たぶんリンスレットが持ってきてくれたのだろう。

　……けれど、いまはきっとなにも喉のどを通らない。

（カミト、あんたがそばにいないと、あたし……）

　疼うずくようなこの胸の痛みはなんだろう。

　……寂しさ？　ううん、それもあるけど、もっと別の──

（あたし、あいつに意地悪なこといっぱいしてきたわ……）

　クレアはこれまでのことを振り返って反省した。

　カミトがほかの女の子とイチャイチャしてるのが、なんだか無性に悔しくて、許せなくて、鞭むちで叩たたいたり、消し炭にしたり──

（……あたし、ばかね。いまなら、もっと素直になれるのに）

　はあ、とため息をついた、そのとき──

　毛布の中で何かがもぞもぞと動いた。

　首を傾かしげながら毛布をはぐと、あたたかな炎を纏まとう火ひ猫ねこ精せい霊れいがいた。

「スカーレット……」

　クレアはハッと心を打たれた。

　自分も弱っているのに、クレアの身体からだをずっとそばで温めていてくれたのだ。

「ニャー……」

「……そ、そうね。ご主人様のあたしが、あいつを信じてなきゃだめよね」

　スカーレットに励まされ、クレアはごしごしと目をこすった。

　パシンと頬ほおを叩たたくと、髪の両端をお気に入りのリボンでツーテールにくくる。

「……そうよ。あたしはあきらめない。カミトは絶対に生きているわ」

　いきおいよく立ち上がると、朝食のお膳ぜんをがつがつ食べはじめた。

　元名門貴族のお嬢様にはふさわしくない食べ方だったが、いまはそんなことにかまっていられない。早く体力を回復してカミトを捜しに行くのだ。

　そのとき、パタパタと足音がして、テントの入り口がバッと開いた。

　血けつ相そうを変えてあらわれたのはリンスレットだ。

「クレア、カミトさんが見つかったそうですわ！」
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　──それから数時間後。カミトは〈チーム・スカーレット〉の拠点に帰ってきた。

　森の中に巧妙に隠してある拠点の入り口で、チームメイトに出迎えられたのだが──

「……まったく、君はどれだけ心配をかけるのだ！」

「わ、わたくしは、べつに心配なんてしていませんでしたけど……！」

「もう、カミト君はあいかわらず無む茶ちやをするんだから！」

「わ、悪い……」

　三人のお嬢様にそれぞれ怒られ、カミトはたじたじとなる。

　……たった一日のこととはいえ、相当心配をかけてしまったらしい。

　クレアは、紅玉ルビーの瞳ひとみに大粒の涙をため──

「……くっ……ひくっ……」

　……なんと、泣きじゃくっていた。

「お、おい、クレア!?」

　カミトがあわてて彼女の両肩に手をのせると──

「ばかぁっ……ほんとに、心配したんだからっ……ふああああん！」

　ぽかぽかぽかっ。

　両手を握ってカミトの胸を叩たたいてくる。

「クレア……ごめんな」

　そんなクレアの頭を、カミトは優しく撫なでた。

「ふぁっ……ひっく……ば、ばか……」

「カミトさんを心配して、昨日はずっと泣いていましたのよ」

　リンスレットが耳もとで教えてくれた。

「そうなのか？」

　途端、クレアの顔がカアッと真まっ赤かになった。

「う、嘘うそよ！　泣いてなんかいないわ！」

「あら、誤ご魔ま化かしても無駄ですわよ」

「……～っ！」

「とにかく、クレアが無事でよかったよ」

　苦笑しながらカミトが頭をまた撫でると、

「う、うん……カミトが助けてくれたおかげよ」

　クレアは顔をますます赤らめてうつむいた。

　そして、何かを決心したように、きゅっと唇くちびるを噛かむ。

「カ、カミト……」
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　もじもじと指を絡め、こくっと大きくうなずいて──

「あのね……あ、あたし、これからは、も、もっと素直になろうって──」

「……あ、そうだ。ちょっと待ってくれ」

　唐突に、カミトがそんなことを言った。

「……へ？」

　きょとんとするクレア。

「いや、先に、みんなに報告しておかなきゃならないことがあったんだ」

「……？」

　全員が首をかしげる。カミトは背後の茂みを振り返った。

「ミラ、いいぞ──」

「はい」

　茂みの奥がガサガサと揺れ──

　ダークブラウンの髪の少女、ミラ・バセットが姿をあらわす。

「……え？」

　驚きの声を上げるクレアたち。

「……はじめまして」

　ミラは前に進み出ると、クレアたちに向かって礼儀正しく頭を下げた。

「……」「……」「……」「……」

　お嬢様たちが沈黙する。

　そして──

「ね、ねえ、カミト……？」

　クレアが肩をわなわなと震わせた。

「……そ、その可愛かわいらしい娘こは、な、なんなの？」

　紅あかいツーテールがメラメラと逆さか立だつ。

「……お、おい、クレア？　なにを怒ってるんだ？」

「お、怒ってないわよ、べつに、ぜんぜん怒ってないわ……！」

「カミトっ、君という男は……！」

「……いったい、どういうことですの！」

「まさか、誘拐!?」

　エリス、リンスレット、フィアナも、凍えるような視線を向けてくる。

　……なんだか、とても失礼な誤解をされているようだった。

「……違う。誘拐ではない」

　幸いにも、ミラが誤解を解いてくれた。

「──私はロッソベル公国代表〈破烈の師団〉の師団長、ミラ・バセット」

「ミラ・バセット──じゃあ、あなたが同盟の要請を……？」

　訊たずねるクレアに、ミラはこくっとうなずいて、

「はい。カゼハヤ・カミトとは、すでに同盟締結の誓約ゲツシユを交わした」

「……誓約ゲツシユを？」

　ミラの言葉に、お嬢様たち全員の耳がピクッと反応した。

「同盟を結んだのは俺おれの独断だ。……なにか、まずかったか？」

「う、ううん、それはいいんだけど……」

　クレアはむっと唇くちびるをとがらせた。

「精霊使いの〈誓約ゲツシユ〉の儀式というのは、たしか……」

「双方の口づけ──が必要でしたわよね？」

　エリスとリンスレットが、じーっと睨にらんでくる。

「う……」

「……したのね、カミト君？」

「い、いや、それはだな……」

　カミトの目が一瞬泳いだのを、彼女たちは見逃さない。

「カミト、正直に答えなさい！」

「それは、したことはしたが、それはあくまで手にだな……」

「信じられないっ、こ、こんないたいけな十三歳の女の子に──！」

　しどろもどろに弁解するカミトだが、お嬢様たちの目は冷たくなるばかりだった。
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　──結局、誤解が解けるまでに、かなりの時間がかかってしまった。

（……なんであんな疑いをかけられるんだろうな？）

　首をかしげながら、カミトはテントの寝床に横になる。

　肉体の疲労がたまっている。夕食まで仮眠をとるつもりだった。

　ミラのことは、クレアたちにまかせておけば安心だ。年下の女の子が来たのが嬉うれしいらしく、みんな妹のように可愛かわいがっていた。

　……もっとも、ミラのほうは戸惑っていたようだが。

「……カミト、まだ起きてる？」

　と、入り口のほうからクレアの声がした。

「ああ……」

　カミトが返事をすると、包帯を手にしたクレアがそっと入ってくる。

「どうしたんだ？」

「新しい包帯、巻いてあげるわ。怪け我がしてるんでしょ？」

「あ、ああ、すまん……」

　カミトが手を差し出すと、クレアは優しい手つきで包帯を巻いてくれた。

「……」

　なんとなく、気まずい沈黙。

　何か話そうと思うのだが、なんだか言葉が出てこない。

　これまで、毎日のように一緒にいたせいかもしれない。たった一日でも離ればなれになったことで、調子が狂ってしまったようだ。

　それに、クレアが心配して泣いてくれたことを思い出すと、なんだか照れくさい。

「ねえ、カミト……」

「ん？」

　先に口を開いたのは、クレアのほうだった。

「さっきは、ごめんね。……その、あ、あんたのこと疑って」

「おまえ、なんか変なもんでも食ったのか？」

　らしくない態度に、カミトは眉まゆをひそめた。

「う、うるさいわねっ、素直に謝ってるだけでしょ！」

「わ、わかった……！」

　……うん、いつものクレアだ。

　カミトの腕に包帯を巻きながら、クレアは静かに話しはじめた。

「あたし、ルビア姉様がいなくなってから、ずっと一人だったわ」

　強さを求めることに焦って、気に入らない上級生や風王騎士団シルフイードと衝突していた日々。

　あのときは、なにもわかっていなかった。

　まわりのすべてが敵に見えていた。

　仲間なんていらない。誰だれも信じない。一人で強くなればいい。

　……本当にそう思っていたのだ。

「でも、あんたと出で逢あって……あたし、変わったと思う」

「……そう、かもな」

「フィアナもエリスもリンスレットも……た、大切な仲間だと思っているわ」

　恥ずかしいのか、クレアは照れるように頬ほおを赤らめた。

「ああ、そうだな」

　カミトはうなずく。

「えっとね、だから、その……ずっと、カミトに言いたかったことがあって……」

　クレアは包帯を巻く手をとめ、もじもじと口ごもる。

　それから、意を決したように顔を上げ──

「カミト、ありがとう……」

　はにかむように、そう言った。

「クレア……」

　カミトは静かに息を呑のむと──

「俺おれもだ」

「え？」

「俺もクレアたちと出会わなかったら、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の舞台にはこられなかった。その、人数がどうのこうのじゃなくて……意味、わかるよな？」

「……うん。あたしたちみんな、きっと一人だったらここには立てなかったわ」

　すべての包帯を巻き終わると、クレアは立ち上がった。

「それじゃ、今日はゆっくり休みなさい」

　テントを立ち去ろうとするクレア。

　その背中に向かって……カミトは声をかける。

「レスティアは、いずれ俺を狙ねらってここへやってくるはずだ。俺はしばらく、ここを離れていたほうがいいのかもしれない」

　ネペンテス・ロア──あの化け物と一緒に、必ず来る。

　そのとき、はたしていまの自分はクレアたちを守れるのか、自信がなかった。

　だが、クレアはきっぱりと首を横に振った。

「そのときは、迎え撃つだけよ。チーム・スカーレットの全員で」
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　その日の夕食は、〈破烈の師団〉との同盟成立を祝って、ささやかな宴うたげが催された。

　切り株のテーブルの上には、おいしそうな料理がところせましと並んでいる。

　蜂はち蜜みつたっぷりのパン。煮豆。野草とキノコのサラダ。ローレンフロスト風ふうシチュー。川魚のパイ包み。デザートにはフルーツの缶詰の盛り合わせという豪華なメニューだ。

「すごい……」

　ミラが驚きの声を上げた。

「ほら、遠慮しないで食べなさいよ」

「いいの？」

「もちろんよ。ミラはあたしの奴隷を助けてくれたんだから」

　クレアは、ミラのために魚のパイを切ってあげていた。

　カミトが寝ているあいだにずいぶん仲よくなったようで、こうして並んでいると、二人はまるで仲のいい姉妹のようだ。

　ちなみに、クレアのカミトへの態度は、もういつもの彼女に戻ってしまっていた。

「クレア、俺おれにもパイを切ってくれ」

「あら、いい度胸ね、エルステイン家の令嬢に命令するの？」

　……こんな感じだ。

「メインディッシュが焼けましたわ」

　リンスレットが、じゅうじゅう焼けた肉をのせた大皿を持ってやってきた。

　イノシシの丸焼きだ。

「本当にイノシシを狩ってきたのか！」

「ふっ、このわたくしが、フェンリルと一緒に仕留めてきましたのよ」

　誇らしげに胸を揺らすリンスレット。

　やわらかそうな肉は汁気たっぷりでとてもうまそうだ。摺すりおろした生姜しようがとニンニク、香辛料を加えた特製のソースをかけると、芳ほう醇じゆんな香りがテーブル中にひろがった。

「うん、肉がやわらかいな。焼き加減も最高だ」

「ふふっ、よろしければ、もっと大量に狩ってきますわよ？」

「いや、聖域の獣を乱獲するのは、さすがにどうかと思うぞ……」

　半はん眼がんでツッコみながら、カミトはサラダを口に運ぶ。

　テーブルの下では、スカーレットとシムルグが肉をめぐって争っていた。

　フェンリルは遠くで行儀よく座っているが、よく見れば口からよだれを垂らしている。

　ローレンフロスト家は精霊の躾しつけに厳しいようだ。

「なあ、リンスレット、フェンリルに肉をあげてもいいか？」

「いつもはあげないようにしているのですけど……今日は特別ですわよ」

　お嬢様の許しが出たので肉を投げてやると、フェンリルは嬉うれしそうに飛びついた。

「カミト、私もお肉が食べたいです」

「ああ、エストには一番おいしいところをあげるからな」

「嬉しいです、カミト」

「ちょっとカミト、あんたエストに甘すぎよ！」

「ふふっ、ソースが胸に垂れてしまったわ。カミト君、拭ふきとってくれるかしら？」

　ふよんっ。突然、フィアナがソースのついた胸をカミトの腕に押しつけてきた。

「じ、自分で拭けるだろ？」

「自分ではうまくとれないのよ……拭くのがいやなら、舐なめてもいいのよ♪」

「なっ……わ、わかったよ、拭けばいいんだろ」

　カミトはドギマギしながら、やわらかい胸の谷間にハンカチをあてる。

「んっ……カミト君の指使い、なんかだえっちよ♪」

「フィアナ!?」

「あたしが拭ふいてあげるわ、王女殿下」

「ひゃんっ！」

　いつのまにか、フィアナの背後にまわったクレアが彼女の胸を揉もみしだいた。

「なにするのよ！」

「カミトはあたしの奴隷よっ、勝手なことはさせないわ！」

「やんっ、お、王族に対する不敬罪よ！」

　テーブルの上でもみ合う二人を放ほうっておき、カミトは煮豆に手をのばした。

「……ん、この煮豆もうまいな」

　素朴だが、出だ汁しがきいていて繊細な味付けだ。

　その感想を聞いたエリスのポニーテールがぴょんと跳ねた。

「カ、カミト、それは私が作ったのだ……」

「エリスが？　ああ、いわれてみれば、そんな感じはするな」

「……リンスレットの料理に比べると、その、地味だと思うが」

　申し訳なさそうに、もじもじと指を絡めるエリス。

「いやいや、見た目は地味だけど、すごい手間がかかってるだろ、これ。俺おれも少しは料理作るからわかるぞ。一生懸命作ってくれたのが伝わってくる」

「そ、そうかっ！　き、君に喜んでもらおうと思って……よかった」

　エリスは照れたように、小指でポニーテールの髪をくるくるしはじめた。

「カミト、よ、よかったら、私が食べさせてやるぞ。その怪け我がでは食べづらいだろう」

「いや、それはちょっと恥ずかしいっていうか……」

「遠慮することはない。ほら、あーんをしろ」

「あ、ああ……」

　ぱくっ。……なんとなく流されて、カミトはスプーンをくわえていた。

「お、おいしいか？」

「……ああ、うまい」

「エリス、抜け駆けはずるいわよ！」

「わたくしの料理も食べてくださいな！」

　フィアナとリンスレットがエリスに詰め寄った。

「ご、誤解するな！　私はただ、カミトが手を怪我しているからしかたなくだな……」

「だ、だったら、あたしも食べさせてあげるわ！」

　フォークに突き刺した肉を突き出してくるクレア。

「熱いっ、クレア、頬ほおにあたってる！　っていうか痛いてえっ！」

「……」

　ミラは、そんな喧けん騒そうのような食事の風景を呆ぼう然ぜんとながめていた。

「ミラ、どうしたんだ？」

「こんな風ふうに食事をするのは初めて」

　カミトが訊きくと、ミラは抑揚のない声でそう答えた。

「ミラのチームは、みんなで食事しないのか？」

「私は、仲間の騎士からは丁重に扱われていたから」

　ミラは静かに首を横に振る。

（丁重に扱われていた──か）

　大切にされていたというのとは、その意味がちょっと違う。

　壊れないように、傷をつけないように──距離を置かれていたということだ。

　十三歳のこの少女は、ずっと、誰だれにも触れられない場所にいた。

　まるで、祭壇に祀まつられた贄にえのように──

「ミラもちゃんと食べなさいよ。食べないと大きくなれないわよ」

　クレアはミラの頭にぽんと手をのせた。

「そうですわ。まあ、クレアの胸はもう手遅れですけど」

「誰が胸のことを言ったのよ！」

　喧けん嘩かするクレアとリンスレットを見つめながら──

　ミラの表情が、ほんのわずかにほころんだのを、カミトは見逃さなかった。





　　　　◇






　──彼女との別れは、唐突におとずれた。

「私があなたを訓練するのは今日が最後よ」

「……え？」

　唐突に告げられ、少年は呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

「どうして……どうしてだよ！　僕は──まだおまえを殺してない！」

「あなたは強くなったわ。もう私が教えることはないの」

　黒髪の少女は穏やかに微笑ほほえむ。黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみに悲しみをたたえて。

「……嫌だ」

「カミト？」

「嫌だ！　おまえはそばにいろ！　ずっと僕のそばに──」

　言葉の途中で、カミトはハッと口をつぐんだ。

「だ、だから、その、僕は……」

　しどろもどろに顔を赤らめる。

「そんな表情をするようになったのね。出で逢あった頃ころはずっと仏頂面だったのに」

　闇やみ精せい霊れいの少女は少年の頭を優しくなでた。

「背も私と同じくらいになったわ」

「……か、からかうな！」

　カミトは怒ったように首を振る。

　彼女と出会う以前の少年は、こんな風ふうに感情を乱すことはなかった。

「話の続き──」

「……？」

「僕は、まだあの話の続きを聞かせてもらってない」

　彼女が寝物語に聞かせてくれたおとぎ話のことだ。

　そのおとぎ話の続きを、少年はいつしか一番の楽しみにするようになっていた。

「……ごめんなさい」

「どうしてっ、どうして謝るんだよ──」

　少女は、少年の言葉を塞ふさぐように口づけした。

「……！」

　驚きに目を見開く少年。

　彼女は唇くちびるをそっと離すと、恥じらうように微笑んだ。

「キスは初めて？」

「……」

　少年は惚ほうけた表情でうなずく。……頭が真っ白で何も考えられない。

「──覚えておいて、これはあなたと私の契約の口づけよ」

　頬ほおをなでる少女の指先は、光の粒子となって虚空に消えていく──

「いつか私が私でなくなってしまったら、そのときは──」




　──あなたが私を殺して。





　　　　◇






「ふう、生き返るなー……」

　満点の星空の下。カミトは一人、露ろ天てん風ぶ呂ろに浸つかっていた。

　温泉ではなく、岩で囲った溜ため池いけに、火精霊の力で湯を沸かした風呂だ。清らかな水が傷口にここちよく染みる。聖域の水には疲労回復の効果があるのだ。

　カミトは月光に左手の〈精霊刻印〉を照らした。

　三日月のような紋様に、うっすらと血が滲にじんでいる。

　……最近、彼女の夢をよく見るようになった。

　カミトがまだ、最強の剣舞姫レン・アツシユベルになるよりも前の記憶だ。

　あの日、レスティアが再び封印されたのは、彼女が少年に、教えてはならないもの──ヒトの心を教えてしまったからだった。

　その後、〈教きよう導どう院いん〉の老人たちの再教育によって、少年は再び心を失ったが──彼の中に芽生えた彼女への思慕だけは、決して忘れることはなかった。

　そして四年前。炎の魔神の襲撃によって〈教導院〉が壊滅したあの日、彼は彼女を封じた指輪を持ち出し、それから、二人だけの旅がはじまったのだ。

　──つかのまの美しい日々が。

（レスティア……）

　彼女の美しい黒髪を連想させる夜空を、そっと掴つかむように手を伸ばす。

　左手の精霊刻印が鈍く疼うずいている。

（呼んでいるのか？　俺おれを……）

　そう遠くないうちに、彼女とは決着をつけることになる──

　そんな予感めいたものがある。

　ちゃぷんっ──と、背後で小さな水音がした。

「……っ!?」

　あわてて振り向くと、

　湯煙に隠れた岩陰の向こうに、小柄なシルエットが見えた。

「……カミト？」

「ミラか？」

「ええ」

　ミラの声が返ってくる。

「ここは俺専用の男湯だ。女湯は崖がけのほうだぞ」

「それは知らなかった」

「すまん。まぎらわしかったな。……俺はもう出るから使っていいぞ」

　カミトがあわてて出ようとすると──

「……待って」

　ミラが呼びとめた。

「あなたに、話しておきたいことがある」

「……ここでか？」

「ここなら、ほかに誰だれも来ないから」

　……なるほど。たしかに、クレアたちは男湯には入ってこないだろう。

（誰にも聞かれたくない話ってことか──）

　カミトはふたたび風ふ呂ろに身体からだを沈めた。

　薄い湯煙の向こうから、白い布に身を包んだミラが姿をあらわす。

　ほっそりとした華きや奢しやな身体からだ。濡ぬれて頬ほおにはりつくダークブラウンの髪が、とても十三歳の少女とは思えない色気を醸しだしていた。

　彼女がそばに近付いてくると、カミトはドキッとして目を逸そらした。

「……その、話したいことってのは？」

「私の〈眼め〉のこと。あなたにだけは、話しておきたいと思ったから」

　ミラの琥こ珀はく色いろの左ひだり眼めが夜よ闇やみに輝いた。

「これが私の存在価値。私が道具として育てられてきた理由」

「──〈封ふう魔ま眼がん〉だよな、それ」

「……知って……いたの？」

　ミラが驚きの声を上げる。

「いいや。けど、なんとなく予想はしてた」

　封魔眼。精霊使いの家系の子供が、ごく稀まれに持って生まれてくる、特殊な眼のことだ。

　きわめて希レ少アな精霊鉱石の一種。

　封魔眼の中には強大な精霊が封印されているケースが多いため、その持ち主はたいていの場合、危険視されて迫害されるか、あるいは権力者によって兵器として利用されるか──そのいずれかだ。

　いずれにせよ、十三歳の少女が背負うには、あまりに過酷な運命に違いない。

　カミトが、一般にはそれほど知られていない封魔眼のことを知っていたのは、同じ〈眼〉を持つ少女が〈教きよう導どう院いん〉にもいたからだ。

　その少女は兵器として利用され、幼い命を落としていた。

「私は幼い頃ころ、この〈眼〉を恐れた両親によってロッソベル公国騎士団に売られ、〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜くための兵器として調教された」

　ミラは無表情にカミトを見つめる。

「封印した精霊を安定してコントロールできるように、怒り、悲しみ、喜び──不要な感情を奪われていった」

「……どこも同じなんだな。狂った連中ってのは」

　カミトは苦々しくうめいた。心を壊され、道具として使い捨てられていった、同じ〈教導院〉の孤児たちのことを思い出しながら──

（俺おれも、レスティアと出で逢あわなければ、あいつらと同じ運命をたどっていた……）

「……どうして、その話を俺に？」

「私は──カミトを騙だましていたから」

　ミラは苦しそうに吐き出した。

「……？」

「私の〈眼め〉に封印されているのは、覇軍精霊〈聖王の師団クルセイダーズ〉──戦術級の軍用精霊」

「戦術級の精霊!?」

　戦術級──軍用精霊の中でもきわめて扱いの難しいタイプの精霊だ。

　ミュア・アレンスタールのような例外はいるにしても──個人の精霊使いがまともに運用できるようなものではない。

　その精霊を扱うための訓練を受けた、専門の集団が必要なはずだ。

　カミトはようやく気付いた。

「なるほど。〈破烈の師団〉は、その軍用精霊の運用集団も兼ねていたわけだ」

「ええ。彼女たちは、私という道具を使いこなすために用意された集団。〈破烈の師団〉がいてはじめて、封ふう魔ま眼がんの精霊は機能できる」

　それはつまり──

　ミラだけでは精霊の力を引き出すことはできない、ということだ。

「聖属性の精霊を所有しているのは本当。……でも、私はその力を使えない」

「……騙してたってのは、そういうことか」

　聖精霊を使役するミラと同盟を組めば、ネペンテス・ロアに対して有利に戦える──

　それが同盟交渉の際に彼女が提示したメリットだった。しかし、その精霊が使えないとなると、カミトたちの戦略は根本から変わってしまう。

「ごめんなさい。私は、どうしてもこの〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉を勝ち抜かなければならなかった。それが、道具として育てられた私の使命だから」

〈破烈の師団〉が壊滅し、すべてを失ってなお、彼女は勝ち残るためにあがいた。

　それだけが、ミラ・バセットの生きてきた価値だから。

「いいさ。それがおまえの戦いだったんだ」

　カミトはミラの頭にそっと手をのせた。

「……カミト？」

「この同盟は、ミラが自分の手で掴つかんだ勝利だ。そのことは誇っていい」

　彼女のダークブラウンの髪を優しくなでながら、

「──ミラは、〈教きよう導どう院いん〉って知ってるか？」

　ふと、カミトはそんなことを口にした。

「……？　オルデシア帝国に存在したという、暗殺者養成の秘密機関」

「ああ。俺おれはそこの出身者だ」

「……!?」

　ミラの目が驚きよう愕がくに見開かれる。

「俺もミラと同じだよ。幼い頃ころから殺人の道具として育てられてきた」

「でも、あなたは……そんな風ふうには見えない」

「一人の女の子が、俺おれに人の心を取り戻させてくれたんだ」

　カミトはミラの頭からそっと手を離した。

「……」

　ミラはそのままうつむいて……じっと何かを考えているようだ。

　しばらくして、おもむろに顔を上げると──

「昨日の話」

「ん？」

「昨日の話の続き、聞かせてほしい」

「ああ……」

　カミトは思いあたってうなずいた。

　幼い頃ころにレスティアのしてくれたおとぎ話だ。せせらぎの音の聞こえる露ろ天てん風ぶ呂ろの中で、カミトは昨日の続きを話して聞かせてやった。

「……ふふっ」

　なにが面白いのか、ミラはまた笑いを噛かみ殺している。

　……まあ、嬉うれしいことは嬉しいが。

「おまえ、やっぱ笑ったほうが可愛かわいいな」

「な、なにを言うの……」

　カミトがからかうように言うと、ミラはわずかに頬ほおを染めた。

「そんなふうに笑えるなら、おまえは道具なんかじゃないぜ」

　まだ、失ったものを取り戻すことはできるはずだ。

　カミトにとっての、レスティアのような存在がいれば。

　闇やみの帳とばりに覆われた夜空を見上げながら、カミトは胸中でつぶやく。

（……レスティア、俺はいまでも、おまえの寝物語の続きを待っているんだ）

　そのとき──左手の〈精霊刻印〉が鋭く疼うずいた。

　焼けつくような激しい痛みに、カミトは顔をゆがめる。

「……カミト？」

「──あいつが、来た」





　　　　◇






　静けさに満ちた夜の森に、黒こく翼よくの天使が姿をあらわす──

「強固な〈拠点〉を構築したわね。さすがは元精霊姫候補のお姫様」

　レスティアは肩をすくめ、可か憐れんな唇くちびるをとがらせた。

　闇の属性への対策だろう、聖属性の結界を多重に張ってあるようだ。

　彼女にとっては鬼門といっていい。

　しかし──

「悪いけど、強引に押し通らせてもらうわ」

　レスティアがくすっと微笑ほほえむと、森の奥から大きな影があらわれた。

　全身から禍まが々まがしい気配を放つ黒騎士──ネペンテス・ロアだ。

　数多あまたの精霊使いの神威カムイを吸収し、いまや完全な怪物となった、魔王の意志の体現者。

「さあ、剣けん舞ぶを舞いましょう。カミト──」

　ネペンテス・ロアが咆ほう哮こうし、かぎ爪づめのような手甲で結界を引きちぎった。






第八章　蘇る魔剣






　森に棲すまう精霊たちが、侵入者の存在を感知してざわめきだした。

「……カミト？」

「──あいつが、来た」

　眉まゆをひそめるミラに向かって、カミトは短く答える。

　左手の〈精霊刻印〉が誘うように疼うずいている。

　おとずれたのが誰だれなのか──考えるまでもない。

「ミラ、おまえはクレアたちのところへ走れ」

　素早く制服に着替えると、カミトは寝かせていた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を手にとった。

「カミトは？」

「彼女の狙ねらいは俺おれだけだ。ここで食い止める」

「一人であのネペンテス・ロアと戦うの？」

「早く行け──」

　ミラはうなずくと、キャンプのほうへ向かって駆けだした。

　その背中を見送って──

「……こいつは、とてつもない化け物だな」

　カミトは額ひたいに浮かぶ汗をぬぐった。

　森の奥から、禍まが々まがしい気配が近付いてくるのを感じる。

　彼女もまた、カミトがここにいることを知っているのだ。

　肌を焦がすような緊迫感。森の木々が薙なぎ倒され、〈拠点〉を防衛していた精霊たちが、巨大な闇やみに呑のみこまれるように消滅していく。

　そして──大地を揺るがすような咆ほう哮こうが響きわたった。

（──来る！）

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉に神威カムイを込めた。

　白銀に輝くテルミヌス・エストの閃せん光こうが、夜の闇を照らしだす。

　立ちはだかる木々の壁を引き裂いて──

　それはカミトの前に姿をあらわした。

　闇の甲かつ冑ちゆうに身を包んだ精霊使い──ネペンテス・ロア。

　そして──

「嬉うれしいわ、カミト。私を一人で待っていてくれたのね」

　美しい黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみ。闇色のドレスと艶つややかな黒髪が、風に吹かれてひるがえる。

　彼女は残酷なまでに変わらない──幼い頃ころに心を通わせた、あのときの姿のままだ。

　カミト自身は、こんなにも変わってしまったというのに。

「レスティア……」

　カミトは一瞬、なにもかもを忘れ、美しい彼女の姿に息を呑のんだ。

　いま手を伸ばせば、あのときの彼女が帰ってくるのではないか──そんな愚かな期待さえ抱いてしまう。

「ネペンテス・ロアは、あなたのために用意した最後の敵よ」

　彼女はくすっと微笑ほほえんだ。

「さあ、存分に剣けん舞ぶを舞いましょう、カミト」

「……っ！」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を両手に構えた。

　……きっと、いまの彼女に言葉はとどかない。

　剣舞だけが、彼女の心に触れる手段だ。

「我は彼方かなたよりもたらされし無窮の闇やみ、永と久わの裁きをもたらす者──」

　可か憐れんな唇くちびるから紡がれる精霊語の詠えい唱しよう。

　彼女の姿が闇に溶けるように消え──

　つぎの瞬間、ネペンテス・ロアの手に漆しつ黒こくの魔剣があらわれる。

　燃え盛る黒い焔ほのおを思わせる、禍まが々まがしい大剣。形状こそ微妙に異なるものの、それはまさしく、三年前のカミトが手にしていた武器だった。

〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉──闇属性の精霊魔装エレメンタルヴアツフエの中では、まぎれもなく最強クラスの魔剣だ。

　だが、カミトの精霊魔装も負けてはいない。完全体でないとはいえ、エストの精霊としての格はレスティアにひけをとらないはずだ。

「──いくぞ、エスト！」

〈魔王殺しの聖剣〉の刃やいばが白銀の閃せん光こうをほとばしらせた。
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　無数の精霊たちのざわめく森の中を、ミラは必死に駆けていた。

　目指すのはクレアたちのいる〈拠点〉の中心地だ。彼女たちも当然、この事態を察してはいるだろうが──

　と、森の奥から炎を纏まとった火猫ヘルキヤツトが走ってくるのが見えた。

　たしか、スカーレットというクレアの契約精霊だ。

「……ミラ！」

　立ち止まると、向こうから声をかけられる。

　暗闇の中から姿をあらわしたのは、クレア、エリス、リンスレットの三人。それぞれ精霊魔装エレメンタルヴアツフエを手にして、戦闘準備を整えていた。

「──カミトは？」

　肩で息をしながら、クレアが切迫した表情で訊きいてくる。

「彼は、闇やみ精せい霊れいの連れてきたネペンテス・ロアと、一人で戦っている」

「……なんですって!?」

　クレアたちは顔を見合わせた。

「早く場所を教えて。一緒に戦うわ」

「……一緒に戦う？」

　ミラは眉まゆをひそめた。……彼女は何を言っているのか？

「ああ。カミト一人で敵かなう相手とは思えない」

「早くしないと、カミトさんがやられてしまいますわ！」

　エリスとリンスレットも焦燥感をあらわに詰め寄ってくる。

「けれど……」

　彼女たちが優秀な精霊使いであることは間違いない。

　でも、きっとカミトの助けにはなれない。むしろ足手まといになる可能性さえある。

　あのネペンテス・ロアは本物の化け物だ。いまのあれはおそらく、〈破烈の師団〉を殲せん滅めつしたとき以上の力をつけているに違いない。

　唯一、あれとまともに戦えるのは、カゼハヤ・カミトだけだ。

　いや、彼でさえ勝てるかどうかわからない。彼自身、それを知っているからこそ、ミラをクレアたちのところに走らせたのだ。

　彼の大切な仲間を逃がすために。

　そんなカミトの気持ちをミラは汲くんだ。

「──あなたたちは、行ってはだめ」

「……？　どういうこと？」

　クレアが訝いぶかしげに眉をひそめる。エリスとリンスレットも顔を見合わせた。

「カミトは、あなたたちを守るために一人で戦うことを選んだ。だから、行ってはだめ」

「カミトがそう言ったの？」

「……え？」

「カミトが、一人で戦うって言ったの？」

　クレアの目がミラの顔をまっすぐに見つめた。

　責めるような口調ではない。ただ、有無を言わせない強い口調だった。

「それは……でも……」

　戸惑うミラの頭に、クレアはそっと優しく手をのせ──

「たとえそうだとしても、あたしたちは行くわ」

　力強くそう言った。

「あたしたちはチームで、あいつは──大切な仲間だもの」

　エリスとリンスレットの二人も無言で力強くうなずく。

「……」

　ミラの胸にこみあげてくるものがあった。

　……その感情の正体はわからない。

　けれど、熱い何かが──

　──そのとき、遠くで黒い稲妻がほとばしった。

「……っ!?」
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「おおおおおおおおおっ！」

　カミトは地面を蹴けって跳躍。両手に構えた聖剣を黒騎士の頭部に振り下ろした。

　かつて救世の聖女セイクリツド・クイーンが手にし、魔王を滅ぼした聖剣。十分の一程度の力とはいえ、その威力はあの竜騎士レオノーラの〈竜殺しの聖剣ドラゴン・スレイヤー〉を打ち砕いたほどだ。

　だが、黒騎士は巨きよ躯くをひるがえし、闇やみの魔剣でその一撃を軽々と受け止めた。

　夜闇に散る火花。押し返すように弾はじかれ、カミトの身体からだは宙を舞う。

（こいつ、前に戦ったときよりも格段に強くなってやがる……！）

　舌打ちして地面に着地すると、低く身を沈め、再び突進した。

　体格差のある敵との戦い方は心得ている。真正面から剣を打ち合えば、膂りよ力りよくで劣るカミトが不利なのは明らかだ。

（なら、相手の間合いの中に入ればいい──）

　カミトはそのまま踏みこんだ。

　ネペンテス・ロアが漆しつ黒こくの魔剣を薙なぐ──

　刹せつ那な、魔剣の刃やいばから黒い稲妻がほとばしった。

「……っ!?」

　カミトは瞬時に横に跳んで回避。放たれた無数の雷撃が地面に巨大な穴を穿うがつ。

「……そんな技まで使えるのか！」

　思わず、叫んでいた。

〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉──それは三年前、数多あまたの精霊使いに恐れられた技。

　かつて、最強の剣舞姫として君臨したカミトが使っていた魔剣技だ。

　あれを喰くらえば間違いなく即死する。

　黒い雷撃の嵐あらしを縫うように躱かわしながら、カミトはネペンテス・ロアに肉薄した。

　交差する魔剣と聖剣。激しくほとばしる火花。

〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉と〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉の力は、ほぼ互角だ。

　雷撃を放つ間をあたえず、カミトは何度も剣を叩たたきつけた。

　だが、押し切ることができない。ネペンテス・ロアもまた、カミトと互角の剣の技量だった。しかも、カミトと違い、あちらには無尽蔵に近い神威カムイがあるのだ。

　唯一、有利なところがあるとすれば──

（……こいつが、レスティアの真の契約者じゃないってことだ）

　最強の魔剣〈真実を貫く剣〉も、レスティアが剣の姿を模倣しているにすぎない。

　だから、その剣には、精霊使いの想いが乗ることはない。

　精霊使いと契約精霊が一体となった精霊魔装エレメンタルヴアツフエとは、まったくの別物だ。

「おまえはっ──」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣〉を強く握った。

　エストという精霊に完全な信頼を託し、最大の神威を込める。

　聖剣がまばゆい閃せん光こうを放ち、夜の闇やみを完全に塗りつぶした。

「レスティアを、俺おれのようには使いこなせてねえっ！」

　カミトの斬撃が魔剣を薙なぎ払う。

　甲かん高だかい剣響を響かせ、ネペンテス・ロアの巨きよ躯くがはじめて傾かしぐ。

　カミトの連撃を牽けん制せいするため、ネペンテス・ロアは〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉を放った。

　魔剣の刃やいばから、ほとばしる黒い雷撃が放たれる──！

　──だが、それはカミトの誘いだ。

〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉は純粋な剣技ではなく、魔剣を媒介した精霊魔術の一種。詠えい唱しようこそ必要ないものの、発動にはわずかなタイムラグが生まれる。

　その隙すきを狙ねらって、カミトは加速した。

　眼前で炸さく裂れつする雷らい閃せん。だが、カミトはひるまない。軌道を読むことさえできれば、あれはテルミヌス・エストの力で弾はじくことができる。

　白銀の閃光が虚空を薙いだ。一瞬で霧散する黒雷。

「おおおおおおおおっ！」

　カミトは止まらない。薙ぎ払った聖剣を真上に構えると、ネペンテス・ロアの間合いを旋風のように駆け抜け、その巨躯に叩きつけるような一撃を見舞った。

〈魔王殺しの聖剣〉の一撃が、黒騎士の兜かぶとを粉砕する──！

　テルミヌス・エストの閃光に呑のまれ、砕け散る闇の欠片かけら。

　凄すさまじい咆ほう哮こうがカミトの耳じ朶だを穿うがった。

　眼がん窩かに宿る紅あかい眼めの輝きが、カミトを射い貫ぬく。

「……っ!?」

　カミトは驚きよう愕がくに目を見開いた。

　目の前にあらわれたその姿に、激しい衝撃を受けたのだ。

　砕け散った鎧よろいの中からあらわれたもの──

　それは、人間ではなかった。

　闇やみの霧に包まれた、黒い髑どく髏ろのような顔がん貌ぼう。

　無窮の闇をたたえた眼がん窩かに、紅あかい光が禍まが々まがしく輝いている。

「なんだ……こいつは……？」

　普通の精霊使いでないことは、わかっていたはずだった。

　だが、目の前のこれは──

「──そう、それは人間ではないわ」

　答えたのは、少女の姿に戻ったレスティアだった。

「──禁忌の呪法で蘇よみがえった、魔王の後継者。レン・アッシュドールの意志」

「……レン・アッシュドール？」

　その名前は、何度か耳にしたことがあった。

　遙はるか古代に滅ぼされたという、実在したかどうかも怪しい闇の精霊王の名だ。

「レスティア……おまえは、いったい何を……」

「いまあなたに話せるのはここまでよ」

　レスティアはくすっと微笑した。

　ネペンテス・ロアの眼窩が禍々しい光を放ち、咆ほう哮こうが大気を震わせる。

　全身に感じるプレッシャーは、さっきまでとは比べものにならない。

「……相手が人間じゃないなら、遠慮することはないよな？」

　カミトは〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構え直した。

「その表情、とても素敵よ。あの頃ころを思い出すわ」

「いまの俺おれは、お前の知ってるあのときの俺とは違う」

　カミトは首を横に振る。

「三年前の最強の剣舞姫でも、〈教きよう導どう院いん〉の暗殺者でもない。アレイシア精霊学院代表〈チーム・スカーレット〉のカゼハヤ・カミトだ」

「そうね。あなたは、あの頃よりもずっと弱くなってしまったわ」

「それは、どうだろうな？」

　カミトは肩をすくめる。

「たしかに俺は弱くなったよ。三年前の俺──俺とレスティアなら、そのネペンテス・ロアを手て強ごわい相手とは思っても、脅威に感じることはなかったはずだ」

「そうでしょうね。あなたの強さを一番知っているのは私だもの」

「けどな、おまえは信じられないかもしれないが──」

　カミトは不敵に笑った。

「俺おれはあの学院で、三年前以上の強さを手に入れたよ」

「……？　いまなんと言ったの？」

「聞こえなかったか？　学院で、あのとき以上の強さを手に入れたって言ったんだ」

　レスティアの美しい容よう貌ぼうに──

　わずかな苛いら立だちの表情が浮かんだ。

　彼女がこんな表情をするのはめずらしい。

「……面白くない冗談よ。意外と自信家なところは子供の頃ころと変わっていないわね」

　ネペンテス・ロアに向かって、すっと手を差し伸べると──

「根拠のないその自信、私が打ち砕いてあげるわ」

　彼女の指先から黒い閃せん光こうがほとばしる。

「彼女にはまだ封印を解くなといわれていたけど、特別に見せてあげるわ。このネペンテス・ロアの本当の力を──」

「……っ!?」

　ネペンテス・ロアの巨きよ躯くが震えた。

　全身を覆っていた漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうが、黒い霧となって夜の闇やみに溶けていく──

（……いったい何が!?）

　カミトが目をみはっていると──

　消滅した甲冑の中から、ドロリとした濃厚な闇があふれだした。

　うごめく不定形の闇。否、それはかろうじて人間の姿をとどめている。

　おぞましい髑どく髏ろに紅あかい眼光を輝かせ、その口こう腔こうからは怨えん嗟さのような声が洩もれる。

　レスティアが可か憐れんな唇くちびるをわずかにゆがめた。

「あの甲冑は、ネペンテス・ロアを守るためのものじゃない。闇の意志を暴走させないための封印具なのよ」

　レスティアの姿が闇に溶け、ふたたび魔剣の姿となる。

　髑髏の顔がん貌ぼうが、解放の歓喜に打ち震えるように黒い息を吐きだした。

「こいつは、本気でヤバイな……」

　うめくように言って、カミトは唇を舐なめた。……指先がわずかに震えている。

　本物の化け物──これまでの相手とは、まるで別物だ。

　カミトは相棒の聖剣を強く握りしめた。

「──エスト、頼む。もう少しだけ、俺に力を貸してくれ」
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　遠くで響く剣けん戟げきの音を聞きながら、ミラ・バセットは唇くちびるを噛かんだ。

　クレアたちは、もうカミトのところへ行ってしまった。

（私は……）

　──いや、自分には悩む資格もない。

　契約精霊を使えない精霊使いなど、どのみち足手まといになるだけだ。

（私には、もう価値がないもの……）

　そっと琥こ珀はく色いろの左ひだり眼め──〈封ふう魔ま眼がん〉に手を触れる。

　硬質な冷たい感触。まるで彼女の心のように。

　強大な戦術級精霊の容いれ物ものとしての価値。

　それだけが、彼女の生きる意味のすべてだった。

（けれど、カミトは……）

　頭を撫なでてくれた、あたたかな手の感触を思い出す。

　彼はあの〈教きよう導どう院いん〉で育てられたと言っていた。自分と同じ──いや、自分などよりもはるかに過酷な育ち方をしてきたに違いない。

　それでも、彼はいま、あんな風ふうに笑って──

　あんなにも、仲間の少女たちから信頼されている。

（私のことを、道具ではないと言ってくれた……）

　なにごとにも動じないよう訓練された感情が、乱れはじめていた。

（私は、あの人の力になりたい……！）

　ミラの目から涙のしずくが落ちた。

　けれど、いまの自分では、力になることはできない。

　……それが悔しい。

　そのとき、森の中を駆けてくる足音が聞こえた。

「……フィアナさん？」

　ミラは顔を上げてきょとんとした。

　戦闘に不向きな彼女は、〈拠点〉の中心部に身を隠しているはずでは──？

　フィアナはミラの姿を発見すると、すぐに駆け寄ってきた。

　もともと体力のあるほうではないのだろう、息をきらしている。

「まさか、敵が正面突破してくるなんて思わなかったから、被害の把握と結界の修復に時間がかかってしまったわ。拠点全体の機能はある程度回復したはずだけど、内部の地脈はズタズタにやられてしまって……」

　どうやら、破壊された結界の修復作業をしていたようだ。普通、これほど短時間で結界を修復することは不可能なのだが──

（……そういえば、彼女は元精霊姫候補の姫ひめ巫み女こ）

　こと結界の構築に関しては、最高レベルの精霊使いの集まる〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉においても、彼女の右に並ぶ者はいないはずだ。

（……結界？）

　ふと、ミラの頭になにかが閃ひらめきそうになったが──

　それにしても疑問なのは──彼女がなぜここにいるか、だ。

　それを先に問いただすべきだろう。

「……あなたは、どこへ行くの？」

　まだ肩で息をしているフィアナに、ミラは訊きいた。

「……？　決まってるでしょ。カミト君の援護に行くのよ」

　不思議そうに答える彼女。その瞳ひとみには驚くほど迷いがない。

「私の騎士精霊は、闇やみ属性の精霊使いと戦うには相性がいいから」

　……そういう問題ではない。いくら強力な精霊と契約していても、戦闘訓練を受けていない彼女が真っ先に狙ねらわれるだけだ。

「どうして……」

「え？」

「どうして、あなたたちは……」

　彼女たちの行動が理解できない。いまの〈チーム・スカーレット〉の戦力では、どう考えてもあのネペンテス・ロアに勝つことはできない。

　それがわからない彼女たちではないはずなのに──

　戸惑いの表情を浮かべるミラに、フィアナはふっと微笑ほほえんだ。

「私たちはカミト君を信じているからよ。──そして、きっとカミト君も私たちのことを信じてくれているから」

「……！」

　ミラはハッと目を見開いた。

　……カミトも、彼女たちを信じている？

　だとすれば、カミトは彼女たちを逃がすために戦っているんじゃなくて──

（……一緒に勝つために？）

　カミトは仲間を信じて、自分をクレアたちのところに走らせた。

　けれど、自分はそれを、彼女たちを逃がすためだと勝手に勘違いしていた……!?

「えっと、それにね……」

　フィアナは少しはにかむように顔を赤らめて、

「女の子はね……す、好きな人のためなら、なんだってできるのよ」

　聞こえるか聞こえないかくらいの、か細い声で言った。

「……？」

「あなたも、大人になればわかるわ」

　赤らめた顔を照れたようにそむけるフィアナ。

　そんな、お姫様の姿を見ているうちに──

　ミラの脳裏にある考えが思い浮かんだ。

（そうだ、これだけの結界を構築できるフィアナさんなら……）

　もしかしたら、いけるかもしれない……！

「じゃあ、私はもう行くわね──」

「──待って」

　ふたたび駆けだそうとしたフィアナの背中を、ミラはぎゅっとつかんだ。

「どうしたの？」

「この〈拠点〉は、いまあなたの制御下にあるの？」

「……？　ええ、破損は著しいけど、結界も地脈も掌握しているわ」

　怪け訝げんそうに首をかしげるフィアナを見上げ、ミラは言った。

「試してみたいことがある。あなたの力を貸して欲しい」

　……できるかどうかわからない。けれど、やってみる価値はあるはずだ。

　指先でそっと左ひだり眼めの〈封ふう魔ま眼がん〉に触れる。

（もし失敗すれば──いえ、たとえ成功しても、私は私の価値を失うことになる）

　それは、自分のこれまでの人生を否定するということだ。

　それでも──ここでなにもしなければ、きっと後悔する。

　そう強く思った。

　生まれて初めて心に生じた、熱い想おもいに突き動かされるように──

　ミラ・バセットは叫んだ。

「──お願い。私を〈拠点〉の中枢へ連れていって！」





　　　　◇






　──汚泥のような闇やみを大地にしたたらせ、ネペンテス・ロアが咆ほう哮こうした。

　大地に突き立った〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉を抜き放つ。

「おおおおおおおおっ！」

　カミトは白銀に輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を構えて突進した。

　ブーツの底で地を蹴けって加速──一気に距離を詰める。

（長期戦は不利だ。この一撃で勝負を決める……！）

　だが、大地に広がる黒い汚泥に足を踏み入れた、その途端。

「──なっ!?」

　全身を激しい虚脱感が襲い、テルミヌス・エストの輝きがたちまち消え失うせる。

（……この闇やみに触れると、神威カムイを奪われるのか!?）

　足もとに絡みつく粘性の闇。カミトは舌打ちして地を蹴けった。

　地面から生えた無数の闇の触手が、跳躍したカミトを追ってくる。輝きを失ったテルミヌス・エストにふたたび神威を込め、カミトは襲い来る無数の触手を斬きり払った。

　ネペンテス・ロアが歓喜にうち震えるように哄こう笑しようした。

「……自由の身になって、ずいぶん嬉うれしそうだな！」

　そんな軽口を叩たたく余裕もない。ネペンテス・ロアの全身から尽きることなくしたたる汚泥は、かなりの速さで地面を浸食している。

「これまでに吸収してきた、精霊使いたちの神威ってわけか……」

　地面から伸びる闇の触手を躱かわしながら、カミトは間合いを詰めていく。

　ネペンテス・ロアの握る闇の魔剣から〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉が放たれた。

「……っ!?」

　大地を一直線にえぐる闇の雷撃。

　かろうじて回避したカミトの背後で、森があとかたもなく消し飛んだ。

　甲かつ冑ちゆうに閉じこめられていたときとは比較にならない、すさまじい威力だ。

　森に潜んでいた有形無形の精霊たちが、光の粒子となって消滅する。逃げ出した精霊たちも、地面から伸びる闇の触手によってつぎつぎと捕食されていった。

「……エスト！」

　カミトは闇の汚泥を払って一気に跳躍すると、〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉に神威を込めた。

　まばゆい閃せん光こうを放つ聖剣が、闇の魔剣めがけて振り下ろされる──！

「おおおおおおおおおっ！」

　カミトの想おもいに応こたえるように、テルミヌス・エストは輝きを増していく。

　だが。

　キィン──と、わずかな金属音。

　激しく散る火花の中、刃やいばにひびが入った音をカミトの耳は聞きわけた。

（……まさか、エストが砕ける!?）

　これまで、数多くの強敵を倒してきた〈魔王殺しの聖剣〉。

　それが、打ち合いで押し負けるのは初めてだった。

　テルミヌス・エストがレスティアの魔剣に劣ったということではない。

　強大すぎる精霊魔装エレメンタルヴアツフエを使い続けたことで、カミトの神威が枯渇しはじめたのだ。

「……っ、頼むエスト、もう少しだけ耐えてくれっ！」

　叫びながら、カミトは握った聖剣に神威を叩きこんだ。

　光と闇がふたたび拮きつ抗こうする。交差した刃から激しい火花が乱れ飛ぶ。

　ふいに、剣を握る左手の〈精霊刻印〉が鋭く疼うずいた。

　──無駄よ。いまのあなたでは、ネペンテス・ロアには勝てない。

　頭ず蓋がいの奥で響くレスティアの声。

〈精霊刻印〉を通じて、直接カミトの頭に話しかけているのだ。

　──目覚めなさい、カミト。あなたの本当の力を私に見せて。

（……俺おれの本当の力だと？）

　──ええ。〈彼ら〉さえ殺すことのできる、本物の魔王の力を。

（……その力があれば、俺は仲間を守ることができるのか？）

　カミトは胸中で訊たずねる。輝く聖剣に神威カムイを込めながら──

（……三年前に叶えられなかった、おまえの〈願い〉を叶えてやれるのか？）

　──そうよ。そして、いまここで目覚めなければ、あなたは死ぬことになる。

「……そうか」

　カミトは静かに目を閉じた。

　カミトの中に眠る魔王の力。彼女の言うそれが何なのかはよくわからないが、その力があれば、仲間を守ることができるという。

　いまのカミトとって、喉のどから手が出るほど欲しい力だ。

　しかし──

「……悪いな。俺は、そんなよくわからない力に興味はないんだ」

　カミトが不敵に笑った瞬間、レスティアが絶句する気配が伝わってきた。

「さっきも言っただろ？　俺は新しい強さを手に入れたってな」

　……もうすぐだ。その力はきっと、もうすぐ手に入る。

「──この剣精霊エスト」

　過去の悲劇を振り払い、カミトのもとに帰ってきてくれた最高の相棒。

　そして──

　カミトはネペンテス・ロアの肩を蹴けって後ろに跳んだ。

　勢いのまま叩たたきつけられる闇やみの魔剣。

　激しく跳ねた闇の汚泥が、カミトめがけていっせいに襲いかかる──！

　刹せつ那な。紅ぐ蓮れんの斬ざん閃せんが夜を焼いた。

「──消し炭になりなさいっ！」

　荒れ狂う火か焔えんに触れ、あとかたもなく消滅する闇の触手。

　燃え盛る炎の壁が、彼女の姿を赤々と照らしだす。

　勝ち気な光を宿す紅玉ルビーの瞳ひとみ。風にたなびく紅あかいツーテールの髪。

「──待ってたぜ、クレア！」

　炎の鞭フレイムタンを手にして立つ火ひ猫ねこ少女に向かって、カミトはぐっと親指をたてた。

「カミト、私もいるぞ！」

「わたくしもですわっ！」

〈風翼の槍レイ・ホーク〉を構えたエリス、〈氷の魔弓〉を手にしたリンスレットも駆けてくる。

「今回の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉はチーム戦なんだ」

　カミトが信頼し、そしてカミトを信頼してくれるチームメイト。

「──これが三年前の俺おれにはなかった強さだよ、レスティア」

　四人は素早く陣形を組むと、咆ほう哮こうを上げるネペンテス・ロアに対たい峙じした。
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　燃え盛る炎の中、チーム・スカーレットの剣けん舞ぶがはじまった。

　ネペンテス・ロアが憤ふん怒ぬの雄お叫たけびをあげ、闇やみの触手が全方位に向かって放たれる。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　だが、リンスレットの放った氷の矢弾が無数の触手をことごとく凍りつかせ、氷塊は地面に落ちて砕け散った。

「あの触手はわたくしにお任せなさい！」

「ああ、支援は任せたぞ、リンスレット！」

　カミトが剣を構えると、走りこんできたエリスが横に並んだ。

「私が前衛の壁になる。カミトは攻撃役アタツカーだ」

「わかった」

　風に乱れるポニーテールの髪。凛り々りしい眉まゆに縁ふち取どられた鳶とび色いろの瞳ひとみは、眼前の敵をまっすぐに見据えている。

　エリスとは風王騎士団シルフイードの任務で何度も連携を組んできた。安心して背中を任せることのできるパートナーだ。

　前衛はエリスとカミト、支援射撃はリンスレット、そしてクレアが遊撃手として攪かく乱らんしながらチームの指揮をとる。チーム・スカーレットの基本戦術だ。

　──それが、あなたの手に入れた強さ？

　レスティアの苛いら立だたしげな声が頭の中に響く。

　──失望したわ。何人集まったところで、あなた一人にもおよばないのに。

（──なら、試してみるか？）

　カミトは胸中で彼女に告げた。

　横のエリスに小声で囁ささやく。

「あいつの魔剣とは打ち合うな。並の精霊じゃ太刀打ちできない。あれとまともに刃やいばを交わせるのは俺おれのエストくらいだ」

「わかった」

　こくっとうなずくエリス。

「それと、あの黒い汚泥に気をつけろ。触れただけで神威カムイを奪われるぞ」

「なんだと？」

　エリスが鳶とび色いろの目を見開いた。

　闇やみの汚泥は広がり続けて、いまや地面の大部分を浸食している。これでは、ネペンテス・ロアに接近することもできない。

「エリス、道を切り拓ひらいてくれるか？」

「ああ、任せるがいい」

　エリスはうなずくと、〈風翼の槍レイ・ホーク〉をすっと真横に構えた。

　槍やりの穂先に轟ごう々ごうと荒れ狂う魔風が集い──そして、彼女は解放の詞ことばをつぶやく。

「凶まがツ風よ──狂え！」

　瞬間、無数の風の乱らん刃じんが、大地をえぐり、闇の汚泥を吹き飛ばした。

　刃が放たれると同時、カミトもまた疾風となって割れ砕けた地面を駆け抜ける。

　憎悪にたぎったネペンテス・ロアの眼光がカミトを射い貫ぬく。

　常人なら意識を失うほどのすさまじい殺気を、カミトは真正面から受け止めた。

　怯ひるむわけにはいかない。たとえ相手が途と轍てつもない化け物であろうと──

（……仲間のお嬢様たちが見てるんだからな！）

　狂える風の乱刃が殺到した。だが、ネペンテス・ロアは闇の魔剣を閃ひらめかせ、風の刃をたやすく弾はじき飛ばす。

（──いまだ！）

　吹き散らされた闇の汚泥が、ふたたび地面を浸食する、その寸前。

　カミトは地を蹴けって跳躍した。

　前傾姿勢のまま、吹き荒れる風に乗って一気に距離を詰める。エリスとの訓練によって会得したコンビネーション戦術だ。

「おおおおおおおおおっ！」

　白銀に輝く〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉を、カミトは真上から振り下ろした。

　すさまじい衝撃波が大気を震しん撼かんさせる。

　ネペンテス・ロアの闇やみの魔剣が、渾こん身しんの一撃を受け止めたのだ。

　だが、カミトは止まらない。剣の柄を軸にして空中で体勢をひねると、そのまま刃やいばを滑らせネペンテス・ロアの肩口に斬撃を叩たたきこむ。

　粘性の闇を跳ね散らし、ネペンテス・ロアの巨きよ躯くがわずかに傾かしぐ。

　地面に降り立ったカミトは、さらに容赦のない連撃を加える。

　打ち、穿うがち、薙なぎ払う──夜の闇にひらめく剣けん閃せん。

　全盛期の最強の剣舞姫レン・アツシユベルを彷ほう彿ふつとさせる、流麗な剣けん舞ぶだ。

　変幻自在のその動きは、ネペンテス・ロアの反応速度を確実に凌りよう駕がしていた。

　ネペンテス・ロアが大おお顎あごを開き、苦く悶もんの咆ほう哮こうをあげた。

　穢けがれた神威カムイが大量に吐き出され、周辺の大地を一気に汚染する。

「……っ!?」

　カミトは空中で舌打ちした。

　汚泥に足先が触れれば、神威を根こそぎ奪われる。

　だが、着地の寸前。

「──汝なんじの白き息吹をここに、刻ときすら凍る永と久わの魔氷よ──〈絶氷牢獄フロスト・プリズン〉！」

　ひときわ巨大な氷の矢弾が彗すい星せいの如ごとく放たれ、カミトの足もとに着弾した。

　瞬間。輝く七色の魔氷が弾はじけて拡散し、闇の汚泥を凍りつかせる。

　カミトの靴底は魔氷の上に着地。間一髪、横薙ぎに振るわれた闇の魔剣の斬撃を、滑るような動きで回避した。

「助かったぜ。さすがだな、リンスレット！」

「ふっ、当然ですわ！」

　誇らしげに髪をかきあげるリンスレット。

　カミトは氷を蹴けって跳躍、ネペンテス・ロアに神速の三連撃を叩きこむ。

「──まだまだっ！」

　二連撃、三連撃──突きを挟んでの五連撃。

　闇の魔剣をかいくぐり、舞うように連続攻撃を繰り出す。

　背後から襲いかかる無数の闇の触手は、クレアの炎の鞭フレイムタンがことごとく撃ち落とした。

　剣技で圧倒しているのはカミトのほうだ。

　だが、その顔には焦燥が浮かんでいた。

（──このままじゃ、押し切れない！）

　不定形の闇やみで象かたどられたネペンテス・ロアの肉体は、たとえ破壊しても、すぐに再生してしまうのだ。

（それに、俺おれの神威カムイも限界が近い──）

　テルミヌス・エストの輝きは薄れ、闇の中で明滅していた。

　いかに最強クラスの精霊魔装エレメンタルヴアツフエとはいえ、契約者が神威を込めなければ、その真価はまったく発揮できない。

　カミトの剣が闇の魔剣によって弾はじかれた。

「……っ!?」

　カミトが体勢を崩したその瞬間。

　魔剣の尖せん端たんに〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉がほとばしる──！

「──カミト！」

　紅ぐ蓮れんの斬ざん閃せんがひらめき、ネペンテス・ロアの手首に巻きついた。

　振り下ろした剣の軌道はわずかに逸それ、黒い雷撃があさっての方向に放たれる。

　爆はぜた雷撃は遠くの森林を放射状に消滅させた。

「──間一髪ってとこね……きゃあっ！」

　クレアの身体からだが宙を舞った。ネペンテス・ロアが炎の鞭フレイムタンを素手で掴つかみ、薙なぎ払うように叩たたきつけたのだ。

「クレア！」

　カミトは駆け寄ろうとして──

　ハッとその場で足を止める。

　いつのまにか、ひたひたと粘性の闇が迫っていた。

　触れただけで神威を奪うおぞましい闇は、すさまじい速度で広がり続けている。

　その膨大な質量は、ネペンテス・ロアが精霊使いから奪ったものだけではあるまい。

　大地を流れる地脈を蝕むしばみ、自己増殖しているのだ。

　カミトの周囲は、すでに沼のようになっていた。この勢いでは、いまカミトの立っている場所も、すぐに呑のみこまれてしまうだろう。

（それどころか〈拠点〉ごと……）

　カミトは歯は噛がみした。

　まるで、具現化した絶望が押し寄せているようだ。

　テルミヌス・エストの輝きもほとんど失われている。

　闇を斬きり裂き、突破する力だけのはもはや残されていない。

　──ここまでよ、カミト。そんな力では、あなたは絶対に勝てない。

　左手の〈精霊刻印〉が疼うずき、レスティアの声が甘く囁ささやく。

（俺は……！）

　押し迫る闇がカミトの周囲を取り囲んだ。

「カミト！」

「カミトさん！」

　エリスとリンスレットが悲鳴じみた声を上げる。

　完全に逃げ場を失い、足先に黒い闇やみが触れた──

「くっ……！」

　そのとき──

　突然、足もとの地面がまばゆく輝いた。

「……っ、なんだ!?」

　粘つく闇に覆い尽くされた大地が沸ふつ騰とうするようにうごめき、その下から、光り輝く無数の魔術方陣がつぎつぎとあらわれる──！

　カミトの周囲に迫っていた闇は、潮が引くように後退していった。

「いったい、どういうことだ……？」

「──〈拠点〉の地脈を通じて、聖属性の力が放出されているんだわ！」

　クレアが叫んだ。

「地脈……じゃあ、これはフィアナが？」

　フィアナの構築した〈拠点〉は、中枢から離れた地脈に干渉し、精霊の祝福による支援効果を与えることができるように設計されている。

　だが、この満ちあふれるような聖属性の力を、いったいどこから供給しているのか──

「まさか……!?」





　　　　◇






「……すごい。これが、あなたの〈眼め〉に封印された精霊の力なの？」

「いえ、まだ力の一部を解放したにすぎません……」

　地脈への干渉を司つかさどる〈拠点〉の中枢。

　神木の前に設けられた小さな祭殿の前で跪ひざまずき、ミラは首を振った。

　苦く悶もんに顔をゆがめ、額ひたいには大量の汗が浮かんでいる。

「これで一部なんて……」

　フィアナは慄りつ然ぜんとした顔でつぶやいた。

　優秀な姫ひめ巫み女こである彼女は、精霊の力を肌で敏感に感じることができる。

　戦術級軍用精霊──〈聖王の師団クルセイダーズ〉。ミラ・バセットの呼び出そうとしている精霊は、まさに規格外の存在だ。

「ミラ、何か見える？」

　目を閉じて跪くミラに向かって、フィアナは訊きいた。

　いま、フィアナはミラに〈拠点〉の制御を預けているのだ。

　拠点内の地脈を通じて、彼女の〈封ふう魔ま眼がん〉に宿る精霊の力を解放するために。

〈封魔眼〉の力を〈拠点〉と接続すれば、強大な戦術級軍用精霊の力を引き出すことができるかもしれない──というのが、ミラの考えだった。

　しかし、〈拠点〉の制御権の委譲など、普通はできるものではない。それをなんとか接続できるようにしたのは、元精霊姫候補のフィアナにしかできない離れわざだ。

「──明滅する光が四つ。おぞましい闇やみに呑のみこまれようとしている」

「きっとカミト君たちだわ。そこに意識を集中して」

「はい……！」

　ミラはうなずき、血の滴したたる琥こ珀はく色いろの左ひだり眼めを押さえた。

　複雑な多重結界によって編あまれた〈拠点〉の制御は、肉体と精神の両方に大きな負担をかける。ましてミラは〈神しん儀ぎ院いん〉で訓練を受けた姫ひめ巫み女こではないのだ。フィアナのサポートがあるとはいえ、激痛をともなう耐え難い反動があるのは必至だった。

「あっ……くっ、うっ……あああああああああっ！」

「ミラ、無理はしないで！」

「……大丈……夫……くっ……！」

　ミラの小さな手のひらから、青白い雷火がほとばしる。

　もともと軍用精霊の力を地脈にのせるというのが無む茶ちやな話なのだ。このまま続ければ、最悪、彼女の〈封魔眼〉が破壊される可能性があった。

「……っ、くっ……こ、高潔なる聖王の騎士たちよ──」

　神威カムイの逆流による激痛が少女の肉体を苛さいなむ。

　かまわずに、ミラは〈眼〉に封じられた精霊の力を放出する。

「──汝なんじの剣は……強健なる者どもを打ち砕き、弱き者を守護するもの──」

　──たとえ壊れてしまっても構わない。

（いまこここで、カミトを守ることができるなら……）

「故ゆえに……いまここに、偉大なる聖王の名をもって命ずる──」

　ピシッ──ミラの左眼に亀き裂れつが入る。

「我が戦場に集い、その剣を存分に振るえ──〈聖王の師団クルセイダーズ〉よ！」

　そして、精霊を解放する詞ことばが、ミラの喉のどからほとばしった。





　　　　◇






「……これは!?」

　眼前に展開される光景に、カミトは目を見張った。

　清浄な光を放ち、大地に広がっていく無数の魔術方陣。

　地脈から放出される聖属性の力が、穢けがれた闇やみを祓はらっていく。

　いや、それだけではない。

　無数に描かれた魔術方陣の中から、何かが這はい出てくる──！

　それは、無数の剣。無数の槍やり。無数の大盾。

　夥おびただしい数の光の騎士の軍勢だ。

「な、なによ、これ……！」

「軍団精霊レギオンタイプの戦術級軍用精霊だと……！」

　周囲を埋め尽くす騎士の大群に、カミトは呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

　それぞれの騎士精霊の格は、フィアナの〈ゲオルギウス〉には遠く及ばない。

　しかし、その数が膨大だった。

　何十体──いや、何百体だろうか。

　あらわれた騎士の群れは光り輝く剣を手に、大地を浸食する闇を斬きり払っていく。

　騎士の多くは闇に呑のまれ、あるいはネペンテス・ロアの魔剣に斬られて消滅するが、しだいに、その膨大な数の力によって闇の汚泥を押し返していった。

「ミラ、なのか……？」

　カミトは顔を上げてつぶやく。

　──と、そのとき。地面に突き立てた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、にわかに輝きだした。

　その刃やいばがたちまち眩まばゆい閃せん光こうに包まれ、夜の闇を明るく照らす。

「これは……！」

　身体からだ中じゆうに力の奔流がめぐるのを感じた。

　大地を流れる地脈を通して、清浄な神威カムイが流れこんでいるのだ。

　フィアナの構築した〈拠点〉には、もともと精霊使いに神威を補給する機能があったが、いま地脈を流れているのは、通常の数十倍にも及ぶ莫ばく大だいな神威だった。

　やがて──

　圧倒的な数によって闇を蹂じゆう躙りんした〈聖王の師団クルセイダーズ〉は、光の粒子となって虚空に消える。

　大地を沼地に沈めていた闇の汚泥は、わずか数十秒のあいだに駆く逐ちくされていた。

「──いけるか、エスト？」

　カミトは握った剣に問いかける。

　その言葉に答えるように、テルミヌス・エストは最大の光を放った。

　カミトは輝く〈魔王殺しの聖剣〉を両手に構え──

「──これで決める、行くぞ！」

　チームメイトのお嬢様たちに向かって叫んだ。

「ええ」「うむ」「わかりましたわ！」

　クレア、エリス、リンスレットの三人が同時にうなずく。

　カミトは、闇やみの魔剣を振りかざすネペンテス・ロアめがけて疾駆した。

　刹せつ那な、闇の魔剣が唸うなり、〈死を呼ぶ雷閃ヴオーパル・ブラスト〉が閃ひらめく。

　最大威力で無造作に放たれたそれは、牽けん制せいの一撃であったに違いない。

　躱かわすのは容易だ。──だが、カミトはそのまま真まっ直すぐに踏みこんだ。

「ちょっと、カミト!?」

　驚きの声をあげるクレア。

　カミトは不敵に笑うと、手にした聖剣を振りかぶった。

「──大丈夫だ。いまの俺おれとエストなら、斬れる！」

　閃せん光こうを放つ〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、闇の雷撃をあっさりと薙なぎ払う。

「おおおおおおおっ！」

　そのまま、さらに地を蹴けって加速した。

　身体からだが軽い。大地を踏みしめるたび、地脈から送り込まれた神威カムイが全身を駆けめぐる。

　眼前のネペンテス・ロアが、わずかに怯ひるんだように感じた。だが、カミトが見ている相手は、闇の化け物ではなく、その手に握られた闇の精霊魔装エレメンタルヴアツフエ──〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉だ。

「──いくぞ、レスティア！」

　叫び、カミトのすさまじい連撃がはじまった。

〈魔王殺しの聖剣〉と〈真実を貫く剣〉が激しく火花を散らす。

　再生が追いつかないほどの高速連撃に、ヒト形がたの闇はドロリと崩れ落ちた。

（……ここで決める！）

　カミトはテルミヌス・エストを下段に構え直した。

　守りを捨てた隙すきだらけの構え。

　みにくい闇の塊かたまりとなったネペンテス・ロアの腕が眼前に迫る。

　だが、カミトには絶対的な確信があった。

　最高のチームメイトに対する信頼が。

「凍いてつく氷牙よ、穿うがて──〈魔氷の矢弾フリージング・アロー〉！」

　彼方かなたから無数の氷の矢弾が降りそそいだ。

　伸ばされた腕は魔氷によって凍り付き、地面に縫い止められる。

　ネペンテス・ロアは咆ほう哮こうを上げ、全身でカミトを押し潰つぶそうとするが──

「燃え盛る炉ろの番人よ、その憤ふん怒ぬを解き放て──〈焔獄の縛鎖フレイム・チエイン〉！」

　螺ら旋せん状じように燃える炎の鞭フレイムタンが、ネペンテス・ロアの全身を拘束した。

　闇の塊の動きが止まる──その一瞬で、カミトは間合いの中に肉薄していた。

　ふっと身を沈め、地を蹴って跳び上がる──！

「雄お々おしき風よ、勇猛なる戦いくさ人びとに汝なんじの加護を──〈天翔る翼シルフイード・フエザー〉！」

　飛び上がったカミトの身体からだを、エリスの放った精霊魔術の風がさらに押し上げた。

（……いまの俺でも、十六連くらいならいけるか？）

　ネペンテス・ロアの巨きよ躯くを斬きり上げたカミトは、不敵な笑みを浮かべる。

　対精霊使い用ではない。大型の精霊を打ち倒すときに使う破壊用の剣技。

　三年前、〈黄昏の魔女ダスク・ウイツチ〉グレイワースに伝授された、秘ひ奥おうの絶技だ。

　本来は二刀流の技だが──いまのカミトなら、その真ま似ね事ごとくらいはできるだろう。

（この技を会得できたのも、お前のおかげだったな、レスティア……）

　カミトの手に握られた〈魔王殺しの聖剣デモン・スレイヤー〉が、闇やみを圧倒して輝き──

　瞬間、カミトの姿がかき消える。




「──烈れつ華か螺ら旋せん剣けん舞ぶ・十六連！」




　縦横無尽に奔はしる無数の斬ざん閃せんが、夜の闇にひらめいた。

　空中で乱舞する怒ど濤とうの十六連撃。

　闇の塊かたまりとなったネペンテス・ロアの肉体が削そぎ落とされ、崩壊していく。

「あの剣技──」

「まさか、レン・アッシュベルの!?」

　地上で見上げていたクレアとエリスが驚きの声をあげる。

　それは、三年前の〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉で、最強の剣舞姫レン・アツシユベルが見せた剣技だったのだ。

　地響きをたて、闇やみの汚泥の塊かたまりと化したネペンテス・ロアが地上に落下した。かろうじてまだヒト形がたを維持しているが、その動きはまるで鈍重だ。

　いまにもちぎれそうな片腕で、闇の魔剣を振りかざすが──

「──汝なんじ、冷れい徹てつなる鋼はがねの女王、魔を滅する聖剣よ！」

　上空から放たれる精霊語の詞ことば。

「──裁きの光にて、我が敵を打ち砕け！」

　落下してきたカミトの〈魔王殺しの聖剣〉が、闇の塊を貫いた。

　視界を埋め尽くすような凄せい烈れつな閃せん光こうが爆はぜる。

　その瞬間、ネペンテス・ロアの肉体は完全に消滅した。

　カラン──

　レスティアの精霊魔装エレメンタルヴアツフエ〈真実を貫く剣ヴオーパル・ソード〉が墓ぼ標ひようのように地面に突き立つ。

　闇の魔剣は、すぐに光の粒子となって虚空へ消えていき──

「レスティア!?」

　その寸前、カミトは魔剣の柄を掴つかんだ。

「……ぐっ、ぁ……あああああっ！」

　じゅっと音をたてて革手袋が溶け、火傷やけどのような痛みが走る。

　カミトの〈精霊刻印〉が拒絶反応を起こしているのだ。

「カミトっ、な、なにしてるのよ！」

　クレアが驚いたように叫ぶ。

　それでも、カミトは手を離さない。苦痛に耐えながら剣に神威カムイを送り込んだ。

　──やめなさい、カミト。あなたはもう私に触れることはできないわ。

　黒い刃やいばの尖せん端たんから、溶けるように消えていく闇の魔剣。

　どこか哀かなしげなレスティアの言葉が脳裏に響く。

「うるさい……離さないぞ、俺は、絶対におまえをあきらめない！」

　──ばかね。私はもう、あなたの知っている私じゃないのに。

「本当にそうなのか？」

　──え？

「おまえは本当に、あのときのレスティアと違う存在になっちまったのか？」

　すさまじい激痛の中で、カミトは消えゆく魔剣を胸にかき抱いた。

　……三年前のあの日、何かがあった。

　そして、彼女は変わってしまった──それは間違いない。

（けれど……）

　──たしかに感じるのだ。

　幼い頃ころ、カミトに光をくれた彼女の存在を。

「カミト……」

「……っ!?」

　震えるようなか細い声。

　腕の中に、あたたかい感触があった。

　気が付けば、カミトは魔剣ではなく、一人の少女を抱きかかえていた。

　闇やみ色いろのドレスを身に纏まとった、闇やみ精せい霊れいの少女を。

「……ごめんなさい、カミト。あなたの知っている私は、もういないのよ」

　彼女は黄昏たそがれ色いろの瞳ひとみを震わせ、寂しそうに微笑ほほえんだ。

　その身体からだはうっすらと消えかかっている。

「……教えてあげるわ。三年前のあの日、あなたが何を願ったのか」

　レスティアのやわらかな唇くちびるが、そっとカミトの唇に触れた。

「──っ！」

　痺しびれるような甘い感触の中で──

　カミトの脳裏に、あの日の記憶が流れこんできた。
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　　　　◇






　──それは、失われた追つい憶おく。

　幸せな日々の最後の記憶だ。

　最強の剣舞姫レン・アツシユベルが優勝を決めた〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉の最終日。

　精霊王への拝はい謁えつがかなう直前──

「──ねえ、カミト、私の〈願い〉を叶かなえて欲しいの」

「ああ、僕は、レスティアのために勝ち抜いてきたんだからな」

　少年は無邪気に返事をする。

　この世界で一番大切な少女に向かって。

「でも、それを願ったら、あなたは世界の敵になってしまうのよ？」

「……かまわない。レスティアのためなら」

　少年は迷わない。

　たとえ世界が敵になるとしても──

　この少女さえそばにいてくれれば、それでいい。

「それで、そのお願いって何？」

「それはね──」

　闇精霊の少女は、少年の耳にそっと唇をよせて。

　そして──






エピローグ






　昨日の激戦から一夜明けた翌朝。簡単な朝食をとったあとで──

　ミラ・バセットが唐突に話題を切り出した。

「……本当にいいのか、ミラ？」

「もう決めたことだから」

　テーブルに座る全員の視線を受けとめて、こくっとうなずくミラ。

「私の〈眼め〉に封印されていた〈聖王の師団クルセイダーズ〉は失われた。私にはもう〈精霊剣舞祭〉を戦い抜く力はない」

　もともと、〈拠点〉の地脈を使って精霊を召喚することに無理があったのだ。

　ミラの琥こ珀はく色いろの左ひだり眼めにはひびが入り、その輝きを失っていた。

　精霊使いでなくなった彼女のくだした決断は──

　精霊剣舞祭からリタイアすること──だった。

「でも、これからどうするの？」

　クレアが訊きく。

　精霊使いでなくなってしまった彼女に、帰る場所はあるのだろうか。

「ロッソベル公国にはもう戻れない。私は祖国の期待を裏切ってしまったから。……でも、大丈夫。私は私の新しい価値をきっと見つけるから」

　あいかわらず表情は硬いままだが、その口調はなんだか晴れやかに聞こえた。

「もしよかったら、わたくしの家に来なさいな。ローレンフロスト家のメイドとして雇ってさしあげますわよ」

　リンスレットが髪をかきあげながら言う。

「やめときなさい。ローレンフロストはド田舎だし、信じられないくらい寒いわよ。それより、あたしの家に来なさい。エルステイン家を再興したらお手伝いが必要になるわ」

「な、なんですって！」

　キッとクレアを睨にらむリンスレット。

「……ありがとう。覚えておく」

　ミラはこくっとうなずいた。

「ふふっ、私とカミト君と、三人で一緒に暮らしてもいいのよ♪」

「ちょっと、あんたがカミトと一緒ってどういうこと!?」

　こんどはクレアとフィアナの言い争いがはじまった。

　カミトはやれやれとため息をつく。

「カミト……」

　ミラがカミトを見上げて口を開いた。

「うん？」

「精霊剣舞祭ブレイドダンスが終わったら、またお話の続きしてくれる？」

「ああ、いくらでもしてやるよ」

　カミトはミラの頭にぽんと手をのせて苦笑する。

　いまのミラの台詞せりふは、少年時代のカミトの口癖とまったく同じだったのだ。

「──〈破烈の師団〉の同盟チームとして、必ず勝ち残って」

「もちろんだ」

　カミトがうなずくと、お嬢様たちも揃そろってうなずいた。

　ミラもうなずくと、持っていたふたつの〈魔ま石せき〉をカミトに差しだした。

　自分のものと、〈聖霊騎士団〉の代表から奪ったものだ。

　それをカミトは大切に受けとった。

〈魔石〉を身体からだから離してしばらくすると、強制転移の魔術が発動する。

　ミラの足もとに魔術方陣が生まれ、その身体は光の粒子となって消えていく──

「さよなら──」

　数秒後。〈破烈の師団〉の師団長、ミラ・バセットはこの大会から姿を消した。

「……」

　しばらく、沈黙が続いて──

「……あたしたちの剣けん舞ぶはまだ終わってないわ。むしろこれからが本番よ」

　最初に口を開いたのは、クレアだった。

「ああ、そうだな」

　カミトがうなずくと、ほかの少女たちも顔をあげた。

「偵察に放っていた風の精霊の報告では、三日目で大きく状況が動いたようだ」

「いよいよ本格的な剣舞が始まりましたのね……」

　エリスの報告にリンスレットがうなずく。

　ほとんどのチームがそれぞれ〈拠点〉を構築して、情報収集をはじめた頃ころだ。

　四日目となる今日からは、ますます戦いが激化していくことだろう。

「二十四チーム中、〈破烈の師団〉を含めてすでに九チームの敗退が決まったそうよ。現時点で〈魔ま石せき〉を一番多く持っているのは、間違いなく〈煉獄の使徒チーム・インフエルノ〉ね」

「だいぶ出遅れてしまいましたわね」

「……そうだな。俺おれたちも、積極的にしかけていかないとな」

「ところで、カミト──」

「なんだ？」

　クレアはむっとした表情でカミトを睨にらみ──

「あ、あんた、ま、またあの闇やみ精せい霊れいの娘こと、キ、キキ、キスしたわね！」

「あ、いや、あれはだな……」

　カミトがしどろもどろになると、

「そうですわ！　あれはどういうことですの？」

「うむ、私もぜひ説明してもらいたいと思っていたところだ！」

「カミト君！」

　リンスレット、エリス、フィアナの三人も追及してくる。

「カミト、あの精霊はずるいです。私にも口づけをしてください」

「エ、エスト!?」

　動揺するカミトの頭上に──

「……？」

　ふわり、と一枚の黒い羽が舞い落ちた。

　カミトはハッと気付き、その羽を指先で掴つかむ。

「レスティア……」

　その黒い羽を見つめ──

　カミトは、あのときかいま見た記憶をふたたび思い出す。

（三年前、俺が彼女のために願ったのは……）





　　　　◇






　そして、彼女は決して願ってはならない願いを口にした。

「──あなたに暗殺して欲しいの。五人の精霊王を」





──ＥＮＤ








あとがき






　──できることなら、カミト、私はあなたに殺されたいわ。




　本書をお手にとってくださった皆様、どうもありがとうございます。

『精霊使いの剣舞ブレイドダンス』第六弾『追つい憶おくの闇やみ精せい霊れい』をお届けいたします！

　エストの復活によって強豪チーム〈竜皇騎士団〉を撃破したカミトたち。つかのまの休息の中、もたらされたのは〈破烈の師団〉からの同盟の提案だった。同盟交渉におもむくカミトたちの前にあらわれる謎なぞの黒騎士と──かつての契約精霊。

「私が、あなたに最後の敵を用意してあげる──」

　よみがえる幼い日々の追憶。〈破烈の師団〉のミラ・バセットとの出会い。

　そして、チーム・スカーレットに最大の敵が襲いかかる……！

〈精霊剣舞祭ブレイドダンス〉本戦も佳境ということで、今回はバトル大増量でお送りいたします！

　なお、５巻で予告したサブタイトルは『最強の剣舞姫（仮）』だったのですが、諸般の事情（※著者のうっかり）によって変更になっております……すみません（汗）。

　ともあれ、第二部〈精霊剣舞祭編〉のストーリーは、若干の変更を加えつつも当初の構想通りなのでご安心を。七巻からもガンガン攻めていきますよ！

　告知です。『精霊使いの剣舞』がフラッシュゲームになるそうです。志し瑞みずも執筆をサボって遊んでみたのですが結構ハマってしまいました。梱包材をプチプチするのが好きな方には超お勧めなので、ぜひぜひ遊んでみてくださいね。

　また、ブロッコリー様に『精霊』のキャラクター（クレア）のマイクロファイバータオルを作っていただきました。作品が販促品以外でグッズになるのは初めてなのでとても嬉うれしいです。すごく可愛かわいくて癒されるのでこちらもお勧めですよ。

　謝辞です。まずは今回も超絶可愛いイラストを描いてくださった、桜さくらはんぺん先生、本当にありがとうございました。表紙のレスティアが天使すぎます。一巻から六巻まで既刊の表紙を並べるととても幸せな気分になれますね。

　また、キュートなＳＤキャラを描いてくださっている、うめだ夏乃先生、可愛すぎてこのまま『ねん○ろいど』になればいいのにと妄想をたくましくしています。いつもありがとうございます。

　出版界のセフィロスこと庄しよう司じ様（※いつもＲＰＧのラスボスっぽい服を着てる的な意味で）、今回もご迷惑をおかけしました。本当に感謝の言葉が尽きません。

　そして、最大の感謝は読者の皆様に。

　去年の暮れに始まったこのシリーズも、おかげさまで順調に重版を重ね、六巻まで出版させていただくことができました。

『可愛かわいい美少女』×『熱いバトル』が書きたい──シリーズを始めた頃ころの初心を忘れずに、『ラブ増量、面白さ倍増、バトル上等！』を目指してがんばっていきますので、どうかこれからも応援のほどよろしくお願いいたします。携帯アンケートのメッセージはとても励みになるので、送って下さると著者も桜さくらはんぺん先生もすごく嬉うれしいです！




　さて、恒例の人気投票ですが、５巻では表紙になったエストが四百票以上を獲得して堂々の一位。ほかのライバルの追随を許しません。エス党の独走はどこまで続くのか。

　二位はむっつり乙女な騎士団長のエリス・ファーレンガルト。スカーレットをモフモフする姿がとても可愛いです（スカーレットは迷惑そうですが）。ちょっと離れて三位にリンスレット・ローレンフロストお嬢様。料理にくわえて数々のメイドスキルをそなえた完璧超人です。お嬢様にしておくのがもったいない。四位はツンデレ火ひ猫ねこ少女のクレア・ルージュ。なにげに毎回あられもないサービスシーンを披露してくれるけなげな娘です。いつもカミトを消し炭にしていますが、本当は優しい娘なんですよ。

　五位は闇やみ精せい霊れいのレスティア。ひそかにカミトの正妻と噂うわさされているらしいが真相のほどはどうなのか──六巻の表紙はまさに天使。

　そして六位はフィアナ・レイ・オルデシア王女殿下。一人だけカミトの正体を知るおいしいポジション。彼女はチーム・スカーレットの中でもちょっと大人びてますよね。エロ可愛い。七位はわれらが主人公カゼハヤ・カミト。女装した彼のカラー挿絵はいつ見られるのでしょうか（桜はんぺん先生のほうにチラチラ視線を送りながら）。

　正直、三位から六位までは僅差（二十九票差）の大混戦で、ここはいつ順位が入れ替わってもおかしくないですね。他ほかにはレオノーラやミレーユも人気のようです。

　アンケートはあとがき末尾および巻末の二次元バーコードから飛べるので、お気に入りのキャラがいる人はぜひぜひ送ってみて下さい。今巻からはスマートフォンにも対応するらしいですよ。

　著者の近況ですが、最近は食品サンプルの収集にハマっています。レストランに飾ってある偽物のメニューですね。最近のはすごい精巧にできていて感動ですよ。

　というわけで、次回は第七弾、『最強の剣舞姫（仮）』でお会いしましょう！

　──もう次の原稿を書くことを強しいられているんだ！　（顔に集中線を入れながら）





二〇一二年　一月　志し瑞みず祐ゆう





























精霊使いの剣舞ブレイドダンス６




追憶の闇精霊








志瑞祐





ＭＦ文庫Ｊ





2012年2月29日　発行





©Yu Shimizu 2012





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

ＭＦ文庫Ｊ『精霊使いの剣舞６　追憶の闇精霊』

2012年2月29日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





メディアファクトリー　カスタマーサポート

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。
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